
済
　
生

ISSN 1343-571X

社
会
福
祉
法
人
　

済
生
会

〒
10

8
-0

0
7
3
 東

京
都
港
区
三
田

1
丁
目

4
番

2
8
号

 三
田
国
際
ビ
ル
ヂ
ン
グ

2
1

F ☎
0
3

-3
4
5

4
-3

3
1

1（
代
）

恩
賜
財
団

T
H

E
 N

E
W

SL
E

T
T

E
R

  of  Social W
elfare O

rganization
Saiseikai Im

perial G
ift Foundation, Inc.

令
和

7
年

4
月
号

第
1

1
5

0
号

（
第

10
1
巻
第

4
号
）

令
和

7
年
（

2
0
2
5
年
）

4
月

1
0
日
発
行
（
毎
月

1
回
・

1
0
日
発
行
）

編
集
兼
発
行
人
　
炭
谷
　
茂

その一
瞬の

あなた
の感動

が、

みんな
の感動

に。

可憐な
なでし

この無
垢なす

がたか
ら、

ハッと
させら

れる斬
新な視

点まで
。

あなた
の捉え

た最高
の一瞬

を、ぜ
ひお寄

せくだ
さい。

2
0
2
6
年
・
2
0
2
7
年
版

済
生
会
な
で
し
こ
カ
レ
ン
ダ
ー
の
写
真
募
集

★
2
年
に
1
度
の
チ
ャ
ン
ス
!!

　上期
下
期
各
1
枚
、
2
年
分
の
計
4
枚

を
選
定
し
、
毎
年
配
付
す
る
カ
レ
ン
ダ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
に
使
用
し
ま
す
。

★
入
選
者
に
は
済
生
会
の
障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
が
製
作
・
販
売
し
て
い
る
「
な
で
し
こ
フ
ァ
ー
ム
」

の
お
菓
子
セ
ッ
ト
を
進
呈
し
ま
す
。

お問合
せ・

提出先

締め切
り 令和

7年 7月31日（
木）必

着

koho@saiseikai.or. jp

済生会
本部

広報課

済生会となでしこ

【写真の仕様】●題材はなでしこの花。自生・栽培種のいずれも可。●デジタルデータでサイズは1MB以上、正確なピン
トと露出補正で撮影してください。●構図は横向き。●写真に撮影日が入っているものは不可。【応募資格】●済生会職員（アルバイト含
む）、職員家族、済生会で活動するボランティア。【応募方法】●メールにて「写真データ」と「応募用紙」をご提出ください。【応募方法】
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レージをご使用ください。●応募作品は採用結果に関わらず、法人ホームページやパンフレット等に使う可能性があります。
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初代総裁・伏見宮貞愛親王が創立当時、「撫子の歌」を済生会の事業に寄せられたのにちなみ、いつの世にもその趣旨を忘
れないようにと、撫子の花に露をあしらったものが済生会の紋章になっている。
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ソーシャルインクルージョンを
多くの人々に知ってもらうための
ウェブメディアです。

サイト名は「知る・見つける・支える ソーシャルインクルージョン」。
愛称の「シンク！」は、social｠inclusionから名付けました。
think（思いを巡らせる）、sync（共感する、シンクロする）という意味も込めています。

済生会内外のさまざまな活動の記事を通して、ソーシャルインクルージョンの
実現を目指す人々の思いを知り、共感し、そして仲間になってほしい。

それが済生会の思いです。 

〒108-0073　東京都港区三田1-4-28　
三田国際ビルヂング21階
TEL：03-3454-3311(代)
Email：headoffice@saiseikai.or.jp

社会福祉法人 　  済生会恩賜
財団



　

昨
年
11
月
、
６
年
ぶ
り
に
福
祉
調

査
の
た
め
韓
国
を
訪
問
し
た
。
こ
れ

で
６
回
目
の
訪
問
に
な
る
が
、
最
近

の
ソ
ウ
ル
な
ど
大
都
市
の
発
展
は
、

目
覚
ま
し
い
。「
こ
ん
な
に
大
き
な

ビ
ル
が
た
く
さ
ん
で
き
た
の
か
」
と

金
浦
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
へ
の
タ
ク
シ

ー
の
中
か
ら
林
立
す
る
高
層
ビ
ル
に

目
が
引
き
付
け
ら
れ
た
。

　

同
行
し
た
現
地
事
情
に
詳
し
い
人

は
、「
高
層
ビ
ル
は
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
用
の
も
の
も
多
い
」
と
説
明
し
て

く
れ
た
。
日
本
と
同
様
に
分
譲
価
格

は
、
高
額
だ
と
い
う
。
そ
れ
で
も
完

売
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
購
入
で

き
る
恵
ま
れ
た
人
が
い
る
一
方
、
適

切
な
仕
事
に
就
け
ず
生
活
に
困
窮
す

る
人
も
多
い
の
が
、
韓
国
の
現
実
で

あ
る
。
所
得
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
将
来
へ
の
希
望
が
持
て
な

い
人
が
多
く
な
り
、
結
婚
で
き
な
い

人
が
増
え
て
い
る
。
昨
年
の
韓
国
の

合
計
特
殊
出
生
率
は
、
O
E
C
D
で

唯
一
「
1
」
を
下
回
り
、0
・
75
で
あ

る
大
き
な
理
由
で
あ
る
。

　

で
も
他
人
事
で
は
な
い
。
日
本
で

も
厚
労
省
が
令
和
6
年
の
出
生
数
は
、

72
万
人
と
9
年
連
続
減
少
で
過
去
最

少
に
な
っ
た
と
2
月
に
発
表
し
た
ば

か
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

　

国
は
、
令
和
5
年
12
月
、「
こ
ど

も
未
来
戦
略
」
と
題
し
た
少
子
化
対

策
を
策
定
し
、
少
子
化
を
止
め
る
と

意
気
込
ん
だ
。
策
定
時
か
ら
3
年
間

を
集
中
取
組
期
間
に
設
定
し
て
、
各

年
度
3
・
6
兆
円
と
い
う
巨
額
な
予

算
で
開
始
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
私
は
、「
こ
ど
も
未
来
戦

略
」
は
、
ち
ょ
っ
と
的
を
外
し
て
い

る
と
、
こ
れ
ま
で
本
欄
や
一
般
の
新

聞
紙
上
で
警
告
を
発
し
て
き
た
。「
効

果
を
上
げ
る
に
は
時
間
が
要
す
る
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
る
が
、
初
年
度

の
状
況
が
今
後
の
趨す

う

勢せ
い

を
暗
示
し
て

い
る
。

　

実
施
さ
れ
た
具
体
的
な
対
策
の
大

半
は
、
す
で
に
子
ど
も
の
い
る
家
庭

に
対
す
る
児
童
手
当
や
保
育
サ
ー
ビ

ス
等
の
金
銭
や
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

対
象
者
は
、
少
子
化
対
策
の
恩
恵
を

実
感
で
き
た
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
本
来

で
あ
れ
ば
、
少
し
は
少
子
化
の
歯
止

め
の
前
兆
く
ら
い
は
感
じ
ら
れ
て
も

よ
か
っ
た
は
ず
だ
。

　

な
ぜ
効
果
が
表
れ
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
少
子
化
の
最
大
の
理
由
は
、
韓

国
と
同
様
に
結
婚
し
た
く
て
も
で
き

な
い
低
所
得
の
人
が
増
加
し
た
こ
と

に
あ
る
。
総
務
省
の
調
査
で
も
正
社

員
の
30
～
34
歳
の
男
性
の
6
割
が
結

婚
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
非
正
規

の
場
合
は
2
割
に
過
ぎ
な
い
。
一
番

肝
心
の
こ
の
分
野
に
対
す
る
施
策
が

全
く
不
十
分
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
大
き
な
理
由
は
、
ア

ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
（
無
意

識
の
思
い
込
み
）
が
根
強
い
こ
と
で

あ
る
。「
家
事
や
育
児
は
女
性
が
担

う
」
と
い
う
伝
統
的
な
家
族
観
が
女

性
に
結
婚
を
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

さ
せ
る
。
地
方

ほ
ど
こ
の
傾
向
が
強
く
、
女
性
の
転

出
を
増
加
さ
せ
る
。
韓
国
も
同
様
な

事
情
が
あ
る
。

　

国
は
、
こ
の
2
点
に
つ
い
て
も
っ

と
力
点
を
置
か
な
け
れ
ば
、
少
子
化

ス
ト
ッ
プ
の
日
は
、
蜃
気
楼
の
よ
う

に
遠
ざ
か
っ
て
い
く
ば
か
り
だ
。

199

不易流行（ふえきりゅうこう）：不易は永遠性、流行はその時々の新風をいい、芭蕉が俳諧思想を表現するときに用いた。
済生会は長い歴史で醸成された価値を大切にして、時代の変化に適応していかなければならない。

　な
ぜ
少
子
化
は
止
ま
ら
な
い



表紙のことば
小さな花の集まりは、小さな春の命を育む
表紙イラスト　久保田眞由美 Mayumi Kubota

見たことはありますか?「葱坊主」。春の畑で喜びを満
喫しているような坊主頭は小さな花の集合体。蜂も蝶
も訪れます。長葱の匂いは魔除けになると言われ、こ
の葱坊主の蕾は神社や橋の欄干の飾り「擬宝珠」の由

来にもなっているとか。そんな蕾はとても美味しい
ようです。開花の前に葱は収穫されます。誇らしげ
に元気に花を咲かせ残された坊主たちは未来に命
をつなぐ種を残します。

口福にっぽん　　吉井省一 38

だれでもかんたん てづくりおもちゃ
いまいみさ

40

機関誌「済生」が創刊100年 ! 34

この人　藤堂日向 36
topicS★コンシェル
表紙のことば　　久保田眞由美

巻頭コラム　済生会の不易流行論
なぜ少子化は止まらない　　理事長　炭谷　茂
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大雑報 90
題字協力：石飛博光

アートディレクション：OVO INTERNATIONAL

第77回済生会学会／
令和6年度済生会総会
愛媛（松山病院担当）

総裁　秋篠宮皇嗣殿下のおことば　12／潮谷義子
会長挨拶　14／学会・総会プログラム　15／来賓
祝辞・来賓紹介　16／2849人に栄えある表彰　18
／被表彰者代表謝辞　21／学会概況報告＋次期
学会長挨拶　22／済生会令和賞　23／済生会研
修医のための合同セミナー　24／四役会議等＋
臨床研修管理担当者研修会　25／学会・総会ア
ルバム　26／懇親会　28

人材確保・人財育成で
SDGS

06

地域医療再編《後編》
NEWSな済生人

〈新潟〉三条病院　院長

医療再編は大きな病院をつくるだけでは
完結しない。医療機関の連携・連動が不可欠

坂内　均さ
ん

連
載

〈富山〉高岡病院のMSWが
講演で無料低額診療事業や
身寄りなし問題などの取り
組みを行政書士に解説しま
した。

［おすすめPOINT］
参加者が「近くに済生会が
あればいいのに」と話して
いたとのこと。“誰一人取り
残さない”活動をさまざま
な人がつながって活動する
大切さを改めて感じました。

〈兵庫〉小規模特養なでしこ
神戸が開設した年から15年
間、ボランティアとして活動
する田渕一郎さんを紹介し
ます。

The latter half of this magazine is

covered with a rich forest of 

treasurable articles. 

What will you discover there?

「済生」のエンジン（原動力）は後半にあり!!

　質・量ともに充実の、済生記者たちが投稿する

　　記事は宝の山、原石の煌めきを放っています。

　　　済生コンシェルジュがおすすめする記事を

　　　　ご紹介します。

セイコーエプソンによる「ゆ
め水族館」が静岡済生会療
育センター令和で開かれ、利
用者・地域住民一緒に映像
として映し出された魚を追い
かけたりして楽しみました。
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人
材
育
成
と
い
う
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

当
院
は
地
域
密
着
型
病
院
と
し
て
回
復
期
・
慢
性

期
医
療
を
中
心
に
行
な
い
、
県
央
基
幹
病
院
の
患

者
の
転
院
先
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

藤
岡
　
機
能
分
担
と
連
携
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
ね
。

坂
内
　
当
院
は
元
よ
り
地
域
の
医
療
機
関
や
福
祉

施
設
と
の
関
係
が
強
く
、
施
設
・
在
宅
復
帰
の
た

め
の
退
院
調
整
も
重
要
な
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か
か
り
つ
け
病
院
と
し
て
一
部
の
急
性
期
医
療
も

行
な
い
ま
す
。
健
診
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
行
な

っ
て
い
き
ま
す
。

藤
岡
　
医
療
再
編
に
向
け
て
準
備
は
順
調
に
進
み

　
三
条
病
院
の
あ
る
新
潟
・
県
央
地
域
︵
三
条
市
、
燕

市
な
ど
人
口
約
22
万
人
︶
の
医
療
は
2
0
2
4
年
3
月

に
済
生
会
新
潟
県
央
基
幹
病
院
が
開
院
し
た
こ
と
で
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
︵
3
月
号
に
関
連
記
事
︶。
地
域

密
着
型
病
院
と
し
て
他
の
医
療
機
関
と
連
携
し
地
域
に

安
定
し
た
医
療
の
提
供
を
目
指
す
三
条
病
院
院
長
の
坂

内
均
さ
ん
に
こ
の
1
年
を
振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　︵
三
重
・
明
和
病
院
　
済
生
記
者
　
藤
岡
拓
人
︶

 

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

藤
岡
　
医
療
再
編
に
よ
っ
て
三
条
病
院
の
役
割
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
か
。

坂
内
　
新
設
さ
れ
た
県
央
基
幹
病
院
は
急
性
期
医
療
、

完
結
し
な
い
。
医
療
機
関
の
連
携
・
連
動
が
不
可
欠

医
療
再
編
は
大
き
な
病
院
を
つ
く
る
だ
け
で
は

坂
内
　
均
さ
ん

〈
新
潟
〉
三
条
病
院
　
院
長

※写真撮影時のみマスクを外しています

地
域
医
療
構
想
に
基
づ
く
病
院
再
編
・
統
合
が
進
む
中
、
新
潟
県
央
地
域
を
訪
ね
ま
し
た
。
前
編
は
済
生
会
新
潟
県
央
基
幹
病
院
、
後
編
は

済
生
会
三
条
病
院
を
お
伝
え
し
ま
す
。

地
域
医
療
再
編
《
後
編
》
―
―
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ま
し
た
か
。

坂
内
　
基
幹
病
院
の

新
設
と
既
存
病
院
の

機
能
転
換
と
い
う
大

き
な
改
革
を
前
に
、

県
央
基
幹
病
院
の
母

体
で
あ
る
燕
労
災
病

院
・
厚
生
連
三
条
総

合
病
院
と
、
地
域
密

着
型
の
病
院
と
な
る

県
立
吉
田
病
院
・
同

加
茂
病
院
・
当
院
、

さ
ら
に
地
域
の
医
療

機
関
の
院
長
が
再
編

後
の
地
域
医
療
体
制

に
つ
い
て
協
議
を
重

ね
ま
し
た
。
し
か
し
、

新
病
院
の
開
院
ま
で
5
カ
月
に
迫
っ
た
2
0
2
3

年
10
月
頃
の
時
点
で
も
、
地
域
住
民
に
は
情
報
が

伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。

藤
岡
　
そ
の
要
因
は
な
ん
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

坂
内
　
地
域
医
療
の
再
編
に
は
、
病
院
側
と
住
民

側
が
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、

そ
の
た
め
の
広
報
活
動
が
十
分
に
行
な
わ
れ
な
か

っ
た
た
め
に
、
当
院
の
立
ち
位
置
が
伝
わ
ら
ず
、

住
民
、
患
者
さ
ん
が
戸
惑
っ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

藤
岡
　﹁
か
か
り
つ
け
の
病
院
は
ど
う
な
る
の
か

⋮
⋮
﹂
と
い
う
患
者
さ
ん
や
住
民
の
不
安
が
想
像

で
き
ま
す
。

坂
内
　﹁
外
来
患
者
さ
ん
の
中
に
は
当
院
が
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
﹂
と
か
、﹁
県
央
基
幹
病
院
に
吸

収
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
﹂
と
、
診
察
時
に
心
配

そ
う
に
尋
ね
る
人
も
い
ま
し
た
。
同
じ
地
域
に
済

生
会
の
病
院
が
新
し
く
で
き
る
こ
と
で
不
安
に
思

う
患
者
さ
ん
や
住
民
の
気
持
ち
も
理
解
で
き
ま
す
。

藤
岡
　
ど
の
よ
う
に
説
明
を
し
た
の
で
す
か
。

坂
内
　
県
の
地
域
医
療
構
想
に
基
づ
く
医
療
再
編

に
よ
り
、
当
院
の
医
療
提
供
体
制
が
変
わ
る
こ
と

を
説
明
し
ま
し
た
。
新
し
い
診
療
体
制
は
﹁
日
常

の
身
近
な
外
来
・
入
院
診
療
を
行
な
う
﹂﹁
入
院
診

療
と
合
わ
せ
て
重
症
化
予
防
を
行
な
い
入
院
の
長

期
化
を
防
ぐ
﹂﹁
退
院
後
も
地
域
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
在
宅
復
帰
お
よ
び
在
宅
療
養
を
支
援

し
て
い
く
﹂
と
伝
え
ま
し
た
。

藤
岡
　
具
体
的
な
役
割
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

坂
内
　
ま
た
、
救
急
対
応
は
平
日
日
中
の
み
で
、

軽
症
患
者
さ
ん
が
中
心
に
な
る
こ
と
、
県
央
基
幹

病
院
と
連
携
し
て
、
回
復
期
の
患
者
さ
ん
の
転
院

先
に
な
る
こ
と
を
改
め
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
ま
し
た
。

左はインタビュアーの藤岡さん

地域医療を支えるために
住民の理解と協力も重要

済生会三条訪問看護ステーションも「三条市家族介護支援事業」で住民の認
知症予防や運動機能の維持・改善活動を実施



08SAISEI  |  2025 APRIL

藤
岡
　
病
院
が
存
続
す
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
ま

ず
は
一
安
心
で
す
ね
。

坂
内
　
患
者
さ
ん
や
住

民
の
漠
然
と
し
た
不
安

や
疑
問
は
、﹁
通
院
し

続
け
る
こ
と
は
で
き
る

か
﹂﹁
か
か
り
つ
け
医

に
し
て
い
る
が
、
休
日

や
夜
間
に
具
合
が
悪
く

な
っ
た
場
合
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
﹂﹁
他
の
医

療
機
関
で
手
術
が
必
要

と
言
わ
れ
た
が
︵
当
院

で
︶
受
け
る
こ
と
は
で

き
る
か
﹂
な
ど
、
よ
り

具
体
的
な
質
問
に
変
わ

り
ま
し
た
。

藤
岡
　
住
民
へ
の
認
知

が
進
ん
で
き
た
表
れ
で

し
ょ
う
か
。

坂
内
　
住
民
へ
は
﹁
地

域
密
着
型
病
院
は
画
像

検
査
や
内
視
鏡
治
療
が

必
要
な
患
者
さ
ん
の
診

療
を
行
な
い
、
状
況
に

応
じ
て
地
域
の
ク
リ
ニ

ッ
ク
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
﹂﹁
当
院
に
か
か
り

つ
け
の
患
者
さ
ん
も
三

条
市
応
急
診
療
所
や
県

央
基
幹
病
院
に
受
診
し

て
も
ら
い
ま
す
﹂﹁
内
視

鏡
に
よ
る
手
術
、
外
来
で
で
き
る
治
療
は
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
﹂
と
返
答
し
理
解
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
医
療
再
編
は
地
域
医
療
を
支
え
る
た
め

に
病
院
と
住
民
の
双
方
に
と
っ
て
重
要
で
す
。
そ

こ
に
混
乱
が
生
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
ち
な
が
ら

収
益
性
を
上
げ
る
た
め
知
恵
を
絞
る

藤
岡
　
県
央
基
幹
病
院
か
ら
転
院
し
て
く
る
の
は

ど
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
で
す
か
。

坂
内
　
主
に
誤
嚥
性
肺
炎
な
ど
呼
吸
器
系
疾
患
の

リ
ハ
ビ
リ
や
退
院
調
整
、
心
不
全
な
ど
入
院
が
長

引
く
可
能
性
が
あ
る
患
者
さ
ん
や
高
齢
で
全
身
状

態
が
す
ぐ
れ
な
い
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。

藤
岡
　
病
院
間
の
情
報
伝
達
は
ど
う
で
す
か
。

坂
内
　
県
央
基
幹
病
院
か
ら
の
患
者
情
報
は
か
な

り
詳
細
で
あ
る
た
め
、
受
け
入
れ
側
と
し
て
万
全

の
態
勢
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
将
来
的
に
は

地
域
の
連
携
病
院
が
県
央
基
幹
病
院
の
ベ
ッ
ド
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
情
報
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把

握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
患
者
情
報
も
オ
ン
ラ
イ

ン
で
迅
速
に
や
り
取
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば

い
い
で
す
ね
。

藤
岡
　
昨
年
4
月
か
ら
県
央
基
幹
病
院
は
臨
床
研

修
基
幹
病
院
と
し
て
9
人
の
医
師
が
臨
床
研
修
を

始
め
ま
し
た
。

坂
内
　
こ
の
地
域
も
医
師
の
高
齢
化
、
医
師
不
足

が
深
刻
で
す
が
、
若
手
医
師
の
育
成
が
可
能
に
な

れ
ば
、
医
師
確
保
に
も
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。
回

復
・
慢
性
期
の
病
院
で
あ
り
、
介
護
施
設
も
併
設

す
る
当
院
と
し
て
も
臨
床
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
役

に
立
て
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

藤
岡
　
新
体
制
で
1
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
今
回

の
医
療
再
編
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
ま
す
か
。

坂
内
　
医
療
を
提
供
す
る
側
と
受
け
る
側
で
評
価

は
違
い
ま
す
が
、
前
者
の
視
点
だ
と
当
院
は
産
婦

人
科
と
小
児
科
が
県
央
基
幹
病
院
に
移
転
し
た
こ

と
で
患
者
数
が
減
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
手
術
機
能

の
移
行
に
よ
り
収
益
は
低
下
し
た
の
で
す
が
、
組

織
を
ス
リ
ム
に
し
て
採
算
を
上
げ
る
に
し
て
も
、

病
院
機
能
を
維
持
し
て
い
く
う
え
で
必
須
の
部
分

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を
削
減
す
れ
ば
医
療
の
質
の

低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

藤
岡
　
経
営
路
線
も
方
向
転
換
が
必
要
に
な
る
と
。

坂
内
　
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
ち
な
が
ら
収
益
性

を
上
げ
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今

後
安
定
し
た
病
院
経
営
の
た
め
に
知
恵
を
絞
っ
て

い
き
ま
す
。

藤
岡
　
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

坂
内
　
例
え
ば
、
健
康
診
断
の
二
次
検
診
の
受
け

入
れ
拡
充
は
そ
の
一
つ
で
す
。
近
年
、
超
音
波
検

査
で
膵
臓
な
ど
に
見
つ
か
っ
た
嚢
胞
の
精
密
検
査
、

便
潜
血
の
大
腸
内
視
鏡
検
査
な
ど
が
増
え
て
い
ま

す
。
市
内
に
新
し
く
で
き
た
健
診
セ
ン
タ
ー
︵
県

央
健
診
ス
ク
エ
ア
︶
が
、
従
来
、
燕
労
災
病
院
や

厚
生
連
三
条
総
合
病
院
で
行
な
っ
て
い
た
健
診
の

受
け
皿
に
な
り
、
そ
こ
で
二
次
検
診
が
必
要
な
受

診
者
の
検
査
を
当
院
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

藤
岡
　
地
域
の
診
療
所
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
の
連
携

も
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
り
ま
す
ね
。

坂
内
　
開
腹
手
術
が
必
要
な
患
者
は
県
央
基
幹
病

院
に
紹
介
さ
れ
ま
す
が
、
内
視
鏡
を
使
っ
た
治
療

や
、
軽
度
の
誤
嚥
性
肺
炎
や
尿
路
感
染
症
な
ど
の

小学生を対象とした「病院お仕事体験ツアー」。エコー体験をした児童は「人の
体の仕組みがよく分かった」と話していた（右写真）。左は鶏肉を電気メスで切
る模擬手術体験

「グー」と「パー」を使ってリズムよく手を動かす
体操では脳を鍛え認知症を予防する
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治
療
は
従
来
ど
お
り
当

院
へ
の
紹
介
で
カ
バ
ー

で
き
ま
す
。

藤
岡
　
行
政
と
の
連
携

は
ど
う
で
す
か
。

坂
内
　
今
後
の
重
要
な

課
題
で
す
。
こ
の
地
域

に
は
福
祉
施
設
が
多
く
、

自
宅
で
の
患
者
ケ
ア
は

あ
ま
り
積
極
的
に
行
な

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
、
行
政
と
連
携
し
て

在
宅
医
療
、
訪
問
診
療

を
推
進
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

藤
岡
　
そ
の
狙
い
は
。

坂
内
　
近
年
、
医
療
依
存
度
の
高
い
高
齢
者
が
増

え
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
長
期
療
養

の
医
療
と
日
常
生
活
の
介
護
を
一
体
的
に
行
な
う

﹁
介
護
医
療
院
﹂
の
需
要
が
増
し
て
い
く
と
見
て

い
ま
す
。
国
が
推
進
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
は
、
患
者
は
最
終
的
に
は
自
宅
に
戻
っ
て
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
て
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
ま
す
が
、
理
想
と
現

実
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
大
き
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

藤
岡
　
医
療
と
D
X
︵
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
︶
の
相
性
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま

す
か
。

坂
内
　
業
務
効
率
化
を
目
指
し
た
D
X
が
さ
ま
ざ

ま
な
業
界
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す

が
、
医
療
は
デ
ジ
タ
ル
で
は
代
用
で
き
な
い
＂
人

肌
＂
の
感
覚
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
国
は
そ
の
観
点

で
政
策
を
進
め
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

医
療
資
源
の
適
正
利
用
に

地
域
住
民
の
理
解
を
求
め
る

藤
岡
　﹁
な
ぜ
全
国
で
医
療
再
編
が
必
要
な
の
か
﹂。

県
央
基
幹
病
院
と
三
条
病
院
を
取
材
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
気
づ
き
と
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

坂
内
　
医
療
再
編
は
大
き
な
病
院
を
つ
く
る
だ
け

で
は
完
結
し
ま
せ
ん
。

地
域
の
医
療
機
関
が

各
々
の
役
割
を
担
い
、

互
い
に
連
携
・
連
動

す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
一
方
で
基
幹
病

院
が
で
き
て
、
近
く

で
受
診
し
や
す
く
な

っ
た
と
か
、
大
き
な

病
院
に
行
け
ば
何
で

も
診
て
も
ら
え
る
と

考
え
る
人
も
い
ま
す
。

藤
岡
　
ま
だ
正
し
い

認
識
が
浸
透
し
て
い

な
い
と
。

坂
内
　
本
来
は
県
央

地
域
の
医
師
会
が
運

営
す
る
応
急
診
療
所

で
一
次
救
急
を
行
な

う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
救
急
に
対
す
る

啓
発
不
足
も
あ
っ
て
か
、
そ
れ
を
飛
び
越
え
て
県

央
基
幹
病
院
に
直
接
受
診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
も
い

ま
す
。
限
ら
れ
た
医
療
資
源
の
適
正
利
用
が
望
ま

れ
ま
す
。

藤
岡
　
医
療
再
編
は
住
民
の
理
解
と
協
力
で
進
め

る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
ね
。

坂
内
　
医
療
機
関
は
県
央
地
域
で
医
療
を
提
供
す

る
。
患
者
さ
ん
は
住

み
慣
れ
た
地
域
で
医

療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
医
療
を
提

供
す
る
側
と
受
け
る

側
の
お
互
い
が
医
療

再
編
を
考
え
、
理
解

す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

藤
岡
　
最
後
に
三
条

病
院
は
ど
う
あ
る
べ

き
で
す
か
。

坂
内
　
当
院
は
あ
ら

ゆ
る
方
々
に
分
け
隔

て
な
く
医
療
、
福
祉

を
提
供
す
る
│
│
。

済
生
会
の
理
念
に
い

さ
さ
か
の
揺
る
ぎ
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　︻
取
材
を
終
え
て
︼

　「
医
療
再
編
は
地
域
医
療
を
支
え
る
こ
と
が
目
的
。

大
き
な
病
院
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
各
医
療
機
関

が
連
携
・
連
動
す
る
こ
と
が
重
要
。
そ
し
て
病
院

と
住
民
に
よ
る
共
通
認
識
が
不
可
欠
」
と
坂
内
院

長
は
話
し
て
い
ま
し
た
。
三
条
病
院
で
は
す
れ
違

う
職
員
全
員
が
挨
拶
す
る
と
て
も
良
い
雰
囲
気
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い
医
療
・
福
祉
を
提

供
し
続
け
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

　（
藤
岡
拓
人
）

⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮

三条病院のロビーにて

済生会はあらゆる方々に分け隔てなく

医療と福祉を提供する

地元の障がい者施設を訪問、利用者の健康診断を行なう
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松山市庁前の交差点から松山城を望む。春は桜の名所として花見客でにぎわいます。路面電
車は明治から昭和にかけて運行されていた蒸気機関車をモデルにした「坊ちゃん」列車も観
光客に人気です。

人材確保・人財育成で
SDGS

人材確保・人財育成で
SDGS

第77回済生会学会・令和6年度済生会総会が

2月15・16日、愛媛県県民文化会館・愛媛看護研修センターで開かれた。

愛媛での開催は23年ぶり、松山病院が担当するのは初めて。

「人材確保・人財育成でSDGS」をテーマに全国から約2400人が参加。

学会・総会に合わせ、四役会議等、臨床研修管理担当者研修会、

済生会研修医のための合同セミナーなども開催された。

第77回済生会学会 令和6年度済生会総会
令和 7年 2月15・16日／愛媛（松山病院担当）

10SAISEI  |  2025 APRIL



11 SAISEI  |  2025 APRIL

松山市庁前の交差点から松山城を望む。春は桜の名所として花見客でにぎわいます。路面電
車は明治から昭和にかけて運行されていた蒸気機関車をモデルにした「坊ちゃん」列車も観
光客に人気です。

人材確保・人財育成で
SDGS

人材確保・人財育成で
SDGS

第77回済生会学会・令和6年度済生会総会が

2月15・16日、愛媛県県民文化会館・愛媛看護研修センターで開かれた。

愛媛での開催は23年ぶり、松山病院が担当するのは初めて。

「人材確保・人財育成でSDGS」をテーマに全国から約2400人が参加。

学会・総会に合わせ、四役会議等、臨床研修管理担当者研修会、

済生会研修医のための合同セミナーなども開催された。

第77回済生会学会 令和6年度済生会総会
令和 7年 2月15・16日／愛媛（松山病院担当）

11



12SAISEI  |  2025 APRIL

　

本
日
、「
令
和
6
年
度
恩
賜
財
団
済
生
会
総
会
」
が
、
来
賓

な
ら
び
に
全
国
の
済
生
会
支
部
お
よ
び
施
設
か
ら
多
数
の
参
加

を
得
て
、
こ
こ
松
山
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
誠
に

喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

　

済
生
会
は
、
明
治
44
年
、
1
9
1
1
年
に
明
治
天
皇
の
済
生

勅
語
に
よ
り
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
爾じ

来ら
い

、
本
会
を
支
え
て
こ
ら

れ
た
先
人
、
そ
し
て
皆
様
方
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
、
今

日
で
は
日
本
最
大
の
医
療
・
福
祉
団
体
と
な
り
、
全
国
各
地
で

医
療
・
保
健
・
福
祉
の
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
こ
愛
媛
県
内
に
お
い
て
は
、
済
生
会
松
山
病
院
を
は
じ
め

四
つ
の
病
院
と
診
療
所
が
地
域
に
根
差
し
た
、
患
者
に
や
さ
し

い
医
療
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
介
護
老
人
保
健
施
設

や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
、
多
く
の
施
設
が
活
動
し
て
お

り
、
各
施
設
の
職
員
の
方
々
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
地
域
の
医

療
と
福
祉
の
推
進
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
瀬
戸
内
海
で
は
、
私
も
以
前
に
視
察
い
た
し
ま
し
た

が
、
日
本
で
唯
一
の
巡
回
診
療
船
「
済
生
丸
」
を
運
行
し
て
お

総
裁　

秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下

お
こ
と
ば
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り
ま
す
。
瀬
戸
内
の
島
々
を
巡
り
な
が
ら
、
診
療
と
予
防
医
療

を
提
供
し
、
離
島
で
暮
ら
す
人
々
の
健
康
管
理
に
尽
力
し
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
1
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
昨
年
元
日
に
石

川
県
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
7
の
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
発
災
直
後
よ
り
、
済
生
会
金
沢
病
院

が
、
地
域
住
民
の
避
難
と
被
災
患
者
の
受
入
れ
を
行
い
、
各
病

院
の
D
M
A
T
隊
は
、
直
ち
に
被
災
地
に
入
り
災
害
支
援
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
私
は
、
1
月
と
2
月
に
現
状
報
告
を
受
け
、

2
月
に
は
、
金
沢
病
院
を
訪
問
し
ま
し
た
。
被
災
患
者
の
受
入

れ
が
金
沢
病
院
に
集
中
す
る
中
で
、
全
国
の
済
生
会
病
院
よ
り

看
護
師
を
は
じ
め
と
す
る
本
会
の
職
員
が
応
援
に
入
り
、
多
く

の
被
災
患
者
の
受
入
れ
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
こ
と
、
そ
し
て
、

済
生
会
が
一
致
団
結
し
て
災
害
対
応
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
深

い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
9
月
に
は
、
J
R
大
阪
駅
周
辺
地
区
に
移
転
・

新
設
さ
れ
た
大
淀
南
医
療
福
祉
総
合
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
同
地
区
で
、

こ
の
施
設
が
乳
児
院
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
病
院
、
看
護
学
校
と
の
連
携
を
図
り
、
済
生
会
独
自

の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

済
生
会
は
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
多
く
の
役
割
を
担
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
今
後
さ
ら
に
増
大
す
る

も
の
と
思
い
ま
す
。『
施
薬
救
療
』
の
精
神
と
い
う
揺
る
が
な
い
理
念
の
下
、
全
て
の
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
地
域
住

民
の
健
康
と
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
希
望
い
た
し
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
本
日
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
方
々
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
済
生
会
の
活
動
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
多
く
の
関

係
者
の
多
年
の
ご
尽
力
に
対
し
、
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
そ
し
て
、
皆
様
が
今
後
と
も
健
康
に
留
意

さ
れ
な
が
ら
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
、
総
会
に
寄
せ
る
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
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潮
谷
義
子

会
長
挨
拶

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
め
ざ
し
て
歩
み
続
け
る

　

本
日
、
総
裁
・
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
御
臨
席
の
も
と
、

ご
来
賓
に
ご
列
席
を
い
た
だ
き
、
総
会
、
学
会
を
開
催

で
き
ま
す
こ
と
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
元
旦
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
は
能
登
半
島
地
震
、

9
月
の
記
録
的
豪
雨
か
ら
の
復
旧
復
興
の
進
展
は
今
な

お
種
々
の
難
題
を
抱
え
、
残
念
な
こ
と
に
関
連
死
も
増

加
し
、
人
々
の
暮
ら
し
は
「
艱
難
辛
苦
」
の
日
々
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
実
態
に
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
昨
年
、
総
裁
の
同
意
を
得
て
金
沢
市
内
の
済
生

会
に
ま
い
り
ま
し
た
。
能
登
地
方
の
病
院
で
は
電
気
、

水
も
な
い
な
か
で
透
析
患
者
の
方
々
は
「
死
」
を
覚
悟

し
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
総
裁
は
10
人
を
超
す
患
者
の

方
々
お
一
人
、
お
一
人
の
前
で
腰
を
お
と
し
、
ひ
ざ
ま

ず
き
、
絶
望
と
恐
怖
の
中
で
過
し
た
患
者
の
話
を
傾
聴

さ
れ
、
助
か
っ
た
生
命
を
共
に
喜
び
、
な
ぐ
さ
め
と
再

び
の
社
会
復
帰
を
願
わ
れ
ま
し
た
。
明
治
天
皇
の
済
生

勅
語
か
ら
す
で
に
1
0
0
年
を
超
す
歳
月
が
流
れ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、総
裁
の
姿
勢
か
ら
「
救
療
済
生
」

の
本
旨
が
時
を
こ
え
て
脈
々
と
生
き
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

今
日
、
日
本
が
直
面
し
て
い
る
少
子
高
齢
問
題
、
社

会
情
勢
の
急
速
な
変
化
は
、
個
人
や
家
族
が
抱
え
て
い

る
問
題
を
複
雑
、
多
様
化
さ
せ
、
そ
の
解
決
は
格
段
に

困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
済
生
会
の
拠
っ
て
立
つ
と
こ

ろ
の
理
念
と
精
神
、「
施
薬
救
療
」
の
役
割
、
個
々
人

の
ニ
ー
ド
に
対
応
で
き
る
専
門
性
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
本
会
は
今
後
と

も
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
社
会
の
実
現
・
ソ
ー
シ

ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
実
現
を
め
ざ
し
て
歩
み
続

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

本
日
、
栄
え
あ
る
表
彰
を
お
受
け
に
な
ら
れ
る
方
々

に
は
、
優
れ
た
功
績
と
永
年
に
わ
た
る
御
努
力
に
対

し
、
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
今
後
と

も
、
済
生
会
の
発
展
の
た
め
、
一
層
の
お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

総
会
・
学
会
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
愛

媛
県
は
、
日
本
で
初
め
て
の
女
医
で
あ
り
、
産
婦
人
科

医
と
し
て
19
歳
に
し
て
宇
和
島
で
活
躍
し
た
シ
ー
ボ
ル

ト
の
娘
、
楠
本
イ
ネ
、
日
本
近
代
文
学
に
大
き
な
足
跡

を
残
し
た
夏
目
漱
石
は
「
坊
ち
ゃ
ん
」
の
著
の
中
で
日

本
最
古
の
道
後
温
泉
を
舞
台
に
、
若
さ
と
ユ
ー
モ
ア
一

杯
に
そ
の
存
在
を
書
き
残
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
忘
れ

て
な
ら
な
い
の
は
、
漱
石
が
自
分
の
俳
諧
の
師
と
仰
ぎ
、

終
生
変
わ
る
こ
と
の
な
い
友
情
と
豊
か
な
絆
を
結
ん
だ

正
岡
子
規
の
産う

ぶ

土す
な

の
地
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
愛
媛
県

で
こ
の
た
び
多
大
な
御
支
援
・
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
者
の
方
々
、
御
多
忙
な
時
間
を
割
い
て
本
日
、

御
列
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
御
来
賓
の
み
な
さ
ま
に
衷
心

よ
り
お
礼
を
申
し
、
今
後
と
も
御
健
勝
で
御
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
私
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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済
生
会
の
理
念
「
施
薬
救
療
」
の
精
神
の
下

複
雑
化
・
複
合
化
す
る
中
で
、
制
度

や
分
野
を
超
え
て
地
域
住
民
や
多
様

な
主
体
が
互
い
に
支
え
合
い
、「
地

域
共
生
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、

済
生
会
に
は
医
療
・
福
祉
と
い
っ
た

広
い
分
野
で
の
実
績
と
歴
史
と
伝
統

に
培
わ
れ
た
実
力
を
存
分
に
発
揮
さ

れ
る
よ
う
述
べ
た
。

　
中
村
知
事
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

病
床
が
ひ
っ
迫
す
る
中
、
済
生
会

病
院
が
直
ち
に
対
応
し
た
こ
と
、
日

ご
ろ
は
診
療
船
「
済
生
丸
」
に
よ
る

離
島
や
へ
き
地
医
療
の
充
実
に
貢

献
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
感
謝

　
福
岡
資
磨
・
厚
生
労
働
大
臣
（
代

読
：
厚
労
省
社
会
・
援
護
局
長
の
日

原
知
己
氏
）、
中
村
時
広
・
愛
媛
県

知
事
、
野
志
克
仁
・
松
山
市
長
が
そ

れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
福
岡
大
臣
の
祝
辞
を
代
読
し
た
日

原
局
長
は
済
生
会
は
設
立
以
来
、「
施

薬
救
療
」
の
精
神
の
下
、「
生い

の
ち

」
を

「
済す

く

」
う
「
済
生
」
と
し
て
「
無
料
低

額
診
療
事
業
の
実
施
」「
な
で
し
こ

プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
」「
ソ
ー
シ
ャ

ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
推
進
計
画
」

な
ど
地
域
医
療
や
福
祉
の
拠
点
と
な

り
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
、
常
に

社
会
情
勢
に
目
を
配
り
、
時
代
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
事
業
の
展
開
を
続
け

て
い
る
と
敬
意
を
表
し
た
。
加
え
て
、

単
身
世
帯
の
増
加
や
社
会
的
孤
独
・

孤
立
と
い
っ
た
社
会
福
祉
を
取
り
巻

く
環
境
が
変
化
し
、
福
祉
ニ
ー
ズ
が

来
賓
祝
辞

　「
い
の
ち
」
に
寄
り
添
い
、
地
域
社
会
を
支
え
る

日原知己・厚労省社会・援護局長

中村時広・愛媛県知事

野志克仁・松山市長
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を
述
べ
た
。
能
登
半
島
地
震
発
生
時

の
被
災
地
へ
の
D
M
A
T
派
遣
や

J
M
A
T
へ
の
協
力
等
済
生
会
の
対

応
に
つ
い
て
も
敬
意
を
表
し
た
。
ま

た
、
愛
媛
県
が
2
0
2
4
年
3
月
に

策
定
し
た
「
第
8
次
愛
媛
県
地
域
保

健
医
療
計
画
」
に
基
づ
き
、
災
害
時

医
療
の
充
実
・
強
化
や
新
た
な
感
染

症
に
備
え
た
体
制
の
整
備
、
医
師
・

看
護
師
等
の
医
療
従
事
者
の
育
成
・

確
保
等
、
医
療
資
源
を
有
効
活
用
し
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
医
療
提
供

体
制
の
構
築
に
向
け
協
力
を
求
め
た
。

　
野
志
市
長
は
済
生
会
が
医
療
・
福

祉
・
保
健
分
野
に
つ
い
て
積
極
的
に

活
動
し
、
公
衆
衛
生
向
上
に
努
め
て

い
る
こ
と
、
松
山
病
院
が
松
山
医
療

圏
域
の
中
核
病
院
と
し
て
二
次
救
急

輪
番
病
院
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

と
、
離
島
で
の
巡
回
検
診
や
健
康
教

室
の
開
催
な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
を
通
し
て
市
民
の
健
康
と
医
療
の

向
上
に
努
め
て
い
る
こ
と
に
感
謝
の

意
を
述
べ
た
。
そ
の
上
で
市
が
関
係

機
関
と
連
携
し
て
、
市
民
が
笑
顔
で

幸
せ
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
ま
ち
づ

く
り
に
協
力
を
求
め
た
。

司
会

　
ご
来
賓
の
皆
様
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
愛
媛
県

医
師
会
会
長
・
村
上
博
様
、
松
山
市
医
師
会
会
長
・
矢
野
誠
様
。
本

日
は
お
忙
し
い
中
ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

左から日原氏、村上氏、中村氏、矢野氏、野志氏

来
賓
紹
介

道後温泉本館。1994年に国の重要文化財に指
定された。塔屋の上の白鷺は本館のシンボル
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有功会員 名誉会員

〈
愛
媛
〉
松
山
病
院

院
長

〈
大
阪
〉
千
里
病
院

名
誉
院
長

〈
岡
山
〉
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
な
み
が
た
荘

施
設
長

宮
岡
弘
明

林　
　

亨

髙
中
和
明

2
8
4
9
人
に

栄
え
あ
る
表
彰

　

済
生
会
の
発
展
に
尽
力
し
た
職
員
の
表
彰
が

行
な
わ
れ
た
。
名
誉
会
員
2
人
、
有
功
会
員
1

人
、
功
労
会
員
4
人
、
功
労
会
員
の
看
護
職
に

授
け
ら
れ
る
筧
水
賞
7
人
、
30
年
以
上
勤
続
3

7
9
人
、
20
年
以
上
勤
続
8
2
4
人
、
10
年
以

上
勤
続
1
6
3
2
人
の
合
計
2
8
4
9
人
。

　

名
誉
会
員
と
有
功
会
員
に
は
秋
篠
宮
皇
嗣
殿

下
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
ほ
か
、
功
労
会

員
、
筧
水
賞
、
各
永
年
勤
続
の
代
表
者
に
は
潮

谷
義
子
会
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
た
。
被

表
彰
者
を
代
表
し
て
〈
愛
媛
〉
松
山
病
院
院
長

の
宮
岡
氏
が
謝
辞
を
述
べ
た
。
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筧水賞

功労会員

福
井
県
済
生
会
病
院

副
院
長
（
併
）
看
護
部
長

福
井
県
済
生
会
病
院

看
護
副
部
長

兵
庫
県
済
生
会

参
与

山
形
済
生
病
院

看
護
部
業
務
顧
問

〈
埼
玉
〉
鴻
巣
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

地
域
支
援
事
業
本
部
長

〈
栃
木
〉
宇
都
宮
病
院
看
護
専
門
学
校

教
務
課
長

〈
埼
玉
〉
鴻
巣
病
院

医
療
安
全
管
理
室
師
長

〈
福
井
〉
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
聖
和
園

園
長

脇　

和
枝

清
水
浩
美

佐
藤
二
郎

黒
沼
幸
恵

関
口
暁
雄

余
川
由
紀
子

中
島
あ
ゆ
み

追
別
小
夜
子

〈
和
歌
山
〉
有
田
病
院

看
護
部
長

岡
山
済
生
会
総
合
病
院

副
看
護
部
長

〈
岡
山
〉
吉
備
病
院

診
療
部
長

前
川
孝
子

岡
﨑
直
子

高
畑
隆
臣
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30年以上勤続
（379人）

20年以上勤続
（824人）

10年以上勤続
（1632人）

永年勤続表彰

〈佐賀〉唐津病院
院長

〈島根〉江津総合病院　
名誉院長

〈北海道〉小樽病院　
院長

園田孝志堀江　裕和田卓郎
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　︿
愛
媛
﹀
松
山
病
院
院
長
の
宮
岡
弘

明
氏
が
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
、
次

の
よ
う
な
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

私
は
昭
和
56
年
に
鹿
児
島
大
学
医

学
部
を
卒
業
、
故
郷
の
愛
媛
県
に
戻

り
、
平
成
4
年
に
松
山
病
院
に
入
職
、

26
年
か
ら
院
長
を
務
め
て
い
る
。

　

当
院
は
松
山
二
次
医
療
圏
の
救
急

患
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
コ
ロ

ナ
禍
で
は
早
期
か
ら
患
者
を
受
け
入

れ
た
。
公
的
病
院
と
し
て
の
当
院
の

使
命
を
果
た
す
た
め
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
関
係
機
関
や
医
師
会
、
病

院
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
、
深
く
感

謝
す
る
。

　

済
生
会
は
恵
ま
れ
な
い
方
々
に
医

療
・
福
祉
を
通
じ
て
社
会
貢
献
を

す
る
と
い
う
崇
高
な
精
神
に
基
づ
き
、

各
都
道
府
県
の
本
会
施
設
が
無
料
低

額
診
療
事
業
や
生
活
困
窮
者
支
援
事

業
「
な
で
し
こ
プ
ラ
ン
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
岡
山
・
広
島
・
香
川
・

愛
媛
の
4
支
部
で
は
瀬
戸
内
海
巡
回

診
療
事
業
「
済
生
丸
」
事
業
に
従
事
。

本
会
設
立
50
周
年
を
記

念
し
た
本
事
業
は
海
を

渡
る
病
院
と
し
て
国
内

唯
一
の
診
療
船
「
済
生

丸
」
に
乗
り
、
島
嶼
部

に
暮
ら
す
人
々
の
健
康

を
守
っ
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
、
経
済
格
差
の
拡

大
な
ど
環
境
が
急
激
に

変
化
す
る
中
で
、
働
き

手
不
足
や
物
価
高
騰
な

ど
、
日
本
の
医
療
・
福

祉
を
取
り
巻
く
環
境
は

き
わ
め
て
厳
し
い
。
こ

の
よ
う
な
と
き
だ
か
ら

こ
そ
、
全
国
の
済
生
会

施
設
が
情
報
を
共
有
し
、

「
施
薬
救
療
」
の
精
神

に
基
づ
き
、
各
地
域
の

医
療
・
介
護
・
福
祉
・

保
健
の
維
持
・
発
展
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
と

痛
感
し
て
い
る
。

　

今
回
の
栄
誉
を
励
み

と
し
国
民
の
健
康
、
幸

せ
の
た
め
に
貢
献
し
続

け
る
。

被
表
彰
者
代
表
謝
辞

　

済
生
会
の
歴
史
・
伝
統
を
生
か
し
、

　

済
生
会
ブ
ラ
ン
ド
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る

︿
愛
媛
﹀
松
山
病
院
院
長

宮
岡
弘
明

道後温泉駅前の坊っちゃん
カラクリ時計（左）と道後温泉本館東側にある漱石坊っちゃん之碑
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学
会
概
況
報
告
・
次
期
学
会
長
の
挨
拶

　

学
会
テ
ー
マ
は

少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
に
よ
り
組

織
運
営
が
困
難
に

な
る
中
で
、
済
生

会
全
体
が
知
恵
を

出
し
合
う
た
め
に

「
人
材
確
保
・
人

財
育
成
で
S
D
G

 

S
」
と
し
た
。

　

は
じ
め
に
相
澤

病
院
ブ
ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
小

平
奈
緒
氏
が
「
知
る
を
愉
し
む
」
と

題
し
た
基
調
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
①
医
療
施
設
で
の

人
材
確
保
・
人
財
育
成
②
福
祉
施
設
・

介
護
施
設
で
の
人
材
確
保
・
人
財
育

極
的
な
取
り
組
み
の
3
題
を
実
施
し

た
。
全
国
か
ら
約
2
4
0
0
人
が
参

加
、
口
頭
1
9
6
、
ポ
ス
タ
ー
3
0

9
の
合
計
5
0
5
題
の
発
表
が
あ
っ

た
。

　

俳
句
済
生
会
や
蛇
口
か
ら
み
か
ん

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
松
山
の
雰
囲
気
を
感

じ
て
も
ら
う
企
画
も
実
施
、
コ
ン
グ

レ
ス
バ
ッ
グ
は
、
能
登
半
島
地
震
で

被
災
さ
れ
た
石
川
県
を
支
援
す
る
た

め
同
県
の
業
者
に
依
頼
し
た
。

　

ご
臨
席
の
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
、
潮

谷
義
子
会
長
。
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
、

全
国
の
済
生
会
職
員
に
心
か
ら
感
謝

す
る
。
学
会
運
営
に
尽
力
し
た
松
山

医
療
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
は

心
か
ら
拍
手
を
送
る
。
本
学
会
の
成

果
が
皆
様
の
明
日
に
つ
な
が
る
こ
と

を
願
う
。

　

第
78
回
学
会
・
令
和
7
年
度
総
会

は
令
和
8
年
2
月
14
・
15
日
に
滋
賀

県
大
津
市
の
滋
賀
県
立
芸
術
劇
場
び

わ
湖
ホ
ー
ル
と
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
で
開
催
す
る
。

　

滋
賀
で
の
開
催
は
19
年
ぶ
り
。
学

会
テ
ー
マ
は
「
働
き
方
改
革　

医
療

生
産
性
の
効
率
化
を
求
め
て
」。
質

の
高
い
医
療
を
担
保
し
な
が
ら
、
医

療
生
産
性
の
効
率
化
を
求
め
、
医
療

従
事
者
の
負
担
を
減
ら
す
取
り
組
み

を
共
有
し
た
い
。

　

特
別
講
演
は
2

0
1
2
年
に
ノ
ー

ベ
ル
生
理
学
・
医

学
賞
を
受
賞
し
た

山
中
伸
弥
氏
、
基

調
講
演
は
政
府
の

A
I
ホ
ス
ピ
タ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
の
チ
ー
ム
リ

ー
ダ
ー
で
、
高
度

か
つ
先
進
的
な
医
療
推
進
に
も
取
り

組
む
中
村
祐
輔
氏
が
登
壇
予
定
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
一
般
演
題
な
ど
、
多

く
の
方
が
学
び
合
い
交
流
で
き
る
よ

う
準
備
す
る
。

　

滋
賀
県
は
美
し
い
自
然
と
豊
か
な

歴
史
・
文
化
が
融
合
し
た
魅
力
あ
ふ

れ
る
地
域
。
ア
ク
セ
ス
も
良
く
日
帰

り
旅
行
に
も
最
適
。
梅
の
つ
ぼ
み
が

ほ
こ
ろ
び
始
め
る
立
春
の
滋
賀
で
の

再
会
を
心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

　
第
77
回
学
会
長
で
︿
愛
媛
﹀
松
山

病
院
の
宮
岡
弘
明
院
長
が
学
会
概
況

報
告
を
、
第
78
回
学
会
を
担
当
す
る

滋
賀
県
病
院
の
三
木
恒
治
院
長
が
次

期
学
会
長
の
挨
拶
を
し
た
。
概
要
は

以
下
の
と
お
り
。

一
般
演
題
5
0
5
題
。
人
材
に
焦
点
を
あ
て
、

済
生
会
の
さ
ら
な
る
交
流
と
連
帯
の
一
助
を
願
う

「
働
き
方
改
革　

　
医
療
生
産
性
の
効
率
化
を
求
め
て
」

2
月
14
・
15
日
、
滋
賀
･
大
津
市
で

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

宮
岡
弘
明

三
木
恒
治

第
77
回
済
生
会
学
会
長
　
︿
愛
媛
﹀
松
山
病
院
　
院
長

第
78
回
済
生
会
学
会
長
　
滋
賀
県
病
院
　
院
長

成
③
さ
ま
ざ

ま
な
職
種
に

お
け
る
病
院

経
営
へ
の
積
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患
者
・
利
用
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
や
地

域
貢
献
な
ど
の
取
り
組
み

を
顕
彰
す
る
「
済
生
会
令

和
賞
」に
新
潟
病
院
と〈
北

海
道
〉
み
ど
り
の
里
が
選

ば
れ
、
炭
谷
茂
理
事
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
の
盾
が

贈
ら
れ
た
。

　

新
潟
病
院
は
令
和
5
年

5
月
に
新
潟
県
医
師
会
か

ら
新
潟
市
内
に
お
け
る
医
療
再
編
の

新
た
な
救
急
拠
点
の
整
備
・
運
営
主

体
に
選
定
さ
れ
た
。
県
や
市
・
消
防

局
・
大
学
や
医
師
会
等
と
調
整
を
重

ね
、
院
内
で
は
推
進
組
織
を
立
ち
上

げ
、
救
急
外
来
の
改
装
や
医
師
確
保

対
策
・
他
院
と
の
連
携
強
化
に
取
り

組
み
、
初
年
度
は
目
標
3
5
0
0
台

に
対
し
4
5
0
0
台
を
受
け
入
れ
た
。

そ
の
後
も
体
制
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

北
海
道
・
重
症
心
身
障
が
い
児

（
者
）
施
設
み
ど
り
の
里
は
令
和
2

年
9
月
に
小
樽
病
院
と
統
合
、
小
樽

市
築
港
地
区
に
新
築
移
転
し
た
。
入

所
者
・
家
族
・
職
員
等
で
構
成
す
る

共
創
型
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
演
劇

「
劇
団
み
ど
り
」
は
市
民
7
0
0
0

人
が
集
ま
る
共
生
イ
ベ
ン
ト
で
も
活

動
。
社
会
参
加
が
進
ま
な
い
障
害
児

者
の
活
動
支
援
や
活
動
の
場
を
提
供

し
、
重
心
施
設
の
先
駆
的
活
動
と
し

て
全
国
的
に
も
評
価
さ
れ
、
済
生
会

の
知
名
度
を
向
上
さ
せ
た
。

新
潟
病
院
と

北
海
道
・
み
ど
り
の
里
が
受
賞

新潟病院

〈北海道〉みどりの里

済
生
会
令
和
賞
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2
月
15
日
に
愛
媛
県
県
民
文

化
会
館
で
済
生
会
研
修
医
の
た

め
の
合
同
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ

た
。「
臨
床
教
育
の
未
来
と
我
々

の
実
践
～
教
育
の
済
生
会
の
充

実
に
向
け
て
～
」
を
テ
ー
マ
に

本
会
病
院
1
年
目
の
研
修
医

2
8
4
人
と
研
修
責
任
者
（
指

導
医
）
37
人
が
出
席
し
た
。
済

生
会
学
会
・
総
会
に
合
わ
せ
て

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
研
修

医
の
交
流
を
深
め
て
い
る
。

　
進
行
は
企
画
責
任
者
で〈
栃
木
〉

宇
都
宮
病
院
の
泉
学
・
総
合
診
療

科
主
任
診
療
科
長
（
医
師
臨
床
研

修
専
門
小
委
員
会
委
員
）。
本
部
・

松
原
了
理
事
の
挨
拶
に
続
き
、
船

崎
俊
一
・
済
生
会
保
健
・
医
療
・

福
祉
総
合
研
究
所
・
担
当
顧
問
が

「
学
ぶ
側
か
ら
教
え
る
側
へ
」
と

題
し
講
演
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
研
修
医
は

研
修
責
任
者
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
中
、

指
導
者
と
し
て
の
役
割
を
学
ん
だ
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
成
果
は
済
生

会
総
研
が
集
計
・
解
析
を
行
な
う

予
定
。

指
導
者
の
役
割
を
学
ぶ

　
恒
例
の
レ
ジ
デ
ン
ト
企
画
・
当
院

の
臨
床
研
修
で
は
、
研
修
医
が
自
院

の
研
修
の
魅
力
を
プ
レ
ゼ
ン
。
研
修

責
任
者
の
投
票
の
結
果
、優
勝
の〈
愛

媛
〉
松
山
病
院
、
準
優
勝
の
熊
本
病

院
、
3
位
の
〈
北
海
道
〉
小
樽
病
院

に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

（
済
生
会
総
研
・
人
材
開
発
部
門
／

本
部
事
業
基
盤
課
）

済
生
会
研
修
医
の
た
め
の
合
同
セ
ミ
ナ
ー



病院長会議

福祉施設長会議

看護部長会議

事務（部）長会議

薬剤部長会議 診療放射線技師長会
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四
役
会
議
等

臨
床
研
修
管
理
担
当
者
研
修
会

研
修
医
育
成
の
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

　
2
月
15
日
に
愛
媛
県
県
民
文
化
会

館
で
臨
床
研
修
管
理
担
当
者
研
修
会

が
開
か
れ
、
済
生
会
病
院
の
指
導
医

37
人
が
参
加
し
た
。

　
企
画
責
任
者
の
〈
茨
城
〉
水
戸
済

生
会
総
合
病
院
・
千
葉
義
郎
臨
床
研

修
セ
ン
タ
ー
長
（
医
師
臨
床
研
修
専

門
小
委
員
会
委
員
）
と
福
井
県
済
生

会
病
院
・
金
原
秀
雄
内
科
部
長
（
同

小
委
員
会
委
員
）
が
進
行
し
た
。

　
前
半
は
順
天
堂
大
学
医
学
部
医

学
教
育
研
究
室
・
西
﨑
祐
史
教
授

が
「
臨
床
研
修
医
の
基
本
的
臨
床

能
力
の
向
上
の
た
め
に
」
と
題
し
、

J
A
M
E
P
（
N
P
O
法
人
日
本

医
療
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
機
構
）

が
提
供
す
る
「
G
M
¦
I
T
E
（
基

本
的
臨
床
能
力
評
価
試
験
）」
を
解

説
し
た
。

　
後
半
は
「
臨
床
研
修
医
の
基
本
的

臨
床
能
力
向
上
の
た
め
に
何
が
で
き

る
か
」
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ル
ド
カ
フ

ェ
を
実
施
。
受
講
者
は
「
他
施
設
の

方
と
有
意
義
な
意
見
交
換
、
情
報
・

知
識
・
悩
み
の
共
有
が
で
き
た
」「
他

施
設
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、

有
益
だ
っ
た
」
と
評
価
し
、
研
修
医

の
育
成
な
ど
の
理
解
を
深
め
た
。

（
済
生
会
総
研
・
人
材
開
発
部
門
／

本
部
事
業
基
盤
課
）

　
病
院
長
、
事
務
（
部
）
長
、
看
護

部
長
、
福
祉
施
設
長
、
薬
剤
部
長
が

集
ま
る
会
議
が
2
月
15
日
、
A
N
A

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
な
ど

で
開
か
れ
た
。

　
福
祉
施
設
長
会
議
後
は
①
老
人
保

健
施
設
②
老
人
福
祉
施
設
③
障
害
者

施
設
④
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
⑤

乳
児
院
の
分
科
会
を
実
施
。
昨
年
に

続
き
診
療
放
射
線
技
師
長
会
も
開
か

れ
た
。
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第
77
回
済
生
会
学
会
が
2
月
16
日
、

愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
で
開
か
れ
た
。

テ
ー
マ
は
「
人
材
確
保
・
人
財
育
成

で
S
D
G
s
」。
愛
媛
県
で
は
平
成

5
年
の
今
治
病
院
、
14
年
の
西
条
病

院
に
続
い
て
3
回
目
。

　

開
会
式
で
は
学
会
長
の
宮
岡
弘
明

松
山
病
院
院
長
が
夏
目
漱
石
の
小
説

「
坊
ち
ゃ
ん
」
の
衣
装
で
開
会
挨
拶
、

東
良
子
看
護
部
長
と
林
田
哲
也
事
務

長
も
同
小
説
の
登
場
人
物
に
扮ふ

ん

し
て

舞
台
に
登
場
し
会
場
を
和
ま
せ
た
。

　

基
調
講
演
は
相
澤
病
院
ブ
ラ
ン
ド

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
・
小
平
奈
緒
氏
。「
知

る
を
愉
し
む
」
と
題
し
、
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
選
手
時
代
を
振
り
返
り

「
自
立
を
促
し
て
く
れ
る
コ
ー
チ
の

存
在
、
選
手
と
し
て
の
成
長
を
互
い

に
喜
び
合
え
る
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
存

在
が
大
き
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

他
に
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ラ
ン
チ

ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
、
一
般
演
題
（
口
演
・
ポ

ス
タ
ー
）
発
表
な
ど
を
実
施
。
俳
句

が
盛
ん
な
松
山
市
に
ち
な
み
参
加
者

が
応
募
す
る
「
俳
句
済
生
会
」
で
は

3
0
0
句
も
の
作
品
が
集
ま
っ
た
。

他
に
も
「
蛇
口
か
ら
み
か
ん
ジ
ュ
ー

ス
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
も
行
な
わ

れ
た
。

人
材
確
保
・
人
財
育
成
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
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秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
を
お
迎
え
し
、

午
後
5
時
30
分
か
ら
愛
媛
県
県
民
文

化
会
館
と
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
松
山
で
懇
親
会
が
開
か
れ

た
。

　
愛
媛
県
済
生
会
の
岡
田
武
志
支
部

長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
村
上
博

愛
媛
県
医
師
会
会
長
と
矢
野
誠
松
山

市
医
師
会
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
全
国
済
生
会
病
院
長
会
の
三
角
隆

彦
会
長
（
神
奈
川
・
横
浜
市
東
部
病

院
院
長
）
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
に

入
り
2
時
間
に
わ
た
っ
て
交
流
と
歓

談
が
行
な
わ
れ
た
。

　「
俳
句
済
生
会
」
の
表
彰
式
も
行
な

わ
れ
、
愛
媛
県
出
身
の
俳
人
・
川
又

夕
氏
が
優
秀
作
品
を
披
露
し
た
。

　
若
林
久
男
同
会
副
会
長
（
香
川
県

済
生
会
病
院
院
長
）
の
中
締
め
で
閉

宴
と
な
っ
た
。

懇
親
会

若林氏 三角氏 矢野氏 村上氏 岡田氏
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松
山
病
院
の
皆
さ
ん
、
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

WEBWEB

https://www.saiseikai.or. jp/topics/

WEB掲載はじまりました

機関誌「済生」に投稿された topicsから厳選した記事を発信中 !
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昨
年
11
月
20
日
と
12

月
18
日
に
、
約
10
人
の

難
民
児
童
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
ま
し
た
。

　

過
去
に
難
民
の
ご
家

族
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
感
染
し
、
当
院
に
入

院
。
そ
の
後
、
入
院
費

の
支
払
い
が
滞
る
と
い

う
問
題
が
発
生
し
ま
し

た
。
何
と
か
こ
の
状
況

を
改
善
で
き
な
い
か
と

N
P
O
難
民
支
援
協

会
と
当
院
で
検
討
を
重

ね
、
現
在
の
活
動
へ
と

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

難
民
認
定
を
受
け
た

と
し
て
も
困
窮
す
る

方
々
は
今
も
な
お
多
く
い
ま
す
。
ま

た
、難
民
申
請
中
（
仮
放
免
）
の
方
々

は
制
度
上
、
健
康
保
険
に
加
入
で
き

ず
、
就
労
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た

め
、
病
気
に
か
か
る
と
自
費
で
の
診

療
費
を
支
払
え
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
連
携
士
の
植
木
伸
彦
さ
ん
（
社
会

福
祉
士
）
が
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
」
を
テ

ー
マ
に
、
6
人
の
受
刑
者
に
対
し
て

相
談
事
例
を
交
え
な
が
ら
説
明
を
行

な
い
ま
し
た
。

　

説
明
後
に
は
「
犯
罪
歴
は
相
談
に

影
響
す
る
の
か
」

「
刑
の
内
容
を
伝

え
な
い
と
相
談
で

き
な
い
の
か
」
な

ど
の
質
問
に
対
し
、

植
木
さ
ん
は
不
安

を
理
解
し
つ
つ

「
困
り
ご
と
は
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
、

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し

て
ほ
し
い
」
と
応

じ
ま
し
た
。
ま
た
、

過
去
の
事
例
を
紹

介
し
「
生
活
の
中

で
楽
し
み
や
生
き

が
い
を
見
つ
け
る

こ
と
が
立
ち
直
り

に
つ
な
が
る
」
と

期
待
を
込
め
て
講

話
を
終
了
し
ま
し

た
。

（
済
生
記
者

楊
　
玉
華
）

　

山
口
刑
務
所
が
行
な
う
教
育
活
動

「
高
齢
ま
た
は
障
害
を
有
す
る
受
刑

者
に
対
す
る
社
会
復
帰
準
備
指
導
」

と
し
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

話
を
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
。

　

2
月
6
日
、
済
生
会
地
域
包
括
ケ

地域包括支援センターとは?
　　山口刑務所で連携士による講義

〈
埼
玉
〉
川
口
総
合
病
院

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

難
民
児
童
に
救
い
の
光
を

　

本
活
動
は
、
貧
困
家
庭
の
中
で
も

特
に
支
援
が
必
要
な
家
庭
の
児
童
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
人

数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
支

援
が
彼
ら
の
生
き
る
力
と
な
る
こ
と

を
確
信
し
て
い
ま
す
。

（
医
療
福
祉
事
業
課
　
柳
光
季
恵
）

山口地域ケアセンター



31 SAISEI  |  2025 APRIL

　

2
月
28
日
に
横
浜
市
中
区
寿
町
で

「
令
和
6
年
度
寿
町
無
料
健
康
診
断
」

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
神
奈
川
県
済
生
会

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
会
が
企

画
・
運
営
。
公
益
財
団
法
人
横
浜
市

寿
町
健
康
福
祉
交
流
協
会
や
、
寿
炊

き
出
し
の
会
の
協
力
を
得
て
、
毎
年

度
2
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

静
岡
県
済
生
会
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ン
車

と
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　

横
浜
市
寿
町
健
康
福
祉
交
流
セ
ン

タ
ー
1
階
を
会
場
に
、
当
日
は
63

矯
正
・
地
域
つ
な
が
る
会
議
」
を
主

催
し
ま
し
た
。

　

医
療
機
関
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
障
が
い
者
相
談
セ
ン
タ
ー
、

救
護
施
設
、
不
動
産
管
理
会
社
な
ど

九
つ
の
機
関
か
ら
15
人
が
参
加
。
刑

務
所
の
見
学
を
行
な
う
こ
と
で
、
刑

務
所
や
刑
余
者
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

が
深
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
意
見
交
換
の
場
で
は

参
加
者
だ
け
で
な
く
、
矯
正
施
設
側

か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
あ
り
、

双
方
向
で
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
罪
を
犯
し
た
障

害
・
高
齢
の
方
へ
の
福
祉
的
な
支
援

を
担
っ
て
い
ま
す
。
刑
余
者
の
方
が

再
犯
な
く
、
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
は
医
療
機
関
、
福

祉
施
設
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
刑
余

者
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
に
も
安

心
し
て
つ
な
が
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

今
後
も
普
及
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。（

相
談
員
　
西
村
悠
香
）

熊
本
県
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー

刑
余
者
へ
の
理
解
を
深
め
る

　
　﹁
つ
な
が
る
会
議
﹂
初
開
催

　

1
月
15
日
に
熊
本
刑
務
所
、
熊
本

保
護
観
察
所
と
協
力
し
て
「
第
1
回

人
が
健
診
を
受
け
ま
し
た
。
今
年
の

冬
は
非
常
に
厳
し
い
寒
さ
で
し
た
が
、

支
援
団
体
の
方
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

寒
す
ぎ
る
こ
と
で
支
援
に
つ
な
が
る

側
面
も
あ
り
、
今
年
の
冬
は
亡
く
な

る
方
は
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
一

人
も
取
り
こ
ぼ
す
こ
と
な
く
「
地
域

で
生
き
る
」
を
支
え
る
た
め
、
済
生

会
と
し
て
今
後
も
活
動
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
若
草
病
院
　
済
生
記
者
　長

澤
伸
哉
）

神奈川県済生会

寿地区無料健康診断に63人
      「地域で生きる」を支える
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重
・
腹
囲
計
測
、
血
圧
測
定
、
血
液

検
査
、
心
電
図
検
査
と
充
実
し
た
内

容
で
、
10
人
の
入
所
者
さ
ん
が
受
診

し
ま
し
た
。

　

更
生
保
護
施
設
と
は
、
犯
罪
や
非

行
に
よ
り
刑
務
所
や
少
年
院
に
入
っ

た
方
々
の
社
会
復
帰
を
支
援
す
る
施

設
で
、
全
国
に
1
0
2
カ
所
あ
り

ま
す
。
三
重
県
で
は
こ
の
上
弁
財
荘

の
み
で
す
。（

済
生
記
者
　
藤
岡
拓
人
）

　

な
で
し
こ
プ
ラ
ン
の
一
環
で
、
3

月
9
日
、
津
市
に
あ
る
更
生
保
護
施

設
「
上
弁
財
荘
」
で
健
診
事
業
を
行

な
い
ま
し
た
。
三
重
県
済
生
会
が
毎

年
実
施
す
る
も
の
で
、
今
回
は
当
院

が
担
当
。
医
師
1
人
、
看
護
師
2
人
、

臨
床
検
査
技
師
1
人
、
M
S
W
1

人
、
事
務
1
人
の
計
6
人
で
訪
問
し

ま
し
た
。
健
診
項
目
は
身
長
・
体

　

2
月
9
日
、
茨
城
県
笠
間
市
で

N
P
O
法
人
北
関
東
医
療
相
談
会

主
催
の
「
第
69
回
医
療
相
談
会
」
が

開
催
さ
れ
、「
済
生
会
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
M
S
W
共
同
支
援
事
業
」
と
し

て
茨
城
県
に
あ
る
龍
ケ
崎
済
生
会
病

院
・
水
戸
済
生
会
総
合
病
院
・
常
陸

大
宮
済
生
会
病
院
、
埼
玉
県
に
あ
る

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
夢
の
実
か
ら

計
4
人
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
S
W
）
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
な

人
々
を
支
援
す
る
た
め
の
相
談
会
で
、

S
W
た
ち
は
生
活
困
窮
者
や
在
留

資
格
に
課
題
を
抱
え
る
外
国
人
を
中

心
に
、
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の

橋
渡
し
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

相
談
会
で
は
50
人
の
予
約
枠
が
満

員
に
。
弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
、

生
活
相
談
、
食
料
・
衣
類
な
ど
の
支

〈
三
重
〉
明
和
病
院

済生会関東ブロックMSW共同事業

援
物
資
の
配
布
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
健
診
は
人
気
が
高
く
、
57
人
の

外
国
人
が
受
診
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
95
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

参
加
し
、
受
付
、
通
訳
、
医
療
支
援

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
役
割
を
担
い
ま

し
た
。

（
栃
木
・
宇
都
宮
病
院
　

地
域
連
携
課
　
秋
山
綾
香
）

茨城県の相談会に SW4人を派遣
医療・福祉サービスへ橋渡し

県
内
唯
一
の
更
生
保
護
施
設
で
の

健
診
事
業
で

人
が
受
診
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昨
年
12
月
27
日
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク

う
つ
の
み
や
で
開
催
さ
れ
た
「
子
育

て
世
帯
向
け
の
食
品
配
布
会
（
兼
）

相
談
会
」
に
、
当
院
の
稲
見
一
美

地
域
連
携
課
長
と
牧
宏
一
M
S
W
、

富
山
里
香
M
S
W
、
高
木
茜
事
務

職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

寒
空
の
下
、
食
料
支
援
を
求
め

る
1
0
0
世
帯
が
来
訪
。
米
や

レ
ト
ル
ト
食
品
、
調
味
料
と
と

も
に
、
今
回
は
特
別
に
い
ち
ご

が
配
布
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
「
い
ち
ご
だ
！
」
と
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。
寒
さ
の
中
に

も
、
笑
顔
が
広
が
る
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
院
の
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
（
M
S
W
）
3
人
も
相
談
支
援

の
た
め
に
参
加
。
生
活
の
困
り
ご
と

を
抱
え
る
母
子
家
庭
や
障
害
者
世
帯
、

滞
日
外
国
人
な
ど
の
方
々
の
声
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

　

食
品
配
布
会
は
、
単
な
る
食
料
支

援
の
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
活
に

困
窮
す
る
方
々
が
気
軽
に
相
談
で
き

る
貴
重
な
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
澤

村
謙
太
M
S
W
は
「
こ
う
し
た
地

域
の
取
り
組
み
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

必
要
な
支
援
を
届
け
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

（
地
域
連
携
課
　
秋
山
綾
香
）

　

当
日
は
92
人
が
来
場
。
当
院
職
員

の
寄
付
に
よ
る
食
料
品
や
生
活
用
品

の
ほ
か
、
生
理
用
品
も
無
料
で
配
布

し
ま
し
た
。

　

相
談
ブ
ー
ス
で
は
「
物
価
高
騰
で

野
菜
も
買
え
ず
に
い
た
た
め
本
当
に

助
か
る
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま

な
い
か
不
安
」
と
い
う
メ
モ
が
相
談

員
に
渡
さ
れ
、
対
応
。
食
料
品
配
布

を
き
っ
か
け
に
、
勇
気
を
出
し
て
メ

モ
を
差
し
出
し
て
く
れ
た
か
ら
相
談

に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
改

め
て
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
の
重
要
性

食
品
や
生
理
用
品
の
配
布
と
相
談
会
に
92
人

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
重
要
性
を
再
確
認

　〈栃木〉宇都宮病院

食品配布会で相談支援
地域の生活課題に寄り添い、
医療・福祉につなぐ

〈
栃
木
〉
宇
都
宮
病
院

　

2
月
22

日
、
宇
都
宮

市
の
「
ふ
ー

ば
ハ
ウ
ス
」

で
第
33
回
き

ず
な
の
食
品

配
布
会
が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
時
折
風

花
が
舞
う

親
は
「
助
か
り
ま
す
」

と
目
に
涙
を
浮
か
べ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
20
代
の
女

性
か
ら
「
妊
娠
し
て
い

し
た
。
食
料
だ

け
で
な
く
、
来

春
小
学
校
に
入

学
す
る
男
の
子

に
は
寄
付
さ
れ

た
ラ
ン
ド
セ
ル

を
お
渡
し
し
ま

し
た
。
男
の
子

は
う
れ
し
そ
う

に
背
負
い
、
母

を
感
じ
ま
し
た
。

（
地
域
連
携
課
　
秋
山
綾
香
）
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救
護
班
の
編
成
強
化

　　

第
二
報
（
2
月
28
日
）

　

第
二
報
は
「
2
月
27
日
午
後
3
時

に
情
勢
険
悪
し
た
る
」
と
い
う
記
述

で
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は

前
日
未
明
の
陸
軍
青
年
将

校
ら
の
襲
撃
を
受
け
て
27

日
、
天
皇
の
命
令
で
東
京

市
内
に
戒
厳
令
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

28
日
も
内
務
省
の
仮
事

務
所
と
な
っ
た
済
生
会
本

部
に
は
同
省
職
員
約
20
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。
済
生

会
は
前
日
に
編
成
し
た
3

班
の
救
護
班
を
4
班
に
増

員
。
さ
ら
に
武
力
衝
突
に

よ
る
患
者
の
収
容
に
備
え
、

芝
病
院
乳
児
院
（
現
・
中

央
病
院
附
属
乳
児
院
）
の

乳
児
等
の
避
難
場
所
の
検

討
を
始
め
ま
し
た
。

　

救
護
班
出
動

　　

第
三
報
（
2
月
29
日
）

　

28
日
に
済
生
会
の
救
護

班
は
虎
ノ
門
方
面
を
カ
バ

ー
す
る
よ
う
内
務
省
か
ら
命
令
さ
れ

ま
す
。
打
ち
合
わ
せ
は
深
夜
に
ま
で

及
び
、
内
務
省
も
済
生
会
も
当
直
以

外
の
職
員
が
帰
宅
し
た
の
は
29
日
午

前
1
時
で
し
た
。

　

29
日
午
前
6
時
、
警
視
庁
か
ら
内

務
省
の
当
直
職
員
に
対
し
、「
午
前

6
～
8
時
頃
に
戒
厳
部
隊
に
突
入
命

令
が
あ
る
模
様
」
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

午
前
7
時
、
つ
い
に
済
生
会
は
内
務

省
か
ら
救
護
班
の
出
動
命
令
を
受
け

ま
す
。
7
時
40
分
、
救
護
班
は
芝
巴

小
学
校
、
栗
原
ガ
レ
ー
ジ
、
南
櫻
小

学
校
に
む
け
て
出
発
し
ま
し
た
が
、

3
月
号
の
「
済
生
」
に
は
「
市
内
の

状
況
は
至
て
平
静
な
る
が
如
し
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
0
0
人
の
避
難
民
に
対
応

　　

第
四
報
（
2
月
29
日
）

　

済
生
会
の
救
護
班
は
午
前
8
時
ま

で
に
前
述
の
避
難
所
に
到
着
、
活
動

を
開
始
し
ま
す
。
警
視
庁
や
日
赤
の

救
護
班
も
東
京
市
内
の
避
難
所
で
活

動
し
ま
し
た
。
済
生
会
が
担
当
し
た

避
難
所
の
一
つ
、
南
櫻
小
学
校
に
は

2
0
0
0
人
の
市
民
が
押
し
寄
せ
3

人
の
患
者
の
対
応
に
当
た
っ
た
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

午
後
に
な
り
決
起
部
隊
は
投
降
、

首
謀
者
は
逮
捕
さ
れ
事
態
は
沈
静
し

ま
し
た
。
内
務
省
職
員
は
済
生
会
の

仮
事
務
所
か
ら
撤
収
、
避
難
所
で
救

護
活
動
を
し
て
い
た
済
生
会
職
員
も

住
民
の
退
散
を
待
っ
て
午
後
4
時
30

分
に
芝
病
院
や
乳
児
院
に
引
き
上
げ

ま
し
た
。

1924（大正13）年6月創刊の「済生」が発行100年を迎えました。「済生」のあゆみを紹介します。
近代日本最大のクーデター「二・二六事件」。
緊迫の4日間に済生会も巻き込まれました。

後編では機関誌「済生」1936（昭和11）年3月号の「帝都不祥事変と済生会」のうち、
2月27日から事件が終結する29日の状況をお伝えします。

（株）白橋　西林芙美・本部広報課　河内淳史

二
・
二
六
事
件
と
済
生
会
【
後
編
】

「済生」1936（昭和11）年3月号・P36−38
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編
集
後
記
で
も

　　
「
済
生
」
3
月
号
で

は
編
集
後
記
で
も
二

 

・
二
六
事
件
に
触
れ

て
い
ま
す
。

　
「
事
変
勃
発
の
朝
、

校
正
刷
り
を
持
っ
て

市
電
に
乗
っ
て
い
る

と
、
銃
剣
を
装
備
し

た
兵
士
が
雪
の
中
に

張
り
巡
ら
さ
れ
た
鉄

条
網
の
前
で
構
え
て

い
る
」
と
編
集
担
当

者
は
語
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
ラ
ジ
オ

が
僅
か
に
事
件
の

重
大
性
を
報
じ
る
が

事
件
の
全
容
は
不
明
。

デ
マ
も
飛
び
交
う
不

穏
な
中
、
28
日
夜
に

は
戦
車
や
装
甲
車
が
見
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
緊
張
は
ピ
ー
ク
に
。
29

日
に
は
交
戦
区
域
と
想
定
さ
れ
る
地

域
住
民
に
は
避
難
命
令
が
出
る
騒
ぎ

だ
っ
た
が
、
午
後
に
な
っ
て
急
転
直

下
、
不
測
の
事
態
は
解
決
、
安
心
し

た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
和
の
尊
さ

　　

救
護
班
の
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て

は
「
済
生
」
に
は
書
か
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
危
険
地
帯
で
の
活
動
で

す
か
ら
当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
内

務
省
の
仮
事
務
所
と
な
っ
た
済
生
会

本
部
も
い
つ
襲
撃
目
標
に
さ
れ
る
か
、

職
員
は
気
を
も
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

武
力
に
頼
る
行
為
は
称
賛
で
き
な

い
が
疲
弊
し
た
農
村
を
見
か
ね
て
行

動
し
た
決
起
部
隊
、
銃
弾
が
飛
び
交

う
恐
れ
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
救

護
活
動
を
行
な
っ
た
済
生
会
職
員
。

民
衆
に
寄
り
添
う
思
い
は
共
通
し
て

い
た
と
言
え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

世
界
に
は
紛
争
状
態
が
続
い
て
い

る
国
が
あ
り
ま
す
。
今
年
、
日
本
は

戦
後
80
年
を
迎
え
ま
す
。
改
め
て
平

和
の
尊
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…

﹇
参
考
文
献
﹈

■
濟
生
會
志
（
創
立
二
十
五
周
年
誌
）

■
機
関
誌
「
済
生
」

■
堀
賢
次
「
済
生
会
物
語
」（
1
9
9
5
）

済
生
会

慶応大学病院も救護
班を出動。麹町消防
署に設置された（写
真提供：共同通信社）

「済生」1936（昭和11）年 3月号・編集後記

霞が関付近を行進する兵士。中央奥の建物は当時建
設途中だった国会議事堂（写真提供：共同通信社）



今、注目の若手俳優の一人、

藤堂日向さん。

初主演（宮澤佑さんとW主演）

となる映画『夢に生きる』では、

夢と現実のはざまで揺れる

ストリートミュージシャンを

演じています。

自身の下積み時代とも重なる

主人公の姿に共感しつつ、

“役に生きる”ために取った

驚きの行動とは……?
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人
懐
っ
こ
い
笑
顔
の
下
で
、
辛
酸

も
舐
め
て
き
た
。
名
も
な
い
役
に
明

け
暮
れ
て
い
た
エ
キ
ス
ト
ラ
時
代
、

雨
で
び
し
ょ
ぬ
れ
に
な
り
、
凍
え
そ

う
に
な
っ
た
真
冬
の
撮
影
、
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
す
ら
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

日
々
、
悔
し
さ
で
唇
を
何
度
も
か
み

し
め
た
。

　
「
そ
れ
で
も
芝
居
が
好
き
と
い
う
気

持
ち
に
迷
い
が
な
か
っ
た
か
ら
、
俳

優
の
道
を
諦
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
映
画
の
主
人
公
シ
ン
ジ

同
様
、
僕
も
ま
っ
す
ぐ
夢
を
生
き
て

い
ま
す
」

　

た
だ
し
、
夢
は
叶か

な

わ
な
く
て
も
い

い
と
言
う
。「
遠
く
で
燦さ

ん

然ぜ
ん

と
輝
い

て
い
る
か
ら
こ
そ
近
づ
こ
う
と
努
力

す
る
し
、
そ
の
道
程
が
自
分
に
と
っ

て
の
血
肉
に
な
る
。
そ
れ
が
人
生
な

の
か
な
と
思
い
ま
す
」

気
持
ち
だ
。「
そ
れ
を
知
り
た
く
て
、

実
際
に
ギ
タ
ー
１
本
担
い
で
路
上
ラ

イ
ブ
を
や
っ
て
み
た
ん
で
す
。
最
初

は
恥
ず
か
し
さ
で
手
が
震
え
、
ギ
タ

ー
の
弦
を
し
っ
か
り
押
さ
え
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
音

楽
で
生
き
て
い
き
た
い
人
に
と
っ
て

は
こ
れ
が
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
。
こ
の

経
験
の
お
か
げ
で
シ
ン
ジ
に
な
る
足

が
か
り
が
で
き
ま
し
た
」

　

今
は
や
り
た
い
仕
事
が
で
き
て
い

る
と
感
じ
る
。
そ
れ
で
も
落
ち
込
ん

だ
と
き
は
?
「
自
然
の
営
み
を
見
る

と
安
心
す
る
ん
で
す
。
春
な
ら
新
芽

の
力
強
い
姿
を
見
て
元
気
を
も
ら
え

る
。
僕
に
と
っ
て
は
栄
養
ド
リ
ン
ク

で
す
（
笑
）」

遠
く
で
輝
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
“
夢
”。

　
　

近
づ
く
た
め
の
努
力
が
人
生
の
彩
に
な
る

とうどう・ひなた　 1995年生まれ、愛知県出身。舞台『いつか、どこか
に』（2017年）でデビュー。美輪明宏氏に見出され、舞台『毛皮のマリー』
（19年）で主要キャストを務める。近年の出演作に、映画『東京リベンジャ
ーズ』シリーズ（21～23年）、『神回』（23年）、『遺書、公開。』（25年）、『世
界征服やめた』（25年）、ドラマ「いきなり婚」（25年）などがある。

　

そ
ん
な
自
分
自
身
と
シ

ン
ジ
が
重
な
っ
て
見
え
た

と
藤
堂
さ
ん
。
一
つ
だ
け

理
解
で
き
な
か
っ
た
の
は
、

路
上
ラ
イ
ブ
を
や
る
人
の

©2025 CLANG inc.

アキラは社会人になってミュージシャンになる夢を諦め、日々の仕事に忙殺
され自分を見失っていた。シンジはアキラの背中を追いかけ、ミュージシャ
ンになるために上京。アルバイトをしながら路上ライブの日々を送っている。
そんな二人が東京の街で再会。現実に追われながら夢を取り戻そうとするア
キラと夢を追いながら現実に直面するシンジ、揺れ動く心をリアルに描いた
クロスストーリー。

映画「夢に生きる」

Text：みやじまなおみ
Photos：安友康博
……………………………………………………

Hair & Make-up：布施ほのか

■監督・脚本：石田祐規　　
■出演：藤堂日向、宮澤佑、奏羽茜、中原シホ、林田隆志　ほか
2025年3月28日（金）全国ロードショー
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静
岡
抹
茶
が
香
り
立
つ

濃
厚
味
の
モ
ン
ブ
ラ
ン

　

こ
の
「
深
濃
抹
茶
モ
ン
ブ
ラ
ン
」

を
つ
く
っ
た
の
は
、
創
業
70
年
以
上

の
歴
史
あ
る
静
岡
の
製
茶
問
屋
「
お

や
い
づ
製
茶
」
で
す
。

　
「
お
茶
っ
て
こ
ん
な
に
お
い
し

い
の
」
と
い
う
一
言
が
聞
き
た

く
て
始
め
た
の
が
、
静
岡
市
と

焼
津
市
で
開
い
て
い
る
カ
フ
ェ

「
雅
正
庵
」。
抹
茶
を
た
っ
ぷ
り

使
っ
た
華
や
か
な
パ
フ
ェ
や
彩

り
鮮
や
か
な
ジ
ェ
ラ
ー
ト
な
ど

が
楽
し
め
る
お
店
で
す
。
こ
こ

で
人
気
の
「
生
搾
り
抹
茶
モ
ン

ブ
ラ
ン
」
を
通
販
だ
け
の
特
別

仕
様
に
し
た
の

が
「
深
濃
抹
茶
モ

ン
ブ
ラ
ン
」。

　

味
の
決
め
手
は

何
と
言
っ
て
も
静

岡
県
産
「
抹
茶
」。

　

山
間
地
の
茶
畑
で
覆
い
を
か
け
て

日
光
を
さ
え
ぎ
り
な
が
ら
丹
念
に
栽

培
さ
れ
た
、
旨う

ま

み
成
分
が
多
い
高
級

茶
葉
を
使
用
。
中
で
も
、
奥
深
い
甘

み
と
上
品
な
苦
み
、
爽
や
か
な
香
り

が
特
徴
の
一
番
茶
（
新
茶
）
だ
け
を

使
っ
て
い
る
の
が
、
製
茶
問
屋
さ
ん

な
ら
で
は
の
こ
だ
わ
り
で
す
。

　
「
深
濃
抹
茶
モ
ン
ブ
ラ
ン
」
の
つ
く

り
は
、
上
に
抹
茶
の
モ
ン
ブ
ラ
ン
ク

リ
ー
ム
、
真
ん
中
に
テ
ィ
ラ
ミ
ス
風

の
ク
リ
ー
ム
、
下
に
抹
茶
シ
ロ
ッ
プ

を
染
み
込
ま
せ
た
自
家
製
抹
茶
ス
ポ

ン
ジ
ケ
ー
キ
の
豪
華
な
3
段
重
ね
。

　

抹
茶
モ
ン
ブ
ラ
ン
も
最
近
は
あ
ち

こ
ち
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
何
し
ろ
こ
ち
ら
は
商
品
名
に

「
深
濃
」
が
付
い
て
い
る
の
が
特
徴
。

「
特
濃
」
で
も
「
極
濃
」
で
も
な
く
、

使
わ
れ
て
い
る
抹
茶
が
、
と
に
か
く

よしい・せいいち　一般社団法人日本作
詩家協会理事。コピーライター時代に老舗
百貨店の食の通販誌で約30年執筆に携わ
り、試食した食品の数は1万点を超える。

　

世
の
パ
テ
ィ
シ
エ
た
ち
が
、
腕
の

見
せ
ど
こ
ろ
と
ば
か
り
に
自
慢
の
味

を
競
い
合
う
、
洋
菓
子
モ
ン
ブ
ラ
ン
。

そ
の
形
が
ア
ル
プ
ス
山
脈
の
モ
ン
ブ

ラ
ン
山
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
が
「
山
の
日
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」

だ
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
実
は
大
好
物
の
ひ
と
つ
。
な

じ
み
の
洋
菓
子
屋
さ
ん
に
行
っ
た
時

に
は
、
必
ず
買
っ
て
帰
る
ほ
ど
で
す
。

　

さ
て
、
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、

日
本
を
象
徴
す
る
山
で
あ
る
富
士
山

を
望
む
茶ち

ゃ

処ど
こ
ろ

静
岡
で
穫と

れ
た
お
茶
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
深
濃
」
な
る

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
の
モ
ン
ブ
ラ
ン
。

　

初
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
茶
摘
み
で

知
ら
れ
る
八
十
八
夜
も
近
い
今
こ
そ

食
べ
た
い
、
極
上
ス
イ
ー
ツ
で
す
。

済生会の［病院・施設］がある
県内の市町村

農家などから「荒
あら

茶
ちゃ

」を仕入れ、仕上げ加工を施す。味への
こだわりから出荷するほぼ全てのお茶は「深蒸し煎茶」。深い
緑色、まろやかな香り、とろっとした強い甘みとコクが特徴

日本一のお茶処で育まれた茶葉は、多くの工程を経
て色・香り・旨みの三拍子が揃

そろ

ったお茶に仕上がる
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た
て
感
も
ぐ
ん
と
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

一
番
上
の
直
径
1
㎜
と
い
う
極
め

て
細
い
抹
茶
モ
ン
ブ
ラ
ン
は
、
口
に

入
れ
た
瞬
間
ふ
わ
っ
と
溶
け
て
い
く

滑
ら
か
な
舌
触
り
。
抹
茶
の
濃
い
緑

色
の
通
り
、
お
茶
の
香
り
が
む
せ
返

る
ほ
ど
で
す
が
、
そ
の
中
に
モ
ン
ブ

ラ
ン
な
ら
で
は
の
栗
の
風
味
も
し
っ

か
り
感
じ
ら
れ
、
白し

ろ

餡あ
ん

の
和
の
甘
み

も
き
い
て
い
て
、
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
。

　

真
ん
中
の
ク
リ
ー
ム
は
北
海
道
産

マ
ス
カ
ル
ポ
ー
ネ
の
コ
ク
が
楽
し
め

て
甘
さ
も
爽
や
か
。
刻
ん
だ
栗
と
ア

ー
モ
ン
ド
ク
ラ
ン
チ
で
食
感
に
ア
ク

セ
ン
ト
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

　

下
の
ス
ポ
ン
ジ
ケ
ー
キ
も
抹
茶
の

香
り
が
濃
く
、
し
っ
と
り
ふ
わ
ふ
わ

の
食
感
で
、
程
良
い
苦
み
も
心
地
よ

く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
、

お
口
の
中
で
和
洋
の
枠
を
超
え
た
贅ぜ

い

沢た
く

な
抹
茶
ス
イ
ー
ツ
と
し
て
完
成
。

茶
葉
の
プ
ロ
た
ち
が
手
が
け
た
か
ら

こ
そ
の
見
事
な
出
来
栄
え
で
す
。

　

敬
意
を
表
し
て
、
こ
こ
は
や
は
り

濃
く
淹い

れ
た
静
岡
県
産
の
お
茶
を
横

に
置
い
て
、
い
た
だ
き
た
い
も
の
。

　

さ
あ
、
日
本
ア
ル
プ
ス
の
上
高
地

の
山
開
き
（
4
月
27
日
）
も
も
う
す

ぐ
。
こ
の
満
足
度
ア
ル
プ
ス
級
の
モ

ン
ブ
ラ
ン
で
、
一
足
先
に
〝
美お

味い

し

さ
の
山
開
き
〟
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
深
」
く
て
「
濃
」
い
の
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
さ
っ
そ
く
「
深
濃
」

具
合
を
検
証
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

見
た
目
も
食
感
も
満
た
す

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
3
層
仕
立
て

　

フ
ォ
ー
ク
を
入
れ
る
前
に
ひ
と
つ

ご
注
意
を
。
こ
の
モ
ン
ブ
ラ
ン
に
は

後
が
け
の
「
追
い
抹
茶
」
が
付
い
て

い
ま
す
。
食
べ
る
直
前
に
こ
れ
を
か

け
る
こ
と
で
、
抹
茶
の
風
味
が
よ
り

〝
深
く
濃
く
〟
な
る
と
の
こ
と
。
く

れ
ぐ
れ
も
お
忘
れ
な
く
。

　

な
る
ほ
ど
、
こ
の
「
追
い
抹
茶
」

を
ま
ん
べ
ん
な
く
ふ
り
か
け
て
み
る

と
、
抹
茶
の
密
度
が
上
が
り
、
出
来

お取り寄せ・お問い合わせは
雅正庵byおやいづ製茶
〒421-0101　静岡県静岡市駿河区向敷地 1-5-38
TEL : 054-268-1123
オンラインショップ : https://www.gashoan.com

深濃抹茶モンブラン
［縦16.5cm×横8cm×高さ4.5cm］

3,600 円（税込・冷凍送料込　北海道・沖縄・離島は送料別途950円）　
賞味期限……冷凍未開封30日

 1mmの極細モンブランは食感も味も繊細。お口に入るやいなやホロホロと溶け去ってしまう。
上品な甘さのティラミス風クリームと抹茶が香り立つスポンジケーキとの組合せが秀逸

カフェの人気メニュー「雅正庵鞠福パフェ」（左）と通販人気No.1の
静岡抹茶バウムクーヘン「CHIYOの和」（右）。他にも大福やクッキー、
ジェラートなど、抹茶好きならチェック必須のスイーツが目白押し



山折り

谷折り

裏返す

おめでとう！！
ひよこのピィーちゃん

【いまいみさ】 手づくりおもちゃ作
家。折り紙や牛乳バックなどをリサ
イクルして手づくりの楽しさを伝え
ています。著書に「365日たのしい
折り紙」（日東書院）、「12か月の
おりがみ壁飾り」（講談社）など39

冊。最新刊は「1年中使える !決
定版おりがみ図鑑」（講談社）。

作品・折り図：いまいみさ　おりがみ協力：株式会社トーヨー
動画もcheck！

頭のから

図のように折り目を付け、

下の角を折る

ひよこ

1 両脇を中心線に合わせて折る2
下の角を中心に折り上げる3

上の角を中心線に合わせて

折る5
裏返す4 上の角を折り目

まで折る6

下の角を図の

ように折る9 裏返す10 丸シールなどで

顔をつくる11点線で折る8

半分に切った折り紙を図のように

折り目を付けて、下の角を折る1

左右の角を折り目より3mm

外側で折る4 向きを変える5

ひよこのあたまにかぶせ、上の角を後ろに折り、完成6

両脇を中心線に

合わせて折る2 下の角を折り上げる3

作品 いまいみさ
左右の角を

中心に折る7

★

★
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上の角を中心線に合わせて

折る5
裏返す4 上の角を折り目

まで折る6

下の角を図の

ように折る9 裏返す10 丸シールなどで

顔をつくる11点線で折る8

半分に切った折り紙を図のように

折り目を付けて、下の角を折る1

左右の角を折り目より3mm

外側で折る4 向きを変える5

ひよこのあたまにかぶせ、上の角を後ろに折り、完成6

両脇を中心線に

合わせて折る2 下の角を折り上げる3

作品 いまいみさ
左右の角を

中心に折る7

★

★
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な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
決
ま
っ

た
経
路
や
時
刻
表
に
縛
ら
れ
ず
、
患

者
さ
ん
を
紹
介
い
た
だ
い
た
診
療
所

が
バ
ス
停
と
な
り
、
当
院
と
診
療
所

を
行
き
来
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ま

た
、
A
I
技
術
を
活
用
し
、
複
数

の
患
者
さ
ん
を
効
率
的
に
送
迎
で
き

る
最
適
な
ル
ー
ト
を
自
動
計
算
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
患
者
さ

ん
の
通
院
負
担
の
軽
減
に
加
え
、
地

域
医
療
の
ア
ク
セ
ス
向
上
と
医
療
機

関
同
士
の
連
携
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

（
済
生
記
者
　
高
木
明
日
実
）

★
高
齢
化
対
応
と
し
て
有
意
義
な
取

り
組
み
で
す
ね
。
地
域
医
療
の
発
展

に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
本
部
広
報
課
　
杉
山
菜
央
）

滋
賀
県
病
院

地
域
医
療
の
充
実
へ

野
洲
病
院
と
連
携
協
定

　

当
院
は
地
域
医
療
の
さ
ら
な
る
充

実
を
目
指
し
、
1
月
28
日
に
市
立
野

洲
病
院
と
包
括
的
な
医
療
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
当
院
で
は
救
急
搬
送
数
の

増
加
を
は
じ
め
と
す
る
急
性
期
医
療

の
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、
湖
南
医

療
圏
全
体
で
も
医
療
需
要
の
さ
ら
な

　

当
院
で
は
2

月
4
日
か
ら
紹

介
患
者
さ
ん
向

け
の
新
た
な
送

迎
サ
ー
ビ
ス

「
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
」
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

当
院
の
所
在

す
る
大
阪
市
大

正
区
は
高
齢
化

の
進
行
が
顕
著

で
、
快
適
で
便

利
な
移
動
手
段

が
地
域
ニ
ー
ズ
と
し
て
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
当
院
は
公
共
交
通

機
関
で
の
ア
ク
セ
ス
が
悪
く
、
患
者

さ
ん
の
通
院
負
担
が
大
き
な
課
題
と

京都済生会病院で「けんこうとぼうさい」をテーマに済生会フェアを実施。
企業と地域団体と連携し大盛況でした。詳細は 84ページをご覧ください。

快適な通院をサポート
オンデマンドバス開始

〈大阪〉泉尾病院
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る
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
、
湖
南
医
療
圏
・

野
洲
市
で
の
持
続
可
能
か

つ
効
果
的
な
医
療
提
供
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、
当

院
と
市
立
野
洲
病
院
は
連

携
を
さ
ら
に
強
化
し
て
取

り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

協
定
締
結
式
に
は
両
病

院
か
ら
9
人
が
出
席
。
両

院
長
が
挨
拶
を
行
な
い
、

当
院
の
三
木
恒
治
院
長

は
「
市
立
野
洲
病
院
は
ケ

ア
ミ
ッ
ク
ス
病
院
で
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
病
態
の
患
者

さ
ん
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
協
定
に
よ

り
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
を
図

り
、
双
方
の
機
能
を
生
か

す
W
i
n
│

W
i
n
な
関
係
構
築

を
目
指
し
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
有
馬
真
由
美
）

〈
愛
媛
〉
松
山
特
養

祝
！ 

介
護
百
人
一
首
入
選

　
「
孫
の
手
は
認
知
症
の
母
の
呼
び
出

し
棒
ベ
ッ
ド
の
柵
を
ゴ
ン
ゴ
ン
叩た

た

く
」

　

当
施
設
の
在
宅
訪
問
介
護
職
員
・

亀
田
由
美
子
さ
ん
の
作
品
で
す
。

　

N
H
K
財
団
「
新
・
介
護
百
人

一
首
2
0
2
4
」
に
全
国
か
ら

5
7
8
3
人
、
1
万
2
4
4
0
首

の
短
歌
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
応
募

者
の
最
年
少
は
15
歳
、
最
高
齢
は

1
0
0
歳
と
幅
広
い
年
齢
層
の
中

か
ら
見
事
入
選
1
0
0
首
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

亀
田
さ
ん
は
「
認
知
症
が
進
み
、

あ
ま
り
声
を
出
す
こ
と
を
し
な
く
な

っ
た
母
は
誰
か
に
来
て
ほ
し
い
際
に
、

手
元
に
あ
る
孫
の
手
で
柵
を
た
た
い

て
意
思
表
示
し
て
い
た
」
と
お
母
さ

ま
と
の
や
り
取
り
を
こ
の
首
に
表
現
。

　

当
施
設
が
掲
げ
る
理
念
は
「
人
生

を
尊
重
し
、
い
ま
有
す
る
能
力
を
生

か
し
自
立
し
た
日
常
生
活
を
育
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
心
の
こ
も
っ
た
思

い
や
り
の
あ
る
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
」

こ
と
。
そ
ん
な
同
志
、
支
え
合
う
訪

問
介
護
職
員
の
皆
で
お
祝
い
を
兼
ね

て
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

（
事
務
　
夏
井
理
恵
）

〈
岩
手
〉
北
上
済
生
会
病
院

〈
岩
手
〉
花
巻
空
港
で

看
護
師
2
人
が
検
疫
訓
練

　

2
月
28
日
、
当
院
看
護
師
2
人
が

花
巻
空
港
で
の
検
疫
感
染
症
措
置
訓

練
を
見
学
し
ま
し
た
。
当
院
は
花
巻

空
港
が
昨
年
4
月
に
検
疫
飛
行
場
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
入
院
委

託
協
定
を
締
結
。
今
回
の
訓
練
は
そ

の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者

が
航
空
機
内
で
発
見

さ
れ
た
場
合
を
想
定

し
、
検
疫
対
応
の
初

動
か
ら
医
療
機
関
へ

の
搬
送
ま
で
の
流
れ

を
確
認
。
有
症
者
・

同
行
者
・
健
康
監
視

対
象
者
の
指
定
か
ら

問
診
、
診
察
、
検
査
、

隔
離
・
停
留
、
待
機

要
請
、
消
毒
な
ど
、

現
場
で
の
一
連
の
対
応
を
学
び
ま
し

た
。

　

今
回
の
訓
練
を
通
し
て
、
平
時
か

ら
新
た
な
感
染
症
の
発
生
に
備
え
、

特
性
を
踏
ま
え
た
対
応
方
法
の
確
認

や
人
材
育
成
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
感
染
拡
大
時
の
機

動
的
な
対
応
や
医
療
提
供
体
制
の
確

保
な
ど
実
践
的
な
訓
練
の
重
要
性
を

再
認
識
し
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
掛
川
千
恵
子
）
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２
０
１
９
年
に
導
入
し
たK

ine
m

atic alignm
ent

法
を
用
い
た

人
工
膝
関
節
全
置
換
術
（
Ｔ
Ｋ
Ａ
）

の
実
施
が
、
5
年
で
２
０
０
０
件
を

突
破
し
ま
し
た
。
24
年
は
６
２
０
件

の
人
工
膝
関
節
手
術
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

当
院
で
は
1
9
8
0
年
の
整
形

外
科
開
設
以
来
、
人
工
股
関
節
と
人

工
膝
関
節
の
手
術
を
積
極
的
に
行
な

っ
て
お
り
、
常
に
新
し
い
方
法
を
取

り
入
れ
治
療
実
績
を
上
げ
る
努
力
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
22
年
に
は
人
工

関
節
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
専
用
病

棟
を
設
置
。
術
前
か
ら
術
後
、
退
院

ま
で
を
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
関
わ
り

な
が
ら
治
療
し
、
医
療
・
看
護
・
リ

ハ
ビ
リ
の
集
約
的
医
療
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

手
術
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
の
チ

ー
ム
力
が
不
可
欠
で
す
。
今
後
も
多

職
種
の
ス
タ
ッ
フ
が
連
携
し
な
が
ら
、

質
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（
済
生
記
者
　
柏
倉
汐
里
）

〈
大
阪
〉
千
里
病
院

病
院
救
急
車
患
者
搬
送
研
修

　

3
月
10
日
、
民
間
救
命
士
総
括
体

制
認
定
機
構
主
催
に
よ
る
「
病
院
救

急
車
患
者
搬
送
研
修
」
が
当
院
で
開

催
さ
れ
、
48
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

本
研
修
は
、
病
院
救
急
車
の
運
行
に

必
要
な
知
識
や
技
術
を
学
び
、
病
院

救
急
車
の
認
知
度
の
向
上
、
そ
の
搬

送
の
安
全
性
や
質
の
確
保
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
座
学
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
事
例
検
討
を
実

施
。
実
技
で
は
車
両
の
誘
導
や
ス
ト

レ
ッ
チ
ャ
ー
の
操
作
を
学
び
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
た
当
院
の
池
本
雄

太
救
命
士
は
「
患
者
対
応
や
搬
送
経

路
、
資
機
材
に
つ
い
て
詳
し
く
学
び
、

他
機
関
と
の
連
携
の
重
要
性
が
再
認

識
で
き
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

2
0
2
4
年
度
の
現
時
点
で
の

当
院
の
病
院
救
急
車
出
動
件
数
は

1
4
8
件
で
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

（
済
生
記
者
　
二
階
堂
潤
江
）

〈
大
阪
〉
中
津
病
院

沿
道
か
ら
の
エ
ー
ル
を
受
け

笑
顔
で
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
完
走

　

2
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
マ

ラ
ソ
ン
に
、
当
院
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
所
属
の
清
水
浩
子
看
護
師
が

メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
ン
ナ
ー

と
は
、
コ
ー
ス
を
走
り
な
が
ら
レ
ー

ス
中
に
他
の
ラ
ン
ナ
ー
の
健
康
上
の

問
題
に
遭
遇
し
た
場
合
、
初
期
対
応

を
行
な
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

当
日
は
大
阪
で
は
珍
し
く
雪
が
降

り
ま
し
た
が
、
幸
い
対
応
を
要
請
す

る
事
態
も
な
く
、
ラ
ン
ナ
ー
に
異
変

が
な
い
か
声
を
掛
け
て
体
調
を
確
認

し
な
が
ら
、
無
事
に
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

「
T
K
A
」
5
年
で
2
0
0
0
件
超山

形
済
生
病
院
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を
完
走
し
ま
し
た
。

　

清
水
さ
ん
は
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
初
め
て
参
加
し
ま
し
た

が
、
沿
道
に
い
る
応
援
の
方
か
ら

『
看
護
師
さ
ん
が
ん
ば
っ
て
』『
あ
り

が
と
う
』
と
た
く
さ
ん
の
声
援
を
も

ら
い
、
そ
れ
が
と
て
も
励
み
と
な
り
、

貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
来
年

も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
鈴
木
亜
希
乃
）

〈
大
阪
〉
千
里
病
院

79
人
の
子
ど
も
た
ち
が

新
生
児
蘇
生
法
を
学
ぶ

　

3
月
2
日
、
当
院
主
催
で
第
12
回

子
ど
も
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
30
チ
ー
ム
79
人

の
子
ど
も
た
ち
と
、
1
1
1
人
の

ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

遠
方
の
徳
島
か
ら
参
加
し
た
チ
ー

ム
が
見
事
優
勝
を
果
た
す
な
ど
、
白

熱
し
た
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

関
西
大
学
の
学
生
が
担
当
す
る
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
シ
ナ
リ
オ
が
用
意
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
外
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
吹
田
市
消
防
本
部
の
方
々
か
ら
消

火
器
の
使
い
方
を
学
び
、
防
火
服
を

着
用
し
て
火
に
見
立
て
た
的
に
向
か

っ
て
水
消
火
器
を
噴
射
す
る
体
験
も

行
な
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
、

も
し
も
の
時
に
役
立
つ
知
識
や
技
術

を
身
に
つ
け
る
貴
重
な
一
日
と
な
り

ま
し
た
。（

済
生
記
者
　
二
階
堂
潤
江
）
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〈
茨
城
〉
龍
ケ
崎
済
生
会
病
院

小
さ
な
命
を
救
う
た
め
に

新
生
児
蘇
生
法
を
学
ぶ

　

2
月
18
日
に
新
生
児
蘇
生
法
（
専

門
コ
ー
ス
）
更
新
の
た
め
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。
受
講
者
の
6
人
を
含

め
、
小
児
科
医
や
助
産
師
、
看
護
師
、

救
命
士
な
ど
17
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

講
義
後
、
産
科
病
棟
で
演
習
を
行

な
い
ま
し
た
。
使
用
し
た
人
形
は
心

拍
や
泣
き
声
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ
の
出
現

な
ど
を
設
定
で
き
、
見
学
者
も
興
味

津
々
。
蘇
生
法
の
評
価
ソ
フ
ト
と
人

形
を
接
続
し
、
蘇
生
法
を
実
施
し
て

い
く
と
、
受
講
者
は
少
し
ず
つ
感
覚

を
つ
か
み
、
最
終
的
に
は
質
の
良
い

蘇
生
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
受
講
者
が
3
人
1
組
に
な

り
、
シ
ナ
リ
オ
演
習
を
複
数
回
行
な

い
ま
し
た
。
蘇
生
ま
で
の
時
間
が
長

く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
の
緊
張
感
が
あ

り
、
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
が
聞
こ
え

た
と
き
に
は
見
学
者
も
一
緒
に
な
っ

て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
堀
越
琴
美
）

〈
栃
木
〉
宇
都
宮
病
院

心
臓
血
管
外
科
低
侵
襲
症
例
の

最
新
動
向
を
共
有

　

2
月
27
日
、
当
院
研
修
室
で
「
済

生
会
心
臓
血
管
外
科
低
侵
襲
症
例
検

討
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
会
は

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
さ
れ
、

院
外
14
人
・
院
内
15
人
の
計
29
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

会
の
冒
頭
で
は
、
心
臓
血
管
外
科

の
橋
詰
賢
一
主
任
診
療
科
長
か
ら
診

療
科
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
同
科
の
河
西
未
央
医
長
が
「
大

動
脈
解
離
治
療
に
つ
い
て
」 

、
放
射

線
診
断
科
の
八
神
俊
明
医
長
が
「
胸

腹
部
大
動
脈
瘤
に
対
し
て
自
作
開
窓

型
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
で
対
応
し
た

1
例
」、
心
臓
血
管
外
科
の
森
光
晴

診
療
科
長
が
「
M
I
C
S
手
術
の
標

準
化
│
低
侵
襲
心
臓
手
術
の
現
状
」

と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
。

　

低
侵
襲
手
術
の
最
新
動
向
を
共
有

し
、
よ
り
安
全
で
効
果
的
な
治
療
法

に
つ
い
て
検
討
す
る
有
意
義
な
場
と

な
り
ま
し
た
。

（
地
域
連
携
課
　
秋
山
綾
香
）

〈
静
岡
〉
療
育
セ
ン
タ
ー
令
和

施
設
が
水
族
館
に
早
変
わ
り
！

　

1
月
に
「
ゆ
め
水
族
館
」
の
機
能

を
搭
載
し
た
移
動
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ

ョ
ン
カ
ー
（
フ
ァ
ン
タ
ス
カ
ー
）
を

借
り
て
、
施
設
内
で
水
族
館
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
「
ゆ
め
水
族
館
」
と
は
、
映
像
、
音

楽
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
組
み
合
わ
せ
た

空
間
の
中
で
、
視
覚
、
聴
覚
、
触
覚

な
ど
を
通
じ
て
豊
か
な
感
覚
刺
激
を

体
験
で
き
る
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
株

式
会
社
の
社
会
貢
献
活
動
で
す
。

　

ス
ク
リ
ー
ン
や
壁
、
天
井
、
寒か

ん

冷れ
い

紗し
ゃ

（
布
）
に
映
像
を
映
し
出
す
と
、

室
内
が
水
族
館
に
早
変
わ
り
。
約
30

人
の
入
所
者
さ
ん
は
泳
い
で
い
る
魚

を
追
い
か
け
た
り
、
迫
力
の
あ
る
映

像
に
目
を
丸
く
し
て
驚
い
た
り
、
触

れ
て
み
た
り
。
幻
想
的
な
空
間
と
音

楽
に
ウ
ト
ウ
ト
し
て
い
る
方
も
い
ま
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し
た
。

　

ま
た
、
せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で

外
来
患
者
さ
ん
や
地
域
の
人
に
も
見

て
も
ら
お
う
と
施
設
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
で
投
影
。
鮮
や
か
で
き
れ
い
な

水
族
館
を
目
の
前
で
楽
し
む
す
て
き

な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
大
須
賀
彩
音
）

新
潟
県
央
基
幹
病
院

P
U
S
H
で
救
命
を
学
ぶ

　

胸
骨
圧
迫
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を

広
め
、
も
し
も
の
と
き
に
助
け
合
え

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
救
急
看
護
認
定
看

護
師
の
八
鳥
公
男
さ
ん
は
こ
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
こ
う
と
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取
得
。
そ

の
お
披
露
目
と
し
て
2
月
20
日
、
院

内
で
職
員
向
け
の
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
コ
ー
ス

（
短
時
間
の
救
命
講
習
）
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

講
習
で
は
映
像
で
救
命
の
方
法
を

学
ん
だ
後
、
手
を
動
か
し
て
実
践
練

習
を
行
な
い
ま
し
た
。
紙
の
上
に
置

い
た
心
臓
マ
ー
ク
を
押
す
、
紙
に
書

か
れ
た
シ
ョ
ッ
ク
ボ
タ
ン
を
押
す
と

い
っ
た
シ
ン
プ
ル
な
形
式
の
た
め
、

場
所
を
選
ば
ず
気
軽
に
学
べ
る
の
が

こ
の
講
習
の
魅
力
で
す
。

　
「
医
療
者
だ
け
で
な
く
、
市
民
で
も

迷
わ
ず
行
動
で
き
る
人
が
増
え
る
よ

う
、
P
U
S
H
を
通
じ
て
心
肺
蘇

生
法
を
普
及
さ
せ
た
い
」
と
意
気
込

む
八
鳥
さ
ん
。
今
後
は
院
外
で
市
民

等
に
向
け
た
コ
ー
ス
を
実
施
予
定
で

す
。

（
済
生
記
者
　
渡
邊
真
衣
）

〈
滋
賀
〉
守
山
市
民
病
院

看
護
の
質
向
上
を
目
指
し
て

　

看
護
部
主
催
の
「
看
護
研
究
発
表

会
」
を
2
月
21
日
、
当
院
く
す
の
木

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
看
護
の

質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
な

っ
て
い
る
も
の
で
、
審
査
員
を
含
む

50
人
が
参
加
。
全
8
演
題
の
発
表
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
の
は
感
染
管

理
室
の
宮
脇
舞
子
室
長
代
行
（
感
染

管
理
認
定
看
護
師
）
で
、
テ
ー
マ
は

「
入
院
中
の
C
O
V
I
D
│
19
（
新

型
コ
ロ
ナ
）
陽
性
患
者
の
隔
離
期
間

短
縮
の
試
み
」。
新
型
コ
ロ
ナ
は
感

染
時
の
隔
離
期
間
が
医
療
機
関
ご
と

の
判
断
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

感
染
拡
大
を
防
ぎ
つ
つ
、
隔
離
に
よ

る
患
者
さ
ん
の
心
理
的
・
身
体
的
な

負
担
の
軽
減
を
目
指
し
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
発
表
で
し
た
。

　

審
査
員
を
務
め
た
野
々
村
和
男
院

長
は
「
年
々
内
容
が
充
実
し
て
い
る
。

今
後
、
関
連
学
会
な
ど
病
院
外
で
も

広
く
発
表
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
で

き
る
」
と
総
括
し
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
中
嶋
元
香
）
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ー
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

撮
影
は
昨
年
2
月
23
日
に
実
施
。

岡
山
県
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
協

議
会
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
地
域
の
魅

力
を
広
く
発
信
し
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
振
興

の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
に
携
わ
る
病
院
と
し
て
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
で
き
た

こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
映

画
を
ご
覧
い
た
だ
く
際
に
は
、
ぜ
ひ

当
院
が
登
場
す
る
シ
ー
ン
に
も
ご
注

目
く
だ
さ
い
。

（
済
生
記
者
　
髙
畑
貴
子
）

〈
兵
庫
〉
特
養
ふ
じ
の
里

大
好
評
の
焼
き
肉
パ
ー
テ
ィ
ー

　

3
月
5
日
、
西
館
西
町
3
丁
目
の

食
堂
で
入
居
者
さ
ん
8
人
・
職
員
4

人
が
焼
き
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

入
居
者
さ
ん
に
食
べ
た
い
も
の
を

聞
い
た
と
こ
ろ「
お
肉
が
食
べ
た
い
」

と
い
う
意
見
が
多
く
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
肉
料
理
が
食
べ
た
い
か
ア
ン
ケ

ー
ト
を
と
っ
た
結
果
、
満
場
一
致
で

焼
き
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら「
楽
し
み
や
な
あ
」

と
待
ち
遠
し
そ
う
な
入
居
者
さ
ん
た

ち
。
い
ざ
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
で
お
肉

を
焼
き
始
め
る
と
フ
ロ
ア
に
い
い
香

り
が
広
が
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
用

意
し
た
は
ず
の
お
肉
は
「
や
わ
ら
か

く
て
お
い
し
い
」「
も
っ
と
ち
ょ
う

だ
い
」
と
み
る
み
る
う
ち
に
な
く
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
「
お
い
し
か
っ
た
か
ら
、

ま
た
し
て
な
」
と
の
感
想
が
あ
り
、

次
年
度
も
焼
き
肉
が
で
き
る
機
会
を

つ
く
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
西
館
介
護
課
　
介
護
士
　

円
口
貴
美
子
）

岡
山
済
生
会
総
合
病
院

話
題
の
映
画
の
ロ
ケ
地
に

　

当
院
が
ロ
ケ
地
と
し
て
撮
影
協
力

し
た
映
画
「
劇
場
版
ト
リ
リ
オ
ン
ゲ

ー
ム
」
が
2
月
14
日
に
公
開
初
日
を

迎
え
ま
し
た
。
映
画
の
中
で
当
院
の

病
室
が
登
場
し
、
物
語
の
重
要
な
シトリリオンカジノの近くの病院として登場
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〈
埼
玉
〉
川
口
乳
児
院

笑
顔
満
開
の
ひ
な
祭
り

　

全
3
ク
ラ
ス
の
女
児
11
人
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
3
月
3
日
に
院

内
の
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
ひ
な
祭
り
を

行
な
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
感
染
状
況
も
落
ち
着
い
て

い
た
た
め
、
医
療
ケ
ア
の
ク
ラ
ス
の

子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

女
児
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
着
物
や
ド

レ
ス
で
お
し
ゃ
れ
を
し
て
参
加
。
保

育
士
に
よ
る
ひ
な
祭
り
の
出
し
物
を

楽
し
み
、「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」

を
歌
い
な
が
ら
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

に
夢
中
に
な
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

夕
食
は
調
理
員
さ
ん
の
心
の
こ
も

っ
た
、
か
わ
い
ら
し
い
行
事
食
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
一
つ
で
も
多
く
の
楽

し
み
を
見
つ
け
、
一
日
で
も
多
く
笑

顔
で
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。

（
済
生
記
者
　
大
貫
典
子
）

〈
大
阪
〉
新
泉
南
病
院

運
動
で
元
気
な
毎
日
を

　

1
月
17
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
り
ん

く
う
泉
南
で
第
26
回
市
民
公
開
健
康

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
講
座
で

は
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
充
実
し
た
日

常
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
当
院

の
島
本
幸
子
医
師
と
久
保
貴
幹
理
学

療
法
士
が
「
運
動
を
し
て
、
も
っ
と

元
気
に
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
な

い
ま
し
た
。

　

日
常
生
活
に
お
い
て
、
体
の
動
作

に
不
自
由
の
な
い
状
態
を
保
つ
こ
と

が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
伝
え
、

運
動
に
よ
る
改
善
方
法
を
説
明
。
適

切
な
運
動
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
、
高

齢
に
な
る
に
つ
れ
て
介
護
が
必
要
に

な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
た
め
、
約
30

人
の
参
加
者
に
有
酸
素
運
動
と
レ
ジ

ス
タ
ン
ス
運
動
を
体
験
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
体
験
す
る
こ
と
で
皆
さ
ん

は
正
し
い
運
動
方
法
を
理
解
し
、
そ

の
有
用
性
を
実
感
で
き
た
と
思
い
ま

す
。　
　
（
済
生
記
者
　
荒
田
安
章
）

〈
山
形
〉
小
白
川
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

全
職
員
が
緊
急
時
対
応
を
学
ぶ

　

昨
年
12
月
か
ら
の
3
カ
月
間
、
当

セ
ン
タ
ー
の
看
護
職
員
が
中
心
と
な

り
心
肺
蘇
生
・
A
E
D
の
研
修
会

を
計
4
回
行
な
い
、
54
人
の
職
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
や
乳
幼
児
が
利
用
す
る

当
セ
ン
タ
ー
で
は
全
職
員
が
心
肺

蘇
生
・
A
E
D
の
研
修
会
を
受
け
、

緊
急
時
の
対
応
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
仕
方
が
難
し
か
っ
た
が
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
役
立
つ
か
ら
研
修
を

受
け
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

　

施
設
内
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
救

急
の
現
場
に
立
ち
会
っ
た
際
に
も
素

早
く
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、
研
修

を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
岩
城
多
香
代
）
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〈
山
形
〉
特
養
な
が
ま
ち
荘

勤
続
30
年
を
振
り
返
っ
て

　

2
月
7
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
山
形
で
「
山
形
県
済
生
会
永
年

勤
続
表
彰
式
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
荘
か
ら
は
30
年
表
彰
の
岩
﨑
勝
也

施
設
長
や
筆
者
を
含
む
4
人
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
山
形
済
生
病

院
を
は
じ
め
、
7
カ
所
の
福
祉
施
設

の
表
彰
者
が
一
堂
に
会
し
、
済
生
会

の
歴
史
と
つ
な
が
り
を
感
じ
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

30
年
を
振
り
返
る
と
、
う
ま
く
い

っ
た
思
い
出
よ
り
も
、
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
い
つ
ま
で
も
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
こ
こ
ま
で
続
け

ら
れ
た
の
は
、
困
っ
た
と
き
に
助
け

て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
、
同
僚
、
後

輩
、
関
係
す
る
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
私
が
そ
の
一
翼
と
な

る
べ
く
、
で
き
る
こ
と
を
丁
寧
に
積

み
重
ね
、
よ
り
い
っ
そ
う
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
な
で
し
こ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
保
健
師
　
野
口
美
也
子
）

〈
長
野
〉
佐
久
市
特
養

シ
ル
バ
ー
ラ
ン
ド
み
つ
い

楽
し
く
で
き
る
認
知
症
予
防

　

3
月
9
日
、
地
域
の
方
々
を
対
象

に
認
知
症
予
防
教
室
「
い
き
や
し
ょ

み
つ
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
佐

久
市
民
の
日
協
賛
事
業
の
一
環
と
し

て
再
開
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
14
人
は
、
軽
い
ス
ト
レ

ッ
チ
や
認
知
症
予
防
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
る
脳
ト
レ
を
通
じ
て
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
特
に
、
体

と
頭
と
指
先
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
は
脳

の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
し

た
。
教
室
開
始
時
の
緊
張
し
た
顔
つ

き
か
ら
、
終
了
時
に
は
「
楽
し
か
っ

た
！
」「
ま
た
や
り
た
い
」
と
い
う

感
想
と
と
も
に
明
る
い
笑
顔
に
変
わ

っ
た
参
加
者
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
地

元
の
日
野
屋
さ
ん
の
お
い
し
い
桜
餅

を
お
土
産
と
し
て
お
渡
し
し
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
山
浦
裕
子
）

山
口
総
合
病
院

「
腎
臓
病
っ
て
な
〜
に
？
」

刑
務
所
で
講
演

　

2
月
21
日
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
事
業
と
し
て
、
山
口
刑

務
所
で
当
院
の
今
井
剛
副
院
長
が
腎

疾
患
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
な
い
ま

し
た
。

　

健
康
意
識
向
上
を
目
的
に
「
腎
臓

病
っ
て
な
～
に
？
」
の
タ
イ
ト
ル
で

行
な
わ
れ
、
今
井
副
院
長
が
腎
臓
の

機
能
や
病
気
の
種
類
な
ど
に
つ
い
て

説
明
。
講
演
後
は
受
刑
者
か
ら
「
若

い
人
で
も
腎
臓
病
に
な
る
の
か
」「
以

前
血
尿
が
出
て
結
石
と
言
わ
れ
た
が

腎
臓
の
病
気
の
可
能
性
も
あ
る
の

か
」
な
ど
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
2
5
1
人
の
受
刑
者
が

参
加
し
、
真
剣
な
表
情
で
講
演
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
講
演

会
を
通
じ
、
受
刑
者
の
皆
さ
ん
が
出

所
後
の
生
活
改
善
を
踏
ま
え
て
健
康

意
識
を
見
直
す
き
っ
か
け
づ
く
り
が

で
き
た
の
で
は
と
感
じ
ま
す
。

（
M
S
W
　
田
中
絵
美
）

左から大波孝至さん、岩﨑勝也さん、野口美也子さん（筆者）、種本佳奈恵さん
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イ
ン
ド
の
特
別
支
援
学
校
で
デ
ジ

リ
ハ
の
導
入
が
始
ま
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
2
月
5
～
11
日
、
筆
者
は

現
地
の
先
生
方
を
支
援
す
る
た
め
、

株
式
会
社
デ
ジ
リ
ハ
の
方
々
に
同
行

し
て
デ
リ
ー
・
プ
ネ
ー
・
バ
ン
ガ
ロ

ー
ル
の
3
都
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

デ
ジ
リ
ハ
は
各
種
セ
ン
サ
ー
を
用

い
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
、
障
害
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
子
ど
も
が
楽
し
め
る
ツ
ー

ル
で
す
。
当
施
設
と
北
海
道
済
生
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
2
0
2
2
年

か
ら
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
の
特
別
支
援
学
校
の
先
生

方
は
「
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
し
た

い
」
と
い
う
熱
意
に
あ
ふ
れ
、
積
極

的
に
課
題
を
共
有
し
て
く
れ
ま
し
た
。

筆
者
は
当
施
設
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
も
と
に
、
セ
ン
サ
ー
の
活
用
や
支

援
に
つ
い
て
ポ
イ
ン
ト
を
直
接
伝
え
、

デ
ジ
リ
ハ
の
楽
し
さ
を
説
明
し
ま
し

た
。（

通
所
事
業
支
援
室
長 

兼 

療
育
医

療
技
術
室
課
長 

兼 

企
画
調
整
室
課

長
／
作
業
療
法
士
　
小
玉
武
志
）

福
井
県
済
生
会
病
院

事
務
部
で
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

　

2
月
下
旬
～
3
月
中
旬
に
事
務
部

内
で
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
を
4
回
開
催

し
、
職
員
1
2
0
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
も
何
回
か
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
は
「
今
後
の
人

材
育
成
の
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
、

同
世
代
の
職
員
同
士
で
グ
ル
ー
プ
を

構
成
。
世
代
ご
と
の
視
点
を
生
か
し

な
が
ら
、
テ
ー
マ
に
対
す
る
意
見
交

換
や
情
報
共
有
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
若
手
が
成
長
で

き
る
体
制
づ
く
り
が
重
要
」「
職
員

が
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境

の
整
備
」
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
寄

せ
ら
れ
、
世
代
ご
と
の
課
題
や
期
待

が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同

世
代
で
情
報
を
共
有
し
交
流
が
深
ま

る
貴
重
な
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

（
総
務
・
企
画
課
　
山
村
健
太
）

「
デ
ジ
リ
ハ
」活
用
法
を
伝
え
に
イ
ン
ド
へ
職
員
派
遣

〈
北
海
道
〉
み
ど
り
の
里
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熊
本
病
院

透
析
医
療
の
知
識
・
技
術
向
上

4
年
ぶ
り
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

第
7
回
済
生
会
透
析
セ
ミ
ナ
ー

i
n
熊
本
が
、
2
月
23
日
に
熊
本

城
ホ
ー
ル
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
人
数
は
1
0
0
人
を

超
え
、
透
析
患
者
の
合
併
症
対
策
を

テ
ー
マ
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
2
0
1
8
年

に
熊
本
で
第
1
回
が
開
催
さ
れ
て
以

来
、
東
京
、
岡
山
、
水
戸
、
北
九
州
、

横
浜
と
各
地
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
21
年
に
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
一
時
休
止
さ
れ
、
4
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
会
長
の
当
院
腎
臓
科
部

長
・
副
島
一
晃
医
師
を
は
じ
め
、
透

析
室
所
属
ス
タ
ッ
フ
や
多
職
種
（
医

師
、
薬
剤
師
、
臨
床
工
学
技
士
）
の

講
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
透
析

医
療
の
症
例
を
紹
介
。
参
加
者
に
と

っ
て
貴
重
な
学
び
の
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

次
回
セ
ミ
ナ
ー
は
、
来
年
2
月
に

山
口
県
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

（
医
療
秘
書
室
　
末
藤
の
ぞ
み
）

〈
福
岡
〉
二
日
市
病
院

春
の
筑
紫
野
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

3
月
1
日
、
筑
紫
野
市
で
開
催
さ

れ
た
コ
ー
プ
共
済
健
康
づ
く
り
支
援

イ
ベ
ン
ト
「
コ
ー
す
け
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
筑
紫
野
」
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま

し
た
。
当
日
は
筑
紫
野
市
役
所
を
ス

タ
ー
ト
し
、
紫
藤
の
滝
や
武
蔵
寺
な

ど
の
史
跡
、
二
日
市
温
泉
を
巡
る
約

6
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
約
4
0
0
人
も

の
参
加
者
が
春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が

ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。
ス
タ
ー
ト
時
の

空
は
快
晴
で
、
絶
好
の
お
散
歩
日
和

と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん

も
、
思
い
思
い
に
景
色
を
眺
め
た
り
、

会
話
を
楽
し
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子

で
し
た
。

　

当
院
は
よ
り
効
果
的
に
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、

ス
タ
ー
ト
前
に
理
学
療
法
士
に
よ
る

歩
き
方
レ
ク
チ
ャ
ー
を
実
施
。
骨
密

度
測
定
と
体
組
成
測
定
の
健
康
チ
ェ

ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、
ゴ
ー
ル
後

は
多
く
の
方
が
自
身
の
健
康
状
態
を

確
認
し
て
い
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
久
冨
大
史
）

〈
茨
城
〉
水
戸
済
生
会
総
合
病
院

脳
の
健
康
寿
命
を
伸
ば
そ
う

　

2
月
8
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
水
戸

内
原
で
市
民
公
開
講
座
「
脳
の
健
康

寿
命
を
伸
ば
そ
う
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
本
講
座
は
未
来
に
向
け
た
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
協
定
に
基
づ
く

取
り
組
み
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。

　

脳
神
経
内
科
・
木
村
健
介
主
任
部

長
、
脳
神
経
外
科
・
小
磯
隆
雄
部

長
、
浅
井
佳
子
認
知
症
看
護
認
定
看

護
師
に
よ
る
講
演
、
高
齢
者
体
験
ブ

ー
ス
、
認
知
機
能
チ
ェ
ッ
ク
等
の
健

康
相
談
イ
ベ
ン
ト
は
大
好
評
。
当
日

は
1
8
8
人
の
地
域
住
民
が
来
場
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し
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
脳
卒
中
予
防
を
す
ぐ
に
始
め

た
い
」「
認
知
症
の
家
族
と
の
接
し

方
が
よ
く
分
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
最
新
治
療
に
つ
い
て
講

演
し
た
木
村
医
師
は
「
地
域
住
民
の

脳
疾
患
を
少
し
で
も
減
ら
せ
る
よ
う

今
後
も
継
続
し
て
開
催
し
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
今
野
正
俊
）

〈
鳥
取
〉
境
港
総
合
病
院

事
務
職
員
の
交
流
研
修

　

2
月
19
日
、
事
務
職
員
交
流
制
度

で
の
研
修
体
験
に
つ
い
て
の
院
内
報

告
会
を
当
院
会
議
室
で
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
他
病
院
の
業
務
内
容
や

方
法
を
直
接
学
ぶ
事
務
職
員
交
流
制

度
で
の
研
修
内
容
を
共
有
す
る
た
め

の
報
告
会
で
、
19
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

今
回
、
総
務
課
の
坂
本
佑
太
さ
ん

は
福
井
県
済
生
会
病
院
総
務
課
で

D
X
化
に
よ
る
総
務
業
務
の
効
率

化
に
つ
い
て
、
総
務
課
の
松
田
智
美

さ
ん
は
〈
神
奈
川
〉
横
浜
市
東
部
病

院
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
で
人
材
育
成

に
つ
い
て
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
課
の
森

脇
知
里
さ
ん
は
〈
大
阪
〉
中
津
病
院

医
療
サ
ー
ビ
ス
課
で
入
院
係
の
業
務

内
容
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
研
修
体
験
や
自
院
・
自
部
署

で
の
活
用
案
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

報
告
者
か
ら
の
具
体
的
な
活
用
案

の
提
案
を
聞
き
、
参
加
し
た
職
員
か

ら
も
「
人
材
教
育
や
各
部
署
で
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
亀
尾
美
子
）

〈
広
島
〉
特
養
た
か
ね
荘
こ
や
う
ら

子
ど
も
た
ち
と
振
り
返
る

西
日
本
豪
雨
災
害

　

2
月
19
日
に
地
元
の
坂
町
立
小
屋

浦
小
学
校
5
年
生
7
人
と
施
設
利
用

者
30
人
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
7
月
に
発
生
し
た
西
日

本
豪
雨
災
害
で
こ
の
小
屋
浦
地
区
は

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
大
半

の
児
童
が
こ
の
災
害
を
経
験
し
て
お

り
、
自
ら
の
経
験
や
防
災
に
つ
い
て

の
知
識
を
盛
り
込
ん
だ
紙
芝
居
を
手

作
り
し
、
当
施
設
の
皆
さ
ん
に
読
み

聞
か
せ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
紙
芝
居
を
聞
き
な
が
ら
、
時

に
笑
い
、
時
に
は
涙
を
流
し
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
純
粋
な
思
い

と
と
も
に
、
防
災
の
大
切
さ
を
改
め

て
実
感
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
坂
本
洋
司
）
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材
育
成
、
ケ
ア
の
質
の
向
上
な
ど
を

テ
ー
マ
に
自
由
に
研
究
を
発
表
す
る

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
も
山
形

県
済
生
会
の
各
施
設
か
ら
60
人
以
上

の
参
加
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
報
告
・
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
山
形
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
「
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
災
害
へ

の
備
え
に
関
す
る
取
り
組
み
」。
ま

た
、
優
秀
賞
に
は
特
養
な
が
ま
ち
荘

の
「
自
然
排
便
を
目
指
し
て
」
と
、

は
や
ぶ
さ
保
育
園
の
「
配
慮
が
必
要

な
子
ど
も
の
現
状
と
そ
こ
か
ら
見
え

て
く
る
課
題
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
究
発
表
が
ゴ
ー
ル
で
は

な
く
、
良
い
取
り
組
み
は
今
後
も
継

続
し
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
得
た
気
付

き
を
も
と
に
さ
ら
に
良
く
し
て
い
け

神
奈
川
県
病
院

小
学
生
が
音
楽
で
届
け
た

癒
や
し
の
ひ
と
と
き

　

2
月
20
日
と
3
月
11
日
、
南
神
大

寺
小
学
校
5
年
1
組
の
児
童
21
人
が

入
院
患
者
さ
ん
の
前
で
ア
カ
ペ
ラ
を

披
露
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
音
楽

療
法
の
学
習
で
、
神
奈
川
大
学
ア
カ

ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
や
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
で
歌
を
披
露
。
移
動

ベ
ッ
ド
や
車
椅
子
の
患
者
さ
ん
も
参

加
し
、
手
話
を
交
え
た
動
き
で
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
た
。
歌
を
聞
い
て
感

動
の
涙
を
流
す
患
者
さ
ん
の
姿
も
。

児
童
た
ち
は
「
一
緒
に
手
話
を
し
た

り
、
手
を
振
っ
た
り
し
て
く
れ
て
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」「
音
楽
で
癒
や

し
を
届
け
ら
れ
て
う
れ
し
い
」
と
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
長
島
敦
院
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
、
北
海
道
済
生
会
か
ら

提
供
し
て
も
ら
っ
た
「
お
た
る
水
族

缶
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
、
児
童

た
ち
は
大
喜
び
。
音
楽
を
通
じ
た
温

か
な
交
流
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
小
山
友
輝
）

山
形
県
済
生
会

若
手
の
登
竜
門
に
60
人
超

ケ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
情
報
共
有

　

2
月
2
日
、
第
7
回
山
形
県
済
生

会
ケ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
若
手
職
員

の
登
竜
門
と
し
て
、
業
務
改
善
や
人
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れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
老
健
フ
ロ
ー
ラ
さ
い
せ
い
　

事
務
職
員
　
山
田
沙
也
加
）

〈
佐
賀
〉
唐
津
病
院

こ
ど
も
支
援
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

　

2
月
12
日
、
地
域
の
こ
ど
も
食

堂
の
運
営
を
は
じ
め
生
活
困
窮
者

の
支
援
や
地
域
の
交
流
促
進
な
ど

を
行
な
っ
て
い
る
N
P
O
法
人

K
A
R
A
T
S
U
の
生
駒
明
子
代

表
に
園
田
孝
志
院
長
が
寄
付
金
を
お

渡
し
し
ま
し
た
。
こ
の
寄
付
金
は
1

月
6
～
31
日
に
当
セ
ン
タ
ー
の
職
員

か
ら
募
っ
た
も
の
で
す
。

　

唐
津
市
で
は
現
在
20
カ
所
程
度
の

こ
ど
も
食
堂
が
活
発
に
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
院
は
活
動
費
の
寄
付
や

物
品
の
寄
贈
を
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト

の
お
手
伝
い
を
し
た
り
す
る
こ
と

で
支
援
。
今
は
新
学
期
を
前
に
職
員

か
ら
不
要
な
学
用
品
な
ど
を
募
っ
て
、

同
法
人
の
「
学
用
品
・
制
服
ド
ラ
イ

ブ
」
活
動
の
支
援
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

今
後
も
地
域
の
こ
ど
も
支
援
活
動
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
済
生
記
者
　
相
島
蘭
香
）

〈
山
口
〉
豊
浦
病
院

祝
！ 

看
護
師
一
年
生
卒
業

　

3
月
6
日
、
2
0
2
4
年
度
新

人
看
護
職
員
6
人
（
1
人
欠
席
）
を

対
象
に
、
プ
リ
セ
プ
テ
ィ
1
年
目
研

修
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
1
年
間
で
習
得
し

た
知
識
・
技
術
・
態
度
を
振
り
返
っ

て
発
表
す
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
の

強
み
と
弱
み
を
知
り
次
年
度
の
課
題

を
見
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ま

す
。

　

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
は
1
年
間
の

思
い
出
や
病
棟
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
、
涙
ぐ
む
場
面
も
。

最
後
に
所
属
長
か
ら
修
了
証
を
手
渡

し
、
記
念
撮
影
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

一
年
生
卒
業
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
4
月
か
ら
は
先
輩
看
護
師

に
な
り
ま
す
。
自
分
が
さ
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
、
か
け
ら
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
言
葉
を
次
の
新
人
看
護
師

に
対
し
て
心
掛
け
て
く
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
病
院
一
丸
と
な
っ
て

「
と
よ
さ
い
」
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
！（

済
生
記
者
　
西
田
千
鶴
）
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第
9
回
や
ま
が
た
障
が
い
児
者
ア

ー
ト
公
募
展
「
A
r
t 

D
i
g
る

～
べ
（
ア
ー
ト　

デ
ィ
グ
る
～
べ
）」

で
、
応
募
総
数
1
2
5
点
の
中
か

ら
入
居
者
の
我
妻
み
つ
子
さ
ん
の
描

い
た
絵
が
見
事
入
選
し
ま
し
た
。

　

当
荘
で
取
り
組
ん
で
い
る
臨
床
美

術
を
用
い
た
活
動
で
制
作
し
た
作
品

で
、題
名
は「
た

べ
た
い
な
～
」。

好
き
な
絵
の
具

の
色
を
選
ん
で

も
ら
い
、
白

い
画
用
紙
に
自

分
の
好
き
な
よ

う
に
塗
っ
た
り
、

絵
の
具
を
垂
ら

し
た
り
し
て
表

現
し
ま
し
た
。

　

我
妻
さ
ん
は

2
月
18
日
に
作

品
が
展
示
さ
れ

て
い
る
「
ぎ
ゃ

ら
り
ー
ら
・
ら
・

ら
」
に
担
当
職

員
と
一
緒
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

額
縁
に
飾
ら
れ

た
作
品
は
ひ
と

き
わ
輝
い
て
お
り
、
と
て
も
素
晴
ら

し
か
っ
た
で
す
。

（
介
護
職
員
　
西
塔
有
芽
香
）

〈
群
馬
〉
前
橋
病
院

介
護
を
詠
ん
だ
俳
句
で
優
秀
賞

　
「
か
ら
か
ら
と
語
ら
う
介
護
冬
暁
」

　

2
月
16
日
に
行
な
わ
れ
た
第
77
回

済
生
会
学
会
「
俳
句
済
生
会
」
で
、

筆
者
が
詠
ん
だ
句
が
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

当
院
の
看
護
管
理
者
に
は
永
年
勤

続
30
年
前
後
の
同
年
代
が
多
く
い
ま

す
。
子
育
て
が
一
段
落
す
る
と
介
護

の
問
題
が
出
て
き
ま
す
。
専
門
職
と

し
て
対
応
方
法
を
十
分
に
知
っ
て
い

る
も
の
の
、
当
事
者
と
な
る
と
途
端

に
素
人
の
感
覚
に
陥
り
ま
す
。

　

両
親
や
義
父
母
が
変
わ
っ
て
い
く

過
程
を
受
け
入
れ
る
の
は
非
常
に
辛

く
、
悲
し
い
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
か
ら
か
ら
と
明
る
く
介
護
を
語

り
共
有
す
る
こ
と
で
、
冬
の
よ
う
に

先
の
見
え
な
い
苦
し
さ
の
中
、
一
筋

の
明
か
り
を
見
い
だ
し
て
い
こ
う
と

す
る
、
そ
ん
な
看
護
部
で
あ
り
た
い

―
―
こ
の
よ
う
な
思
い
を
込
め
て
言

葉
を
並
べ
て
み
ま
し
た
。

　

師
長
会
で
受
賞
を
報
告
し
、
大
き

な
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

幸
運
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。（

看
護
部
長
　
山
賀
理
恵
）

〈
神
奈
川
〉
金
沢
若
草
園

自
販
機
補
充
作
業
を
経
験

　

東
京
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
株
式
会

社
の
協
力
の
も
と
、
2
月
19
日
に
利

用
者
さ
ん
の
作
業
訓
練
と
し
て
自
動

販
売
機
の
補
充
作
業
を
行
な
い
ま
し

た
。

　

こ
の
作
業
訓
練
は
、
就
労
に
必
要

な
知
識
や
作
業
内
容
な
ど
を
よ
り
実

践
的
に
習
得
で
き
る
よ
う
に
毎
月
2

回
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
利
用

者
さ
ん
9
人
が
参
加
し
、
当
園
ロ
ビ

ー
に
設
置
し
て
あ
る
自
動
販
売
機
の

入
居
者
の
我
妻
さ
ん
　
ア
ー
ト
展
で
入
選

〈
山
形
〉
特
養
な
が
ま
ち
荘
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補
充
作
業
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

利
用
者
さ
ん
か
ら
は
「
キ
リ
ン
の

会
社
で
補
充
を
行
な
う
仕
事
を
や
り

た
い
」「
今
回
は
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
が

一
番
売
れ
た
ね
」
な
ど
の
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

　

自
動
販
売
機
の
補
充
作
業
は
、
商

品
の
補
充
だ
け
で
な
く
、
お
金
の
管

理
や
季
節
ご
と
の
商
品
入
れ
替
え
、

清
掃
作
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

利
用
者
さ
ん
の
技
能
範
囲
を
広
げ
る

取
り
組
み
や
、
作
業
環
境
の
確
保
な

ど
を
進
め
、
就
労
機
会
の
増
進
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
済
生
記
者
　
日
高
　
純
）

〈
福
岡
〉
飯
塚
嘉
穂
病
院

防
火
管
理
を
評
価
さ
れ
表
彰

　

3
月
6
日
、
飯
塚
地
区
消
防
本
部

で
令
和
6
年
度
優
良
事
業
所
表
彰
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
当
院
が
表
彰

を
受
け
、
関
口
直
孝
院
長
と
防
火
管

理
者
で
あ
る
塩
嶋
浩
輔
総
務
課
長
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
消
防
用
設
備
等
の

設
置
・
維
持
管
理
が
適
切
で
、
防
火

管
理
業
務
の
推
進
に
顕
著
な
業
績
が

あ
る
事
業
所
に
対
し
て
、
毎
年
1
事

業
所
の
み
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。
式

典
で
は
、
当
院
の
日
頃
か
ら
の
防
火

へ
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、

賞
状
と
盾
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
口
院
長
は
「
患
者
さ
ん
の
安
全

を
第
一
に
考
え
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
防
火
管
理
に
取
り
組
ん
で
き
た
成

果
が
認
め
ら
れ
、
大
変
光
栄
で
す
。

今
後
も
よ
り
一
層
、
防
火
対
策
に
努

め
ま
す
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま

し
た
。（

経
営
企
画
室
長
　
春
口
勇
介
）

岡
山
済
生
会
総
合
病
院

公
式
n
o
t
e
は
じ
め
ま
し
た

　

2
月
25
日
に
n
o
t
e
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
「
オ
ー
プ
ン
社

内
報
（
社
会
に
オ
ー
プ
ン
な
院
内

報
）」
の
発
信
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

当
院
に
限
ら
ず
、

医
療
機
関
に
は
全
国
の
皆
さ
ん
へ
お

伝
え
し
た
い
情
報
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
を
誰
で
も
読
め
る
オ

ー
プ
ン
社
内
報
と
し
て
発
信
す
る
こ

と
で
、
病
院
や
全
国
の
済
生
会
、
さ

ら
に
は
医
療
全
体
を
よ
り
良
く
す
る

た
め
の
意
見
交
換
の
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

掲
載
記
事
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
病
院

の
「
シ
ゴ
ト
」「
ブ
ラ
ン
ド
」「
ミ
ラ

イ
」。
業
務
改
善
活
動
や
働
き
が
い
、

な
で
し
こ
プ
ラ
ン
、
イ
ベ
ン
ト
、
職

員
研
修
記
な
ど
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、

当
院
の
職
員
が
持
つ
知
識
や
成
功
事

例
な
ど
、
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ

ー
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
済
生
記
者
　
髙
畑
貴
子
）
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〈
大
阪
〉
中
津
病
院

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
感
謝

　

3
月
6
日
、
中
講
堂
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
の
2
0
2
4
年
度
の
活

動
時
間
表
彰
「
第
10
回
こ
も
れ
び
総

会
」
が
行
な
わ
れ
、
13
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
こ
も
れ
び
」
は
当
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
で
、
約
40
人
が
活
動
。

主
に
ロ
ビ
ー
案
内
、
院
内
コ
ン
サ
ー

ト
の
行
事
活
動
、
病
院
外
周
の
花
の

手
入
れ
、
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
患

者
図
書
室
）
の
開
館
サ
ポ
ー
ト
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。

　

森
山
明
宏
院
長
補
佐
か
ら
開
会
の

挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
志
手
淳
也

院
長
が
日
頃
の
活
動
へ
の
感
謝
を
述

べ
、
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
通
算
1
0
0
0

時
間
が
2
人
、
5
0
0
時
間
が
1

人
、
2
0
0
時
間
が
3
人
の
計
6

人
（
2
人
欠
席
）
の
表
彰
を
行
な
い
、

院
長
を
は
じ
め
職
員
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
者
と
話
す
よ
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。（

済
生
記
者
　
鈴
木
亜
希
乃
）

〈
千
葉
〉
習
志
野
病
院

地
域
と
つ
な
が
る
相
談
会

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
で
初
開
催

　

1
月
30
日
に
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
東
習

志
野
で
「
な
で
し
こ
健
康
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

健
康
相
談
会
は
近
く
の
商
店
街
な

ど
で
毎
月
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
で
の
開
催
は
初
。
当

日
は
、
循
環
器
内
科
・
白
石
博
一
医

師
が
医
療
講
演
「
心
臓
の
健
康
を
守

ろ
う
～
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
、
不
整

脈
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

～
」
と
題
し
て
、
心
臓
の
病
気
や
そ

の
兆
候
、
検
査
や
治
療
法
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
心
疾
患
に
つ
い
て

静
岡
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ト
ホ
ー
ム

マ
ッ
サ
ー
ジ
い
か
が
で
す
か

　

3
月
15
日
、「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
イ
ベ
ン
ト
」
が
静
岡
市
役
所
前
の

青
葉
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
障
害
や
、
障
害
の
あ

る
人
に
つ
い
て
の
理
解

と
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、 
障
害
の
あ
る
人
が

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動

に
積
極
的
に
参
加
す
る

な
ど
、
障
害
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
授
産

所
の
物
販
ブ
ー
ス
な
ど

が
あ
り
、
当
施
設
は
あ
ん

摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
・

は
り
師
・
き
ゅ
う
師
の
資

格
を
持
つ
指
導
員
と
研
修
生
の
3
人

で
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
の
ブ
ー
ス

を
出
展
。
来
場
者
55
人
に
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
実
施
し
ま
し
た
。
J
リ
ー
グ

清
水
エ
ス
パ
ル
ス
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
パ
ル
ち
ゃ
ん
」
が
マ

ッ
サ
ー
ジ
体
験
ブ
ー
ス
に
も
来
て
く

れ
ま
し
た
。（

済
生
記
者
　
伊
藤
昌
代
）
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関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
看
護
部
・
栄
養
科
・

健
診
科
・
福
祉
相
談
室
が
そ
れ
ぞ
れ

相
談
ブ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
健
康
相
談
会
は
イ
オ
ン
タ

ウ
ン
の
方
々
に
も
協
力
い
た
だ
き
、

延
べ
73
人
が
来
場
。
地
域
の
方
に
当

院
を
知
っ
て
も
ら
い
、
よ
り
多
く
の

方
が
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
福
祉
相
談
室
長
　
村
田
智
美
）

福
井
県
済
生
会
病
院

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
研
修
会

外
見
の
悩
み
に
寄
り
添
う

　

3
月
12
日
、
当
院
で
ア
ピ
ア
ラ
ン

ス
ケ
ア
医
療
従
事
者
研
修
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
本
研
修
は
厚
生
労
働
省

が
推
進
す
る
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
支
援
モ

デ
ル
事
業
の
一
環
で
、
病
院
職
員
や

地
域
連
携
の
医
療
機
関
に
向
け
て
行

な
い
ま
し
た
。

　

宗
本
義
則
副
院
長
の
挨
拶
の
後
、

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
専
門
家
が
講

演
。
第
一
部
で
は
A
Y
A
世
代
の

が
ん
に
関
す
る
現
状
と
支
援
、
第
二

部
で
は
が
ん
治
療
に
お
け
る
頭
皮
の

ケ
ア
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

院
内
外
か
ら
約
40
人
が
参
加
し
、

患
者
さ
ん
の
外
見
に
関
す
る
悩
み
に

寄
り
添
う
た
め
の
知
識
を
深
め
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

（
総
務
・
企
画
課
　
山
村
健
太
）

〈
兵
庫
〉
小
規
模
特
養
な
で
し
こ

神
戸

笑
顔
が
続
き
ま
す
よ
う
に

　

3
月
3
日
、
入
居
者
さ
ん
29
人
が

参
加
し
「
ひ
な
祭
り
行
事
」
を
行
な

い
ま
し
た
。

　

娘
や
孫
と
過
ご
し
た
ひ
な
祭
り
を

思
い
出
し
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
一
日
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
願
い
開
催
。
女
性
は
お
雛ひ

な

様
の

玉
串
を
、
男
性
は
お
内
裏
様
の
冠
を

模
し
た
被
り
物
を
し
て
、
雛
壇
を
観

賞
し
な
が
ら
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

入
居
者
さ
ん
か
ら
は
「
私
の
家
の

和
室
に
は
も
っ
と
大
き
い
雛
壇
が
飾

っ
て
あ
っ
た
の
よ
」「
私
は
片
付
け

大
変
だ
か
ら
掛
け
軸
だ
っ
た
。
い
つ

ま
で
も
出
し
て
い
た
ら
お
嫁
に
い
け

な
い
で
し
ょ
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
ひ
な

祭
り
の
思
い
出
話
が
聞
け
ま
し
た
。

（
な
で
し
こ
介
護
課 

　
介
護
士
　

石
飛
裕
子
）
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ー
ド
を
話
し
ま
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
で
の
情
報
発
信
は
初
め
て

で
し
た
が
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
2

人
に
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
を
作

っ
て
い
た
だ
き
、
緊
張
し
な
が
ら
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
入
退
院
支
援
室
　
佐
藤
弘
恵
）

〈
岩
手
〉
岩
泉
病
院

雛
祭
り
を
彩
る
七
段
飾
り
で

無
病
息
災
を
願
う

　

当
院
で
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
す
る
一
環
と
し
て
、
地
域

長
崎
福
祉
セ
ン
タ
ー

温
か
な
気
持
ち
で
満
た
さ
れ

「
よ
か
見
物
が
で
き
た
」

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
年
間
を
通
じ

て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
2
月
4
・
6
日
に
は
、

冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
ラ
ン
タ
ン
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
計
11
人
の
利
用

者
さ
ん
と
職
員
が
出
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
中
国
の
「
元
宵
節
」

に
ち
な
ん
だ
行
事
で
、
長
崎
新
地
中

華
街
を
は
じ
め
市
内
中
心
部
が
極
彩

色
の
ラ
ン
タ
ン
で
飾
ら
れ
、
幻
想
的

な
光
景
を
作
り
出
し
ま
す
。
鮮
や
か

に
彩
ら
れ
た
街
並
み
を
見
た
参
加
者

の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
き
れ
か
ね
～
」

「
よ
か
見
物
が
で
き
た
」
と
い
っ
た

感
激
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
天
気
も
良
く
て
気
持
ち

よ
か
っ
た
」
と
い
う
意
見
も
多
く
、

冬
の
清
々
し
い
空
気
の
中
で
の
散
策

は
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

「
夜
だ
と
さ
ら
に
き
れ
い
だ
ろ
う
」

と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　川

端
　
誠
・
川
瀬
義
博
）

〈
東
京
〉
中
央
病
院

参
加
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
で

ラ
ジ
オ
に
初
出
演

　

3
月
13
日
、
東
京
都
港
区
浜
松
町

の
文
化
放
送
で
ラ
ジ
オ
番
組
「
長
野

智
子
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」
に
出
演
し
、

3
月
15
日
に
み
ん
な
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
参
加
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
竹
芝
み

な
と
フ
ェ
ス
タ
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

み
ん
な
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

戸
板
女
子
短
期
大
学
と
埼
玉
県
に
あ

る
福
祉
工
房
に
い
ざ
に
レ
シ
ピ
開
発

を
依
頼
し
、
し
ば
み
つ
と
国
産
レ
モ

ン
を
使
用
し
た
焼
き
菓
子
「
レ
モ
ハ

チ
マ
フ
ィ
ン
」
を
商
品
化
。
そ
の
初

回
販
売
を
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
行
な

う
た
め
、
ラ
ジ
オ
で
告
知
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
番
組
で
は
戸
板
女

子
短
期
大
学
食
物
栄
養
科
学
生
の
渡

辺
翼
さ
ん
と
一
緒
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
紹
介
と
レ
シ
ピ
開
発
の
エ
ピ
ソ
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住
民
の
方
か
ら
譲
り
受
け
た
「
雛ひ

な

人

形
七
段
飾
り
」
を
、
雛
祭
り
に
合
わ

せ
て
2
月
下
旬
か
ら
3
月
10
日
に
か

け
て
院
内
ホ
ー
ル
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
雛
人
形
は
地
域
の
幼
稚
園
で

長
年
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
た
も
の

で
、
そ
の
豪
華
絢
爛
な
雛
人
形
に
、

予
防
接
種
の
た
め
に
来
院
し
た
子
ど

も
た
ち
が
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
患
者
さ
ん
や
院
内
ス
タ
ッ
フ

か
ら
は
「
き
れ
い
だ
ね
」「
と
っ
て

も
豪
華
だ
ね
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な

ど
い
ま
だ
油
断
が
で
き
な
い
中
、
無

病
息
災
を
願
う
季
節
の
行
事
に
触
れ

ら
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
感
じ
ま
し

た
。�

（
済
生
記
者
　
中
嶋
亮
三
）

滋
賀
県
病
院

看
護
人
材
確
保
・
定
着
の

取
り
組
み
を
紹
介

　

2
月
20
日
、
厚
生
労
働
省
主
催
の

「
令
和
6
年
度
医
療
専
門
職
支
援
人

材
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
で
、
松
村
智
子

看
護
部
長
が
当
院
で
の
看
護
補
助
者

の
確
保
・
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み

事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

松
村
看
護
部
長
は
、
看
護
部
が
他

部
署
と
連
携
し
て
経
営
に
参
画
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
調
。
経
営
企
画

課
と
連
携
し
診
療
報
酬
改
定
の
流
れ

を
分
析
し
た
上
で
、
看
護
補
助
者
増

員
に
よ
る
タ
ス
ク
シ
フ
ト
を
実
施
し

た
事
例
や
、
人
事
課
と
連
携
し
た
新

規
人
材
確
保
と
雇
用
定
着
に
向
け
た

求
人
活
動
の
促
進
、
独
自
の
キ
ャ
リ

ア
ラ
ダ
ー
に
よ
る
人
材
育
成
な
ど
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
5
0
0
人
が
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
し
、
今
回
の
テ
ー
マ
へ
の

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
有
馬
真
由
美
）

〈
熊
本
〉
み
す
み
病
院

永
年
勤
続
表
彰
で

思
い
出
話
に
笑
顔
咲
く

　

3
月
3
日
、
済
生
会
永
年
勤
続
表

彰
の
伝
達
式
を
院
内
で
行
な
い
ま
し

た
。

　

今
年
は
20
年
表
彰
6
人
、
10
年
表

彰
16
人
の
合
計
22
人
が
表
彰
を
受
け
、

吉
岡
正
一
院
長
が
表
彰
状
と
記
念
品

を
授
与
し
た
後
、
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
被
表
彰
者
代
表
の
謝

辞
で
は
、
昔
の
懐
か
し
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
語
ら
れ
、
笑
い
を
誘
う
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。

　

数
年
前
ま
で
は
10
年
表
彰
が
中
心

で
し
た
が
、
開
院
か
ら
20
年
が
過
ぎ

た
こ
と
で
う
れ
し
い
こ
と
に
20
年
表

彰
を
受
け
る
職
員
も
増
え
て
い
ま
す
。

長
年
、
尽
力
し
て
く
れ
て
い
る
職
員

の
皆
さ
ん
へ
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
も
当
院
や
こ
の
地
域
を
一

緒
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
を
切

に
願
っ
て
い
ま
す
。

（
済
生
記
者
　
舩
橋
麻
紀
）
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〈
神
奈
川
〉
横
浜
市
東
部
病
院

活
動
成
果
報
告
会
に
7
演
題

　

2
月
21
日
、
当
院
多
目
的
ホ
ー

ル
でT

Q
M

 A
nnual M

eeting 
2024

を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
に

引
き
続
き
開
か
れ
た
本
会
は
、
部
署

や
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
成
果
報
告
会
で
、
当
日
は
44
人

が
聴
講
。
演
題
は
全
部
で
七
つ
あ
り
、

三
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
。　

放
射
線
部
に
よ

る
報
告
書
の
未
読

対
策
、
人
工
呼
吸

器
ケ
ア
を
学
び
た

い
看
護
師
に
向
け

た
ブ
レ
ン
デ
ッ
ド

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取

り
入
れ
た
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
、

骨
代
謝
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
骨
粗
鬆
症

治
療
と
予
防
な
ど
、

多
様
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
の
最
後
に
、

三
角
隆
彦
院
長
が

「
い
ず
れ
の
演
題

も
内
容
や
発
表
方

法
に
工
夫
が
見
ら

れ
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
毎
年
恒
例

の
会
と
な
り
も
っ
と
多
く
の
職
員
に

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
荒
木
愛
美
）

〈
大
阪
〉
泉
尾
病
院

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
地
域
連
携
強
化

　

2
月
1
日
、
地
域
医
療
機
関
と
の

連
携
強
化
を
目
的
と
し
て
「
大
正
泉

尾
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
ホ
テ
ル
日
航
大

阪
で
開
催
し
、
現
地
・
オ
ン
ラ
イ
ン

合
わ
せ
て
1
5
0
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、当
院
薬
剤
科
・

三
箇
山
宏
樹
主
任
科
長
が
「
医
療
用

医
薬
品
の
安
定
供
給
」
に
つ
い
て
講

演
し
た
後
、
近
畿
大
学
病
院
心
臓
血

管
外
科
・
坂
口
元
一
教
授
が
特
別
講

演
「
心
臓
弁
膜
症
に
対
す
る
低
侵

襲
手
術
と
抗
凝
固
療
法
」
を
行
な
い
、

参
加
者
に
深
い
知
見
を
提
供
し
ま
し

た
。
ま
た
、
各
診
療
科
の
医
師
に
よ

る
診
療
科
紹
介
も
行
な
い
ま
し
た
。

　

各
講
演
内
容
に
関
し
て
参
加
者
か

ら
の
積
極
的
な
質
問
も
あ
り
、
非
常

に
充
実
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り
ま

し
た
。（

済
生
記
者
　
高
木
明
日
実
）

〈
福
岡
〉
飯
塚
嘉
穂
病
院

院
長
の
熱
唱
で
フ
ィ
ナ
ー
レ

　

3
月
7
日
、
当
院
3
階
の
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
で
春
の

演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
長
期
入

院
中
の
患
者
さ
ん
を
元
気
づ
け
よ
う

と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
医
師
や

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
有
志
に

よ
る
バ
ン
ド
「K

’s m
usic club

」

が
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
約
35
人
と
ス
タ
ッ
フ
約

15
人
が
集
ま
り
、
演
奏
が
始
ま
る
と

皆
が
笑
顔
に
。
患
者
さ
ん
た
ち
は
瀧

廉
太
郎
の
「
花
」、
ゆ
ず
の
「
栄
光

の
架
橋
」
な
ど
の
演
奏
に
合
わ
せ
て

手
拍
子
を
し
た
り
、
口
ず
さ
ん
だ
り

し
な
が
ら
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

演
奏
会
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
サ

プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
関
口
直
孝
院
長
が

登
場
し
、コ
ブ
ク
ロ
の
「
桜
」
を
熱
唱
。

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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終
了
後
も
患
者
さ
ん
か
ら
の
リ
ク
エ

ス
ト
に
応
え
、
院
長
は
患
者
さ
ん
と

デ
ュ
エ
ッ
ト
を
披
露
し
ま
し
た
。

（
経
営
企
画
室
長
　
春
口
勇
介
）

　

発
表
者
た
ち
は
緊
張
し
な
が
ら
も
、

自
ら
の
経
験
や
学
び
を
し
っ
か
り
と

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
聴
講
者
と
し
て
先
輩
ナ

ー
ス
や
介
護
職
員
な
ど
42
人
が
参
加

し
、
発
表
者
た
ち
の
努
力
を
温
か
く

見
守
り
ま
し
た
。

　

発
表
会
の
最
後
に
は
看
護
師
長
か

ら
の
感
動
的
な
総
評
が
あ
り
、
看
護

部
長
か
ら
看
護
師
2
年
目
研
修
の

「
修
了
証
書
」
が
手
渡
さ
れ
、
発
表

者
た
ち
の
努
力
が
正
式
に
認
め
ら
れ

る
瞬
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
を
通
じ
て
、
看
護
職
員

た
ち
は
さ
ら
な
る
成
長
を
遂
げ
、
今

後
の
実
践
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
を

誓
い
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
藤
岡
拓
人
）

　

1
月
18
日
、
東
京
都
内
で
全
国
済

生
会
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
研
究
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
が
1
回
目
で

「
医
療
改
善
と
病
院
経
営
事
例
報
告
」

「
各
病
院
で
の
取
り
組
み
の
情
報
共

有
」
を
目
的
に
、22
施
設
か
ら
医
師
・

看
護
師
な
ど
62
人
が
一
堂
に
会
し
ま

し
た
。

　
〈
神
奈
川
〉
横
浜
市
東
部
病
院
の

三
角
隆
彦
院
長
、
滋
賀
県
病
院
の
三

木
恒
治
院
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
筆

者
が
会
の
主
旨
説
明
を
行
な
い
ま
し

た
。

　
E

xecutive

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

病
院
経
営
と
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
導

入
に
関
わ
る
演
題
を
二
つ
、
同
様
に

E
xecutive Surgeon

セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
化
と
臨
床
改
善
に
よ
る
ト

ー
タ
ル
コ
ス
ト
ケ
ア
の
2
演
題
を
発

表
。
ま
た
、
後
半
で
はD

a V
inci

最
新
機
種
Ｓ
Ｐ
を
使
用
し
た
事
例
紹

介
や
手
術
室
看
護
師
に
よ
る
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

（
代
表
　
石
田
　
勝
／
横
浜
市
東
部
病
院

　
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
セ
ン
タ
ー
長
）

〈
三
重
〉
明
和
病
院

看
護
師
2
年
目
の

経
験
と
学
び
を
発
表

　

2
月
20
日
、
看
護
教
育
委
員
会
が

主
催
す
る
2
年
目
看
護
職
員
研
修

「
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
」
発
表
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
研
修
を
受
け
た
4
人
の
看

護
職
員
た
ち
が
、
患
者
さ
ん
や
利
用

者
さ
ん
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
の

学
び
を
ま
と
め
、
発
表
を
行
な
い
ま

し
た
。

第
1
回
研
究
会
に
22
施
設
・
62
人
が
参
加

全
国
済
生
会
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
研
究
会
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熊
本
福
祉
セ
ン
タ
ー

日
頃
の
感
謝
を
込
め
て

育
て
た
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

2
月
18
日
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
地
域
の
方
々
へ
感
謝
を
伝
え

る
た
め
、
消
防
署
や
中
学
校
等
の
地

域
の
事
業
所
に
当
セ
ン
タ
ー
で
育
て

た
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

今
回
お
届
け
し
た
花
は
、
済
生
会

ほ
ほ
え
み
生
活
介
護
の
利
用
者
さ
ん

が
育
て
た
も
の
で
す
。
1
月
21
日
に

「
花
を
植
え
る
グ
ル
ー
プ
」
と
「
プ

ラ
ン
タ
ー
に
ミ
ニ
看
板
を

作
る
グ
ル
ー
プ
」
に
分
か
れ

て
作
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

花
を
植
え
る
と
き
に
は

優
し
く
手
に
取
っ
て
「
き
れ

い
な
花
が
咲
き
ま
す
よ
う

に
」
と
心
を
込
め
て
、
ミ
ニ

看
板
作
り
で
は
何
の
花
な

の
か
分
か
り
や
す
い
よ
う

に
、
絵
や
文
字
を
丁
寧
に
描

い
て
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

利
用
者
さ
ん
は
誰
か
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
こ
と

が
う
れ
し
い
よ
う
で
、
笑
顔

で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

水
や
り
を
こ
ま
め
に
行
な

い
、
利
用
者
さ
ん
の
温
か
く

優
し
い
気
持
ち
の
お
か
げ

で
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
支
援
員
　
島
﨑
成
美
）

　

2
月
10
日
、
若

者
就
職
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
事
業
と
し

て
小
樽
市
が
主
催

す
る
企
業
出
前
説

明
会
が
小
樽
双
葉

高
校
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
対
象
は

1
年
生
80
人
、
参

加
企
業
は
19
社
。

1
回
20
分
の
説
明

時
間
で
生
徒
4
人
ま
で
を
1
ク
ー
ル

と
し
て
、
3
ク
ー
ル
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
施
設
に
は
3
ク
ー
ル
と
も
定
員

の
4
人
、
計
12
人
に
施
設
の
紹
介
や

老
健
に
関
わ
っ
て
い
る
職
種
の
説
明

な
ど
を
し
ま
し
た
。
う
れ
し
い
こ
と

に
定
員
以
上
の
生
徒
さ
ん
が
当
施
設

の
話
を
聞
き
た
い
と
足
を
運
ん
で
く

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
行
な
わ
れ
た
企
業
懇
談
会

で
高
校
の
先
生
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、

こ
こ
数
年
医
療
介
護
業
界
を
目
指
す

生
徒
が
増
え
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
。

一
方
で
、
卒
業
後
に
小
樽
を
離
れ
て

し
ま
う
生
徒
が
多
数
と
い
う
現
状
も

耳
に
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
説
明
会
が
2
年
生
で
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
卒
業
後
の
進
路

選
択
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
。（
済
生
記
者
　
伝
法
俊
和
）

〈
北
海
道
〉
小
樽
病
院

高
校
生
に
看
護
の
魅
力
を
P
R

　

2
月
10
日
、
小
樽
双
葉
高
校
で
1

年
生
を
対
象
と
し
た
企
業
出
前
説
明

会
が
開
か
れ
、
当
院
看
護
部
が
初
参

加
し
ま
し
た
。

　

小
樽
市
内
19
企
業
が
各
教
室
に
分

か
れ
、
訪
れ
た
生
徒
に
そ
れ
ぞ
れ
の

企
業
の
魅
力
や
働
き
が
い
な
ど
を
説

明
し
ま
し
た
。
当
院
は
、
看
護
師
の

専
門
性
や
チ
ー
ム
医
療
の
中
で
の
役

割
な
ど
看
護
の
魅
力
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
歴
史
あ
る
済
生
会
の
医
療
・

福
祉
の
実
績
や
小
樽
市
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
参
画
な
ど
、
地
域
に
根
差
し

老健の仕事を
高校生にアピール

〈北海道〉小樽老健はまなす
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た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

生
徒
82
人
の
う
ち
、
12
人
が
当
院

の
説
明
会
に
参
加
。
熱
心
に
質
問
し

メ
モ
を
と
る
な
ど
、
と
て
も
興
味
を

持
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
強
く
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒

が
看
護
師
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
て

進
路
を
選
択
し
、
い
ず
れ
小
樽
市
で

働
い
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。（

看
護
部
次
長
　
中
川
尚
美
）

熊
本
病
院

作
業
療
法
学
会
に
4
0
0
人

山
口
達
也
氏
講
演
も

　

1
月
26
日
、
当
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部
・
作
業
療
法
士
の
後
藤
啓

士
郎
さ
ん
が
学
会
長
を
務
め
る
「
第

20
回
熊
本
作
業
療
法
学
会
～
生
活
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
作
業
療
法
～
」
が
開

催
さ
れ
、
作
業
療
法
士
、
一
般
参
加

者
、
学
生
な
ど
約
4
0
0
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

学
会
で
は
基
調
講
演
、
口
述
発
表
、

ポ
ス
タ
ー
発
表
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
展
開
。
後
藤
学
会
長
は
「
作

業
療
法
の
振
り
返
り
と
未
来
に
向
け

た
デ
ザ
イ
ン
の
共
有
が
で
き
た
こ
と

を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
社
会

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
よ
り
良

い
未
来
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

学
会
閉
会
後
に
は
、
山
口
達
也
氏

を
招
き
市
民
公
開
講
座
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
山
口
さ
ん
は
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
の
経
験
を
交
え
、
自
分
の
未

来
を
変
え
る
た
め
の
考
え
方
や
作
業

療
法
の
経
験
に
つ
い
て
講
演
。
参
加

者
に
大
き
な
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
岩
瀬
　
桃
）

〈
鳥
取
〉
境
港
総
合
病
院

膵
臓
が
ん
早
期
発
見
の
た
め
に

　

3
月
6
日
、
当
院
2
階
会
議
室
で

「
済
生
会
健
康
保
健
講
座
」
を
開
催

し
、
地
域
住
民
61
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
健
診
セ
ン
タ
ー
長
の

藤
井
容
子
医
師
が
講
師
を
務
め
、「
膵

臓
が
ん
を
早
期
に
見
つ
け
る
た
め
に

～
当
院
の
膵
臓
が
ん
検
診
に
つ
い
て

～
」
の
テ
ー
マ
で
、
膵
臓
が
ん
の
現

状
、
難
治
性
で
あ
る
こ
と
、
早
期
発

見
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
当

院
が
行
な
っ
て
い
る
膵
臓
が
ん
検
診

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

し
た
。

　

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
「
ど
の

よ
う
な
状
態
の
と
き
に
、
手
術
を
せ

ず
抗
が
ん
剤
治
療
と
な
る
の
か
」「
膵

嚢
胞
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
膵
臓
が

ん
と
関
係
が
あ
る
の
か
」「
膵
臓
が

ん
検
診
の
お
値
段
は
」
な
ど
参
加
者

の
皆
さ
ん
か
ら
熱
心
な
質
問
が
多
く

あ
り
、
膵
臓
が
ん
に
つ
い
て
の
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
亀
尾
美
子
）
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真
展
を
開
催
。
こ
れ
ま
で
サ
ル
ビ
ア

で
撮
ら
れ
た
写
真
が
装
飾
と
と
も
に

た
く
さ
ん
壁
面
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
院
の
患
者
さ
ん
は
サ
ル
ビ
ア
の

利
用
者
さ
ん
と
と
も
に
展
示
写
真
を

ス
タ
ッ
フ
と
話
し
な
が
ら
鑑
賞
し
、

バ
レ
ン
タ
イ
ン
前
日
だ
っ
た
た
め
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
作
り
も
行
な
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
気
分
転
換
の
ひ

と
時
と
な
っ
て
い
た
ら
う
れ
し
い
で

す
。

（
済
生
記
者
　
荒
木
愛
美
）

医
療
政
策
・
医
事
研
究
部
会

高
い
専
門
性
を
持
っ
て

研
究
に
取
り
組
ん
だ
1
年

　

3
月
13
日
、
福
岡
市
の
警
固
神
社

社
務
所
ビ
ル
で
福
岡
総
合
病
院
が
事

務
局
を
担
う
医
療
政
策
・
医
事
研
究

部
会
の
全
体
会
議
を
開
催
し
、
各
ワ

〈
大
阪
〉
千
里
病
院

有
功
会
員
表
彰
お
祝
い
の
会

　

2
月
16
日
、
松
山
市
で
開
催
さ
れ

た
済
生
会
総
会
で
、
林
亨
名
誉
院
長

が
有
功
会
員
と
し
て
総
裁
の
秋
篠
宮

皇
嗣
殿
下
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
栄
誉
を
祝
い
、
喜
び
を
分
か

ち
合
う
た
め
、
3
月
13
日
に
「
済
生

会
有
功
会
員
表
彰
お
祝
い
の
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

林
名
誉
院
長
は
「
殿
下
か
ら
お
祝

い
の
言
葉
を
賜
り
、
緊
張
す
る
と
と

も
に
感
激
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
こ
の
栄
誉
は
職
員
の
皆
さ

ん
を
代
表
し
て
受
け
取
っ
た
と
思

っ
て
い
る
。
20
年
前
の
千
里
病
院
の

設
立
に
あ
た
り
、
職
員
の
皆
さ
ん
が

熱
く
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
、
そ

し
て
光
り
輝
く
素
晴
ら
し
い
病
院
へ

と
育
て
上
げ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た

も
の
。
そ
の
努
力
を
心
か
ら
尊
敬
し
、

今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
も
深
く
感
謝

し
て
い
る
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
述

べ
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
二
階
堂
潤
江
）

〈
神
奈
川
〉
横
浜
市
東
部
病
院

院
内
デ
イ
ケ
ア
で

サ
ル
ビ
ア
利
用
者
さ
ん
と
交
流

　

2
月
13
日
に
院
内
デ
イ
ケ
ア
を
行

な
い
、
当
院
の
患
者
さ
ん
5
人
と
重

症
心
身
障
害
児
（
者
）
施
設
サ
ル
ビ

ア
の
利
用
者
さ
ん
7
人
の
交
流
が
あ

り
ま
し
た
。

　

サ
ル
ビ
ア
で
は
2
月
い
っ
ぱ
い
写
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ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
が
1
年
間
の
活
動

の
最
終
レ
ビ
ュ
ー
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

2
0
2
4
年
度
は
全
国
か
ら
集

結
し
た
約
60
人
の
メ
ン
バ
ー
が
五
つ

の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
が
高
い
専
門
性
を
持
っ
て

研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
模
擬
適

時
調
査
を
中
心
と
し
た
施
設
基
準
管

理
に
関
す
る
も
の
、
収
益
向
上
、
業

務
効
率
化
と
今
後
あ
ら
ゆ
る
病
院
が

直
面
す
る
普
遍
的
な
テ
ー
マ
が
設
定

さ
れ
、
各
メ
ン
バ
ー
が
意
義
深
い
1

年
間
を
過
ご
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
済
生
会
の
各
病

院
に
と
っ
て
さ
ら
に
意
義
あ
る
も
の

に
す
べ
く
、
25
年
度
も
活
動
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

（
事
務
局
／
福
岡
総
合
病
院
　

経
営
企
画
課
　
新
田
　
怜
）

〈
香
川
〉
特
養
な
で
し
こ
香
川

お
灸
を
も
っ
と
身
近
に

　

昨
年
12
月
19
日
、
当
施
設
の
地
域

交
流
ス
ペ
ー
ス
で
高
松
市
高
齢
者
居

場
所
連
携
事
業
と
し
て「
お
灸

き
ゅ
う

講
座
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
居
場
所
連
携
事
業
は
地
域

の
高
齢
者
だ
け
で
な
く
子
ど
も
た
ち

も
交
え
た
世
代
間
交
流
の
場
と
位
置

づ
け
さ
れ
、
当
施
設
で
も
高
松
市
と

協
力
し
な
が
ら
昨
年
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
日
本
セ
ル
フ
お
灸
協
会
か

ら
講
師
を
招
き
、
15
人
の
参
加
者
に

お
灸
の
効
能
や
現
代
の
商
品
に
つ
い

て
説
明
し
て
も
ら
っ
た
後
、
皆
で
お

灸
を
体
験
し
ま
し
た
。
手
足
の
ツ
ボ

に
台
座
灸
（
台
座
に
シ
ー
ル
の
つ
い

た
お
灸
で
一
人
で
も
簡
単
に
使
用
で

き
る
も
の
）
を
使
っ
て
み
る
と
、
参

加
者
は
「
ほ
ど
よ
く
熱
く
て
気
持
ち

い
い
」「
熱
い
か
と
思
っ
た
け
ど
大

丈
夫
」
と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

体
験
す
る
こ
と
で
誤
っ
た
イ
メ
ー

ジ
が
払ふ

っ

拭し
ょ
く

さ
れ
、
お
灸
が
身
近
な

も
の
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

（
事
務
所
　
穴
吹
浩
二
）

岡
山
済
生
会
総
合
病
院

災
害
時
用
備
蓄
食
7
6
8
箱
を

N
P
O
団
体
に
寄
贈

　

2
月
27
日
、
地
域
災
害
拠
点
病
院

と
し
て
の
災
害
時
用
備
蓄
食
（
職
員

用
）
の
う
ち
、賞
味
期
限
の
近
い
「
ラ

イ
ス
ク
ッ
キ
ー
」（
1
箱
8
個
入
り
）

7
6
8
箱
を
、
N
P
O
法
人
岡
山

き
ず
な
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

2
0
2
2
年
3
月
に
は
災
害
備

蓄
用
缶
詰
パ
ン
「
生
命
の
パ
ン
」
を

寄
贈
し
て
お
り
、
今
回
で
2
回
目
。

施
薬
救
療
の
理
念
に
基
づ
く
生
活
困

窮
者
支
援
事
業「
な
で
し
こ
プ
ラ
ン
」

の
も
と
、
総
務
課
の
職
員
が
お
届
け

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
S
D
G
s
の
目
標
12
「
つ

く
る
責
任
つ
か
う
責
任
～
持
続
可
能

な
消
費
と
生
産
の
パ
タ
ー
ン
を
確
保

す
る
～
」
に
基
づ
き
、
寄
贈
す
る
こ

と
で
フ
ー
ド
ロ
ス
の
解
消
に
も
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

岡
山
き
ず
な
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は

「
前
回
に
引
き
続
き
、
こ
の
よ
う
な

支
援
は
と
て
も
心
強
く
、
大
変
あ
り

が
た
い
で
す
」
と
の
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
髙
畑
貴
子
）
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2
月
22
日
、〈
東
京
〉
中
央
病
院

で
創
立
10
周
年
記
念
式
典
お
よ
び
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
来
場
19
人
・
オ

ン
ラ
イ
ン
1
2
9
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、〈
奈
良
〉
中
和
病
院

の
今
川
敦
史
名
誉
院
長
、
松
原
了
済

生
会
理
事
が
祝
辞
を
述
べ
、
事
務
局

の
筆
者
が
作
成
し
た
ス
ラ
イ
ド
で
研

究
会
の
10
年
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
初
代
代
表
世
話

人
の
御
幸
病
院
・
西
上
和
宏
院
長
と
、

中
央
病
院
・
金
田
智
放
射
線
科
顧
問

が
講
演
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

本
会
の
目
的
は
、
超
音
波
教
育
を

包
括
的
か
つ
効
率
的
に
行
な
う
こ
と
。

医
療
に
お
け
る
超
音
波
検
査
の
役
割

は
極
め
て
大
き
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
設
立
当
初
1
3
4
人
だ
っ
た

会
員
数
が
、
令
和
7
年
2
月
末
時
点

で
3
5
5
人
と
2
・
6
倍
に
増
加

し
ま
し
た
。

　

超
音
波
検
査
業
務
に
関
連
す
る

方
々
は
、
ぜ
ひ
と
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
お
知
ら
せ
」

を
ご
覧
い
た
だ
き
、

会
員
登
録
（
無
料
）

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
奈
良
・
中
和
病
院
　

副
医
療
技
術
部
長
　
髙
橋
秀
一
）

　

3
月
9
日
、
利

用
者
さ
ん
が
2
班

に
分
か
れ
て
日
帰

り
バ
ス
旅
行
に
出

か
け
ま
し
た
。
目

的
地
は
複
数
候
補

の
中
か
ら
ア
ン
ケ

ー
ト
で
決
定
し
ま

し
た
。

 

「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
マ
ダ
ム
・

タ
ッ
ソ
ー
東
京
見
学
の
旅
」
に
は
利

用
者
さ
ん
22
人
が
参
加
。
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
の
展
望
台
か
ら
東
京
の
景
色
を

一
望
し
、
改
め
て
そ
の
高
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。
マ
ダ
ム
・
タ
ッ
ソ
ー
東

京
で
は
オ
バ
マ
元
大
統
領
の
執
務
室

で
写
真
撮
影
。
リ
ア
ル
な
展
示
物
に

驚
き
な
が
ら
ツ
ア
ー
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　
「
マ
ザ
ー
牧
場
と
は
ち
み
つ
工
房
見

学
の
旅
」
を
選
ん
だ
利
用
者
さ
ん
23

人
は
、
15
頭
の
羊
に
よ
る
シ
ー
プ
シ

創
立
10
周
年
　
会
員
数
2
・
6
倍
へ

済
生
会
超
音
波
研
究
会

行き先を自分で選ぶ
日帰りバス旅行

〈神奈川〉金沢若草園
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ョ
ー
を
観
賞
し
、
展
望
台
か
ら
の
景

色
を
楽
し
み
ま
し
た
。
昼
飯
後
は
は

ち
み
つ
工
房
へ
。
巣
箱
か
ら
巣
を
取

り
出
し
遠
心
分
離
機
を
使
用
し
て
採

蜜
す
る
様
子
な
ど
を
見
学
し
、「
楽

し
か
っ
た
」「
は
ち
み
つ
が
お
い
し

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
日
高
　
純
）

〈
山
形
〉
は
や
ぶ
さ
保
育
園

鍋
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
！

　

2
月
25
日
、
5
歳
児
19
人
が
山
形

市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
見
学
に
行

き
ま
し
た
。

　

窓
越
し
に
給
食
を
作
っ
て
い
る
様

子
や
、
D
V
D
を
見
て
、
給
食
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
。
調
理
の
シ

ー
ン
を
見
て
、
目
の
前
に
あ
る
大

き
な
鍋
に
驚
く
様
子
も
あ
り
ま
し
た
。

「
今
日
の
給
食
は
何
だ
ろ
う
」「
何
を

作
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
疑
問
に

思
っ
た
こ
と
を
言
葉
に
し
て
発
言
す

る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

調
理
の
中
で
実
際
に
使
用
し
て
い

る
、
お
た
ま
や
ヘ
ラ
な
ど
の
調
理
器

具
を
持
た
せ
て
も
ら
う
と
、
あ
ま
り

の
重
た
さ
に
び
っ
く
り
す
る
子
も
！

　

見
た
り
聞
い
た
り
、
体
験
し
な
が

ら
知
る
こ
と
が
で
き
、
初
め
て
の
見

学
が
と
て
も
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。�

（
済
生
記
者
　
齋
藤
里
奈
）

〈
栃
木
〉
宇
都
宮
病
院

“
顔
の
見
え
る
”
連
携
目
指
し

整
形
外
科
症
例
検
討
会

　

2
月
13
日
に
整
形
外
科
地
域
連
携

症
例
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本

会
は
整
形
外
科
疾
患
に
お
け
る
病
診

連
携
を
目
的
と
し
て
お
り
、
近
隣
の

病
院
や
診
療
所
の
医
師
、
理
学
療
法

士
な
ど
多
職
種
53
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
参
加
者
に
治
療
経
過
や
最

終
結
果
が
気
に
な
る
症
例
を
事
前
に

聞
き
、
各
症
例
に
つ
い
て
当
院
整
形

外
科
の
岩
部
昌
平
主
任
診
療
科
長
が

ス
ラ
イ
ド
で
説
明
し
ま
し
た
。

　

続
け
て
岩
部
主
任
診
療
科
長
が
座

長
を
務
め
、“
顔
の
見
え
る
”
連
携

を
目
的
に
、
整
形
外
科
の
各
医
師
か

ら
自
己
紹
介
と
症
例
発
表
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
希
少
な
症
例
の

発
表
を
聞
け
て
大
変
勉
強
に
な
っ

た
」「
オ
ペ
さ
れ
た
先
生
方
の
意
見

が
聞
け
る
と
患
者
さ
ん
に
対
す
る
意

欲
も
変
わ
る
。
ま
た
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
」
な
ど
肯
定
的
な
意
見
が
多
数
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
地
域
連
携
課
　
秋
山
綾
香
）
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〈
大
阪
〉
野
江
病
院

中
高
生
を
対
象
と
し
た

が
ん
教
育
の
講
演

　

当
院
は
大
阪
府
が
ん
診
療
拠
点
病

院
と
し
て
、
地
域
の
学
校
に
講
師
を

派
遣
し
、
が
ん
に
関
す
る
正
し
い
知

識
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

2
月
5
日
、
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
渡
邉
美
貴
副
看
護
師
長
（
緩

和
ケ
ア
認
定
看
護

師
）
が
大
阪
市
立
茨

田
北
中
学
校
2
年
生

と
先
生
約
1
7
0

人
を
対
象
に
、
2
月

17
日
、
消
化
器
外
科

の
太
田
秀
一
副
院
長

が
大
阪
府
立
成
城
高

等
学
校
の
定
時
制
に

通
う
生
徒
と
先
生
約

50
人
を
対
象
に
、
そ

れ
ぞ
れ
が
ん
教
育
の

講
演
を
行
な
い
ま
し

た
。

　

講
演
内
容
は
、
が

ん
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
や
が
ん
検

診
の
大
切
さ
、
緩
和

ケ
ア
、
治
療
法
や
予

防
の
心
得
な
ど
で
す
。

時
折
ク
イ
ズ
を
は
さ

み
な
が
ら
進
め
ら
れ
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
真
剣
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
坂
本
千
晶
）

滋
賀
県
済
生
会
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
青
山

日
々
の
ケ
ア
を
振
り
返
り

看
護
の
質
向
上
を
目
指
す

　

専
門
職
と
し
て
の
質
の
向
上
を
目

指
し
、
2
月
7
日
に
当
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
内
で
事
例
発
表
会
を
行
な
い
ま
し

た
。

　

発
表
会
は
今
年
で
3
年
目
。
よ
り

多
く
の
参
加
者
を
募
る
た
め
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
と
し
、
46
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
の
特
徴
を
生
か
し
、
医

療
的
処
置
の
あ
る
利
用
者
さ
ん
の
老

健
か
ら
在
宅
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
が

で
き
た
事
例
な
ど
、
3
演
題
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
表
後
は
質
問
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
、
近
隣
大
学
看
護
学
部
に
所
属

す
る
在
宅
看
護
専
門
看
護
師
か
ら
の

講
評
を
受
け
ま
し
た
。
年
々
発
表
内

容
が
充
実
し
、
自
分
た
ち
の
看
護
の

振
り
返
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。

（
看
護
師
　
齋
藤
京
子
）

〈
福
岡
〉
大
牟
田
病
院

地
域
福
祉
大
会
で
表
彰

　

2
月
2
日
に
「
第
16
回
大
牟
田
市

地
域
福
祉
大
会
～
地
域
さ
さ
え
あ
い

絆
セ
ミ
ナ
ー
～
」
が
大
牟
田
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
、
端
原
信
裕
事
務
部

長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
地
域
福
祉
の
向
上

に
貢
献
し
た
個
人
・
団
体
、
共
同
募

金
高
額
寄
付
者
、
共
同
募
金
運
動
の

功
労
者
な
ど
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
が

執
り
行
な
わ
れ
、
当
院
は
赤
い
羽
根

募
金
活
動
と
無
料
低
額
診
療
事
業
に

対
し
て
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
牟
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
大

塚
力
久
会
長
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
に
、

「
な
で
し
こ
プ
ラ
ン
」
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
る

と
と
も
に
、
よ
り
広
く
発
信
し
、
活

動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。“
困
っ
た
人
に
手
を
さ
し
の
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べ
る
”
と
い
う
済
生
会
の
理
念
の
も

と
、
今
後
も
地
域
貢
献
へ
取
り
組
み

ま
す
。

（
地
域
医
療
連
携
室
長
　
浦
　
正
太
）

レ
ー
ト
シ
ロ
ッ
プ
や
ケ
ー
キ
シ
ロ
ッ

プ
を
か
け
て
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

利
用
者
さ
ん
か
ら
は「
楽
し
い
ね
」

「
今
日
来
て
良
か
っ
た
」
と
い
っ
た

声
や
、「
昔
、
子
ど
も
の
と
き
に
妹

に
小
麦
粉
を
溶
い
て
囲
炉
裏
の
脇
で

焼
い
て
食
べ
さ
せ
た
こ
と
あ
る
。
涙

が
出
て
く
る
」
と
昔
を
懐
か
し
む
声

が
。
午
後
の
ひ
と
と
き
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
曲
を
聴
き
レ
モ
ン
テ
ィ
ー
や
ミ
ル

ク
テ
ィ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
久
し
ぶ

り
に
優
雅
な
気
分
で
過
ご
し
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
岩
城
多
香
代
）

　

2
月
28
日
、
ロ
イ

ヤ
ル
チ
ェ
ス
タ
ー
福

岡
で
令
和
6
年
度
永

年
勤
続
表
彰
式
・
職

員
表
彰
式
を
む
さ
し

苑
グ
ル
ー
プ
と
合

同
で
開
催
し
ま
し
た
。

約
1
0
0
人
の
職

員
が
参
加
し
、
お
い

し
い
料
理
と
お
酒
を

楽
し
み
表
彰
者
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

永
年
勤
続
表
彰
の
対
象
者
は
、
本

部
表
彰
の
30
年
勤
続
1
人
、
20
年
勤

続
12
人
、
10
年
勤
続
16
人
、
支
部
表

彰
の
功
労
会
員
2
人
、
15
年
勤
続
24

人
。
大
森
徹
支
部
長
か
ら
代
表
者
へ

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

職
員
表
彰
の
受
賞
者
は
8
人
で
、

壁
村
哲
平
院
長
か
ら
表
彰
状
と
副
賞

が
贈
ら
れ
、
会
場
は
温
か
な
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

企
画
を
担
当
し
た
職
員
は
「
表
彰

さ
れ
た
職
員
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
コ
メ
ン

ト
し
ま
し
た
。

　

筆
者
は
今
回
初
め
て
表
彰
式
に
参

加
。
よ
り
よ
い
病
院
づ
く
り
に
貢
献

す
る
た
め
に
は
何
が
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
と
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。（

経
営
戦
略
課
　
都
甲
七
桜
）

〈
山
形
〉
小
白
川
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
作
っ
て

優
雅
な
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

　

2
月
19
・
21
日
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
の
一
環
と
し
て
、
合
計
37

人
の
利
用
者
さ
ん
と
お
菓
子
作
り
を

行
な
い
ま
し
た
。

　

利
用
者
さ
ん
が
お
菓
子
作
り
を
通

し
て
、
調
理
や
交
流
を
し
な
が
ら
楽

し
め
る
よ
う
に
企
画
。
今
回
は
焼
い

た
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
の
上
に
、
チ
ョ
コ

永年勤続、職員表彰を祝福
〈福岡〉二日市病院
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さ
ん
の
方
が
回
答
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
イ
ン
ボ
デ
ィ

測
定
が
好
評
で
、「
イ
ン
ボ
デ
ィ
の

測
定
値
が
役
に
立
っ
た
」「
初
め
て

測
定
し
て
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
」

な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
社
会
福
祉
課
　
森
田
真
子
）

　

3
月
12
日
、
当

施
設
の
隣
に
あ
る

塩
谷
小
学
校
で
高

齢
者
疑
似
体
験
授

業
を
開
催
し
ま
し

た
。
4
回
目
の
開

催
と
な
る
今
回
は

4
年
生
3
人
、
5

年
生
11
人
が
対
象
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
課
の
塩
野
谷

千
恵
子
課
長
を
中

心
に
、
6
人
の
ス

タ
ッ
フ
が
講
師
を

務
め
ま
し
た
。

　

約
1
時
間
の
授
業
で
は
皆
さ
ん
に

高
齢
者
疑
似
体
験
セ
ッ
ト
を
装
着
し

て
も
ら
い
、「
右
半
身
が
麻
痺
の
状

態
」
と
い
う
設
定
で
、
平
地
で
の
歩

行
や
階
段
の
昇
降
、
視
野
・
色
覚
や

聴
力
の
感
覚
、
そ
し
て
麻
痺
側
の
手

で
食
べ
る
、
食
べ
さ
せ
て
も
ら
う
、

飲
み
込
む
な
ど
の
体
験
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

新
潟
病
院

救
急
車
の
更
新
を
目
指
し

ク
ラ
フ
ァ
ン
に
挑
戦
！

　

当
院
は
救
急
車
の
更
新
を
目
指
し
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦

し
ま
す
。

　

当
院
の
救
急
車
は
現
在
、
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
カ
ー
と
し
て
活
躍
。
新
型
コ
ロ
ナ

が
確
認
さ
れ
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ

ン
セ
ス
号
へ
の
派
遣
や
、
能
登
半
島

地
震
被
災
地
で
の
支
援
活
動
な
ど
、

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
員
と
共
に
全
国
を
巡
っ

て
き
ま
し
た
。
走
行
距
離
は
26
万
キ

ロ
に
達
し
、
老
朽
化
も
あ
り
限
界
に

近
づ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
当
院
は
2
0
2
3
年
5

月
に
新
潟
市
の
新
救
急
拠
点
病
院
に

選
出
。
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
に
注

力
し
て
お
り
、
円
滑
な
入
退
院
調
整

に
向
け
た
救
急
車
の
活
用
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
と
今
後
の
利
用
増

を
見
込
み
、
ク
ラ
フ
ァ
ン
へ
の
挑
戦

が
決
定
。
実
施
期
間
は
4
月
21
日
～

7
月
18
日
の
予
定
で
す
。
成
功
に
向

け
て
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。　
（
経
営
企
画
室
　
古
川
陽
之
）

〈
愛
媛
〉
西
条
病
院

多
職
種
に
よ
る
健
康
フ
ェ
ア

幅
広
い
世
代
が
来
場

　

1
月
19
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
居

浜
で
健
康
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
な
ど

多
職
種
17
人
が
参
加
。
血
圧
測
定
、

血
管
年
齢
測
定
、
健
康
相
談
、
イ
ン

ボ
デ
ィ
測
定
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
、

栄
養
相
談
、
お
薬
相
談
、
口
腔
ケ
ア

相
談
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

認
知
症
予
防
（
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
）
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

筆
者
は
血
圧
測
定
を
担
当
。
多
く

の
方
が
血
圧
が
高
い
こ
と
を
気
に
し

て
い
た
の
で
、
生
活
の
中
で
血
圧
上

昇
を
抑
え
る
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　

20
～
70
代
の
幅
広
い
世
代
の
56
人

が
来
場
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
た
く

小学生が高齢者疑似体験
〈北海道〉小樽老健はまなす
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体
験
し
た
生
徒
か
ら
は
「
耳
に
水

が
入
っ
た
状
態
で
声
が
聞
こ
え
る
」

「
腰
が
曲
が
っ
て
し
ま
う
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
局
の
取

材
も
あ
り
、
テ
レ
ビ
局
の
23
歳
の
記

者
も
「
腕
が
曲
が
ら
な
い
の
で
食
べ

る
の
が
大
変
」
と
驚
き
を
隠
せ
な
い

様
子
で
し
た
。

（
済
生
記
者
　
伝
法
俊
和
）

〈
福
岡
〉
二
日
市
病
院

停
電
時
の
運
営
方
法
を
検
討

　

2
月
27
日
に
災
害
対
応
訓
練
を
実

施
し
、
約
40
人
の
職
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

災
害
時
に
地
域
医
療
を
支
え
る
重

要
な
役
割
を
担
う
災
害
拠
点
病
院
と

し
て
、
当
院
で
は
災
害
時
対
応
能
力

向
上
を
目
指
し
て
年
1
回
の
災
害
訓

練
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
台
風
に
よ
る
停
電
を
想
定

し
、
平
日
の
診
療
時
間
中
に
訓
練
を

実
施
。
実
際
の
患
者
情
報
や
検
査
・

手
術
情
報
を
収
集
し
、
停
電
時
の
運

営
方
針
や
問
題
点
へ
の
対
応
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
。

　

過
去
に
は
、
停
電
に
よ
る
診
療
の

混
乱
も
経
験
し
て
お
り
、
停
電
対
策

に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
検
討
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
で
は
、

自
家
発
電
機
稼
働
時
に
使
用
可
能
な

設
備
や
、
制
限
さ
れ
る
診
療
な
ど
を

再
確
認
。
ま
た
、
多
職
種
が
参
加
し

病
院
全
体
で
検
討
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
課
題
も
明

ら
か
に
な
り
、
今
後
の
対
策
に
生
か

せ
る
有
意
義
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
久
冨
大
史
）

〈
滋
賀
〉
栗
東
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

地
域
の
皆
が
気
軽
に
集
い

お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
場
を

　

2
月
28
日
、
地
域
支
え
合
い
推
進

員
の
方
と
と
も
に
岡
の
サ
ロ
ン
へ
行

っ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ご
近

所
同
士
の
交
流
が
途
絶
え
、
心
細
さ

を
感
じ
て
き
た
住
民
の
「
皆
で
集
ま

っ
て
お
し
ゃ
べ
り
が
し
た
い
！
」
と

の
思
い
を
く
み
取
り
、
昨
年
9
月
に

民
生
委
員
・
児
童
委
員
3
人
で
立
ち

上
げ
た
新
し
い
サ
ロ
ン
で
す
。

　

サ
ロ
ン
は
月
1
回
の
ペ
ー
ス
で
開

か
れ
、
そ
の
と
き
し
た
い
こ
と
を
皆

で
す
る
ス
タ
イ
ル
。
今
回
は
12
人
が

参
加
し
「
春
が
き
た
」「
ひ
な
祭
り
」

な
ど
の
懐
か
し
い
歌
を
一
緒
に
歌
っ

た
後
、
地
域
支
え
合
い
推
進
員
が
用

意
し
た
“
間
違
い
探
し
”
と
“
あ
い

う
え
お
カ
ー
ド
”
を
使
っ
て
楽
し
み

ま
し
た
。

　

皆
が
気
軽
に
集
い
「
こ
っ
ち
お
い

で
。
こ
こ
座
り
」「
元
気
や
っ
た
？

久
し
ぶ
り
や
な
」
な
ど
と
声
を
掛
け

合
う
様
子
も
。
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る

と
き
も
た
わ
い
も
な
い
会
話
に
素す

敵て
き

な
笑
顔
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。（

保
健
師
　
諸
木
加
寿
子
）

3人一組で「2文字の食べられるもの」をお題に文字作り合戦
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〈
茨
城
〉
神
栖
済
生
会
病
院

今
後
の
地
域
医
療
に
つ
な
が
る

　

神
栖
済
生
会
病
院
地
域
医
療
連
携

の
会
を
、
2
月
18
日
に
ア
ト
ン
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
近
隣

10
市
の
医
療
機
関
を
は
じ
め
神
栖
市

や
消
防
本
部
な
ど
の
関
係
者
を
招
き
、

当
院
か
ら
金
沢
義
一
院
長
、
西
山
敬

浩
副
院
長
や
各
診
療
科
部
長
が
出
席

し
て
、
総
勢
1
1
5
人
の
盛
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

初
開
催
の
今
回
、
当
院
と
各
診
療

科
の
紹
介
に
続
き
、
立
食
形
式
で
の

懇
親
会
で
参
加
者
の
交
流
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

関
係
機
関
の
方
々
と
の
「
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
」
に
よ
り
親
交
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
初
開
催
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
職
員
の
対
応
が
良
か
っ

た
」
と
お
褒
め
の
声
が
。
職
員
か
ら

も
「
短
期
間
で
の
準
備
で
大
変
な
面

は
あ
っ
た
が
、
今
後
の
医
療
連
携
に

確
実
に
つ
な
が
る
と
実
感
で
き
た
」

と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
江
口
裕
紀
）

神
奈
川
県
病
院

病
院
事
務
の
世
界
を
体
験

2
週
間
の
イ
ン
タ
ー
ン

　

2
月
17
日
か
ら
28
日
ま
で
の
2
週

間
、
大
原
医
療
秘
書
福
祉
保
育
専
門

学
校
横
浜
校
の
学
生
2
人
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
な
い
ま
し
た
。
事

務
部
の
イ
ン
タ
ー
ン
は
コ
ロ
ナ
禍
以

降
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。
事

務
部
各
所
を
巡
り
、
医
事
、
総
務
か

ら
地
域
交
流
に
わ
た
る
多
岐
の
業
務

を
体
験
。
病
院
が
ど
の
よ
う
に
運
営

さ
れ
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
は
「
最
初
は
緊
張
し
ま

し
た
が
、
職
員
の
皆
さ
ん
が
優
し
く

接
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
安
心
し

て
学
べ
た
」「
P
C
の
操
作
に
慣
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
勉
強
し
な
け

れ
ば
と
感
じ
た
」「
病
院
の
事
務
と

い
っ
て
も
、
部
署
ご
と
に
役
割
が
違

い
、
多
く
の
業
務
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
医

療
を
支
え
る
仕
事
に
興
味
を
持
つ
き

っ
か
け
と
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

（
済
生
記
者
　
小
山
友
輝
）

〈
奈
良
〉
桜
井
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
き
ぼ
う

地
元
ス
ー
パ
ー
で

栄
養
・
食
生
活
相
談
会

　

2
月
20
日
、イ
オ
ン
桜
井
店
で「
野

菜
足
り
て
ま
す
か
？　

栄
養
・
食
生

活
相
談
会
」
を
開
催
。
老
健
シ
ル
バ

ー
ケ
ア
ま
ほ
ろ
ば
の
管
理
栄
養
士
、

中
和
病
院
の
M
S
W
・
看
護
師
と

協
働
し
、
相
談
ブ
ー
ス
を
設
け
る
と

と
も
に
参
加
者
の
悩
み
に
応
じ
た
栄

養
補
助
食
品
の
説
明
や
試
供
品
の
提

供
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
は
市
と
包
括
連

携
協
定
を
結
ん
で
い
る
明
治
安
田
に

よ
る
「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
」。
セ
ン
サ

ー
に
手
を
か
ざ
す
だ
け
で
野
菜
摂
取

量
が
測
定
で
き
る
と
あ
っ
て
終
始
列

が
で
き
、
60
人
あ
ま
り
が
計
測
し
ま

し
た
。
目
安
と
な
る
1
日
3
5
0

グ
ラ
ム
を
摂
取
で
き
て
い
る
人
は
少

な
く
「
野
菜
は
加
熱
す
る
方
が
量
を

多
く
取
れ
ま
す
よ
」
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

　

M
S
W
・
看
護
師
に
よ
る
医
療
相

談
も
好
評
。
病
院
の
無
料
低
額
診
療

や
脳
卒
中
相
談
窓
口
な
ど
を
普
及
啓

発
す
る
い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
管
理
者
　
土
屋
千
南
美
）
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〈
愛
媛
〉
西
条
病
院

医
療
の
お
し
ご
と
に
挑
戦

　

3
月
2
日
、
西
条
市
S
D
G
s

推
進
協
議
会
主
催
の
ア
ク
ア
フ
ェ
ス

タ「
キ
ッ
ズ
お
し
ご
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

コ
ー
ナ
ー
に
「
よ
い
と
さ
保
健
室
」

を
出
展
し
ま
し
た
。
当
日
は
来
場
し

た
子
ど
も
た
ち
に
医
療
に
ま
つ
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

A
E
D
体
験
で
は
消
防
士
と
看

護
師
が
現
場
さ
な
が
ら
の
実
務
体
験

を
演
出
。
沐も

く

浴よ
く

体
験
で
は
人
形
を
赤

ち
ゃ
ん
に
見
立
て
て
、
緊
張
し
な
が

ら
も
丁
寧
に
入
浴
さ
せ
、
そ
の
後
の

着
替
え
も
順
序
よ
く
行
な
っ
て
い
ま

し
た
。
手
洗
い
指
導
で
は
一
人
ひ
と

り
に
水
で
手
洗
い
を
し
て
も
ら
い
、

手
洗
い
チ
ェ
ッ
カ
ー
を
用
い
て
指
導

し
ま
し
た
。

　

約
1
2
0
人
の
保
護
者
か
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
が
、

若
年
層
が
多
か
っ
た
か
ら
か
健
康
を

意
識
し
て
い
る
人
は
少
な
い
よ
う
で

し
た
。
そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
見
ら
れ
、
ど
の
保
護
者
も
満
足

そ
う
で
し
た
。

（
検
診
セ
ン
タ
ー
　
横
井
小
百
合
）

香
川
県
済
生
会
病
院

D
M
A
T
の
活
動
を
知
り

災
害
時
対
応
を
学
ぶ

　

2
月
20
日
に
中
間
管
理
職
研
修
を

開
催
し
、
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
今
、
地
震
災
害

が
発
生
し
た
ら
行
動
で
き
ま
す
か
？

災
害
発
生
時
の
初
期
対
応
」。
香
川

大
学
医
学
部
附
属
病
院
所
属
で
日
本

D
M
A
T
隊
員
の
熊
野
耕
看
護
師

が
講
義
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

研
修
の
目
的
は
、
現
行
の
当
院

B
C
P
の
実
効
性
に
つ
い
て
問
題

点
を
洗
い
出
し
、
準
備
段
階
で
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
得
る
こ
と
。
さ
ら
に
、

当
院
規
模
の
病
院
の
役
割
、
各
部
署

の
役
割
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

D
M
A
T
活
動
を
映
像
で
紹
介

し
、
近
隣
の
介
護
福
祉
施
設
や
病
院

の
位
置
を
地
図
上
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
で
災
害
発
生
時
の
被
害
予
想
を

具
体
化
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
D
M
A
T
隊

員
の
活
動
の
様
子
を
見
る
こ
と
で
、

災
害
時
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
理
解

で
き
た
。
昼
夜
や
休
日
に
よ
っ
て
可

能
な
対
応
が
変
わ
る
こ
と
を
改
め
て

認
識
で
き
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
長
尾
美
甫
）

新
潟
な
で
し
こ
ワ
ー
ク
ス

自
分
た
ち
の
仕
事
が
形
に

　

3
月
13
日
、
当
施
設
が
普
段
か
ら

受
託
業
務
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

カ
フ
ェ
＆
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
「
ミ
チ
コ

コ
」
の
新
店
舗
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
に

招
待
さ
れ
、
利
用
者
さ
ん
、
職
員
の

5
人
で
訪
問
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
仕
事
を
「
い
つ
も
助
か

っ
て
ま
す
」
と
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
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さ
ら
に
は
「
あ
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
は
難

し
い
よ
ね
」
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
も
。

利
用
者
さ
ん
も
「
い
つ
も
選
別
し
て

い
る
カ
カ
オ
豆
が
チ
ョ
コ
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
に
な
っ
た
ん
だ
」
と
、
自
分

た
ち
が
関
わ
る
商
品
が
具
体
的
な
形

に
な
る
と
こ
ろ
を
見
て
と
て
も
誇
ら

し
げ
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
丁
寧
な
仕
事
を
心

掛
け
、
少
し
ず
つ
受
託
量
も
仕
事
の

幅
も
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
や
り

が
い
に
つ
な
が
る
仕
事
を
続
け
、
地

域
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

（
済
生
記
者
　
小
野
塚
真
理
子
）

〈
滋
賀
〉
守
山
市
民
病
院

仲
間
同
士
で
楽
し
く
学
ぶ

誤
嚥
予
防
の
出
前
講
座

　

2
月
20
日
、
守
山
市
内
の
勝
部
老

人
ク
ラ
ブ
の
定
例
会
で
出
前
講
座
を

実
施
し
ま
し
た
。
摂
食
嚥
下
障
害
看

護
認
定
看
護
師
の
松
永
哲
人
主
任
が

「
肺
炎
に
な
ら
な
い
た
め
の
飲
み
方
・

食
べ
方
」
に
つ
い
て
講
義
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

こ
の
日

は
46
人
が

参
加
。
実

際
に
飲
ん

だ
り
食
べ

た
り
し
て

喉
の
動
き

を
体
感
し

て
も
ら
い

な
が
ら
、

嚥
下
や
誤
嚥
の
仕
組
み
を
説
明
し
ま

し
た
。
ま
た
、
家
庭
で
も
続
け
や
す

い
誤
嚥
予
防
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し

て
、
舌
の
運
動
、
早
口
言
葉
、
ス
ト

ロ
ー
を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
皆
と
や
る
こ
と
で
や
る
気
に
な
っ

た
」
と
い
う
方
も
い
て
、
仲
間
同
士

で
「
難
し
い
～
」
と
笑
い
合
い
な
が

ら
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
け
た
の
は
、

地
域
で
行
な
う
出
前
講
座
な
ら
で
は

の
良
さ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
積
極
的
に
講
座
を
行
な
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
済
生
記
者
　
中
嶋
元
香
）
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や
筋
肉
量
、
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど

が
分
か
る
た
め
、
利
用
者
さ
ん
か
ら

は「
目
標
を
立
て
て
頑
張
っ
て
い
る
」

「
リ
ハ
ビ
リ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

上
が
っ
た
」
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
相
談
会
で
も
参
加
者
に
体

組
成
計
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
に
も
血
圧
測
定
や
問

診
、
測
定
を
し
た
後
に
リ
ハ
ビ
リ
職

〈
岡
山
〉
吉
備
病
院

黒
豆
マ
フ
ィ
ン
を
お
届
け

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
2
月
14
日
、

職
員
有
志
が
病
院
の
裏
庭
で
育
て
た

黒
豆
を
使
用
し
た「
黒
豆
マ
フ
ィ
ン
」

を
入
院
患
者
さ
ん
、
透
析
患
者
さ
ん
、

そ
し
て
職
員
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
し

ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
入
院
生
活
を

送
る
患
者
さ
ん
に
リ
ハ
ビ
リ
の
一
環

と
し
て
黒
枝
豆
の
収
穫
を
手
伝
っ
て

い
た
だ
き
、
自
然
と
触
れ
合
う
喜
び

を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
入
院
患
者
さ
ん
8
人

と
職
員
有
志
で
収
穫
し
た
黒
豆
を
使

い
、
委
託
業
者
の
日
清
医
療
食
品
の

協
力
の
も
と
約
2
0
0
個
の
マ
フ

ィ
ン
を
製
作
。
ふ
っ
く
ら
と
炊
き
上

げ
た
黒
豆
と
マ
フ
ィ
ン
の
甘
さ
が
調

和
し
、
と
て
も
優
し
い
味
に
仕
上
が

り
ま
し
た
。

　

院
長
か
ら
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
し
て
心
を
込
め
て
お
届
け
し
、

皆
さ
ん
か
ら
「
と
て
も
美お

味い

し
か
っ

た
」「
素す

敵て
き

な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
り

が
と
う
」
と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

（
済
生
記
者
　
難
波
美
紀
）

〈
愛
媛
〉
今
治
老
健
希
望
の
園

体
組
成
計
で
健
康
づ
く
り
の

き
っ
か
け
を

　

3
月
1
日
、
当
園
主
催
の
「
健
康

相
談
会
」
を
開
催
し
、
利
用
者
さ
ん

の
ご
家
族
や
地
域
の
方
々
9
人
が
来

園
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
当
園
で
は
新
た
に
体
組
成

計
を
導
入
し
、
リ
ハ
ビ
リ
や
生
活
指

導
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
内
臓
脂
肪
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員
、
看
護
師
が
結
果
の
説
明
後
、
普

段
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
聞
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
お
話
を
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
い
ろ
い
ろ
相
談

に
乗
っ
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」「
体

の
状
態
が
分
か
っ
た
。
ま
た
測
り
に

来
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。

（
済
生
記
者
　
濱
本
佳
代
）

ま
し
た
。

　

当
日
は
医
師
14
人
を
含
む
職
員
44

人
が
参
加
。
当
院
と
連
携
の
深
い
依

存
症
専
門
機
関
で
あ
る
安
東
医
院
の

安
東
毅
院
長
が
講
師
を
務
め
、
治
療

中
の
患
者
と
未
治
療
の
患
者
の
間
に

あ
る「
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
ギ
ャ
ッ
プ
」

に
焦
点
を
当
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
の
病
態
や
関
連
す
る
社
会
的
課
題
、

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
幅
広
く
解

説
し
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
「
治
療
支
援
ア
プ

リ
の
活
用
」「
離
脱
症
状
へ
の
対
応
」

「
専
門
医
療
機
関
へ
の
適
切
な
つ
な

ぎ
方
」
な
ど
実
践
的
な
質
問
が
あ
り
、

受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
依
存

症
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
っ
た
」「
患

者
対
応
に
悩
む
こ
と
も
あ
っ
た
の
で

参
考
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

（
福
祉
相
談
室
係
長
　
田
島
佳
織
）

〈
東
京
〉
中
央
病
院

将
来
の
妊
娠
を
考
え
て

正
し
い
知
識
と
健
康
管
理
を

　

3
月
15
日
、
港
区
立
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
大
文
化
祭
～
み
な
・
さ
ん

f
e
s
・
2
0
2
5
～
に
当
院
も

参
加
し
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
活

動
す
る
会
員
企
業
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー

と
近
隣
地
域
の
企
業
・
団
体
の
活
動

発
表
や
交
流
の
場
で
、
45
社
が
出
展
。

来
場
者
は
約
4
0
0
人
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。
地
域
企
業
・
団
体
・
住
民

と
の
交
流
や
、
事
業
者
間
の
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
を
目
指

し
て
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
産
婦
人
科
が
ヘ
ル
ス
ケ
ア

領
域
で
注
力
し
て
い
る
「
プ
レ
コ
ン

セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
出

展
。
同
科
の
柏
原
美
季
医
師
が
大
ホ

ー
ル
で
講
演
し
、
ブ
ー
ス
で
は
プ
レ

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
外
来
の
周
知

を
行
な
い
ま
し
た
。

 

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
→
妊

娠
・
出
産
→
産
後
ケ
ア
」
と
い
う
女

性
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
を
産
婦
人
科
で

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。（

事
務
次
長
代
理
　
町
田
洋
治
）

　

2
月
21
日
、
当
院
会
議
室
で
「
や

さ
し
い
日
本
語
教
室
」
を
開
催
し
ま

し
た
。「
や
さ
し
い
日
本
語
」
と
は
、

普
通
の
日
本
語
よ
り
も
簡
単
で
、
外

国
人
や
障
害
者
、
高
齢
者
で
も
分
か

り
や
す
い
日
本
語
の
こ
と
で
す
。
3

回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
初
の
試

み
と
し
て
、
日
田
市
内
の
介
護
施
設

で
働
く
施
設
職
員
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
に
声
を
か
け
、
院
外
12
人
・
院
内

11
人
、
計
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

外
部
か
ら
招
い
た
講
師
か
ら
は
、

文
章
を
短
く
区
切
る
こ
と
、
端
的
な

文
章
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

の
振
り
返
り
が
あ
り
ま
し
た
。「
実

際
に
外
国
人
労
働
者
と
共
に
施
設
で

働
い
て
い
る
の
で
、
や
さ
し
い
日
本

語
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
話
す
参
加
者
も
。
今
後
も
や

さ
し
い
日
本
語
の
周
知
、
活
用
を
行

な
っ
て
い
き
ま
す
。

（
医
療
相
談
員
　
成
重
春
奈
）

京
都
済
生
会
病
院

ア
ル
コ
ー
ル
専
門
医
療
研
修

依
存
症
へ
の
理
解
深
ま
る

　

2
月
6
日
、
院
内
教
育
委
員
会
と

福
祉
相
談
室
の
共
催
で
「
ア
ル
コ
ー

ル
専
門
医
療
と
一
般
医
療
の
連
携
～

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め

る
～
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
を
実
施
し

や
さ
し
い
日
本
語
で
外
国
人
に
も
分
か
り
や
す
く

〈
大
分
〉
日
田
病
院
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〈
大
阪
〉
泉
尾
特
養
大
正
園

介
護
生
産
性
向
上
モ
デ
ル
認
定

　

当
園
で
は
、
大
阪
府
主
催
の
生
産

性
向
上
伴
走
研
修
に
5
人
が
参
加

し
、
全
て
の
研
修
を
経
て
3
月
11
日

に
「
大
阪
府
介
護
生
産
性
向
上
モ
デ

ル
事
業
所
」
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
認
定
を
受
け
ら
れ
る
の
は

大
阪
府
内
で
わ
ず
か
20
施
設
の

み
。 

研
修
で
は
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・

I
C
T
導
入
に
お
け
る
課
題
解
決

の
重
要
性
を
学
び
、
特
に
「
準
備
の

大
切
さ
や
小
さ
な
P
D
C
A
サ
イ

ク
ル
を
止
め
な
い
こ
と
の
重
要
性
」

を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

学
び
を
生
か
し
て
全
室
（
1
0
8

床
）
の
見
守
り
支
援
機
器
や
イ
ン
カ

ム
を
導
入
し
、
利
用
者
さ
ん
の
生
活

の
質
向
上
と
職
員
の
負
担
軽
減
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
他
施
設
か

ら
の
施
設
見
学
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。（

済
生
記
者
　
徳
原
健
治
）

〈
滋
賀
〉
特
養
淡
海
荘

利
用
者
の
安
心
の
た
め
に

統
一
し
た
認
知
症
ケ
ア
を

　

認
知
症
ケ
ア
向
上
の
た
め
の
研
修

を
2
月
10
日
、
12
日
、
18
日
の
3
日

間
、
職
員
に
向
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

54
人
の
職
員
が
参
加
し
、
認
知
症
ケ

ア
向
上
委
員
会
で
作
成
し
た
「
認
知

症
ケ
ア
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
基
に
、
講

義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
学
び
を
深

め
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
事
例
検
討

で
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
ケ
ア

を
基
本
に
個
々
の
B
P
S
D
を
的

確
に
把
握
し
、
根
拠
に
基
づ
く
ケ
ア

の
実
践
を
多
職
種
で
共
有
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
は
全
職
員
の
う
ち
三
分
の
二

が
受
講
。
参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
か

ら
は
施
設
と
し
て
統
一
し
た
認
知
症

ケ
ア
を
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

（
介
護
福
祉
士
　
南
井
亮
祐
）

〈
新
潟
〉
特
養
康
和
園

ス
ラ
イ
ド
ド
ア
で
安
心
・
安
全

　

当
園
の
全
て
の
居
室
の
出
入
り
口

に
ス
ラ
イ
ド
ド
ア
を
設
置
す
る
改
修

工
事
を
行
な
い
、
3
月
25
日
に
完
了

し
ま
し
た
。

　

本
工
事
は
、
入
居
者
さ
ん
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
と
感
染
症
拡
大
防
止

対
策
と
し
て
実
施
。
各
居
室
に
ス

ラ
イ
ド
ド
ア
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

個
々
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
感
染
症
対
策
と
し

て
部
屋
の
分
離
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
が
当
園
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。
ま

た
、
ス
ラ
イ
ド
ド
ア
は
広
く
開
閉
す

る
の
で
、
車
椅
子
で
の
居
室
へ
の
出

入
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
園
で
は
、
今
後
も
入
居
者
さ
ん

の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
改
善
策
を
模
索
し
続
け
、

入
居
者
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
を

第
一
に
考
え
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

目
指
し
ま
す
。

（
済
生
記
者
　
山
田
裕
樹
）
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長
野
保
育
園

て
つ
だ
い
た
い
！

　

年
長
児
が
2
人
1
組
と
な
り
、
3

歳
未
満
児
ク
ラ
ス
で
一
日
一
緒
に
過

ご
す
イ
ベ
ン
ト
が
1
月
20
日
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

 

「
今
日
の
手
伝
い
た
い
は
誰
？
」
と

朝
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
確
認
し
合
い
、

エ
プ
ロ
ン
を
身
に
着
け
て
小
さ
い
ク

ラ
ス
へ
と
向
か
い
ま
す
。
そ
し
て
一

緒
に
遊
び
、
身
の
回
り
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。
年
長
児
は
戸
惑
い
な
が

ら
も
優
し
い
気
持
ち
で
関
わ
り
、「
ト

ン
ト
ン
し
た
ら
寝
て
く
れ
た
」「
つ

な
い
だ
手
が
小
さ
か
っ
た
」
な
ど
思

い
や
り
の
あ
る
つ
ぶ
や
き
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

小
さ
い
子
は
年
上
の
お
兄
さ
ん
・

お
姉
さ
ん
を
見
て
、
真
似
を
し
な
が

ら
お
も
ち
ゃ
の
使
い
方
や
遊
び
方
、

着
替
え
や
手
洗
い
な
ど
の
生
活
習
慣

ま
で
自
然
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
異
年
齢
の
関
わ
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
社
会
性
の
発
達

や
好
奇
心
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（

保
育
士
　
大
髙
真
希
）

滋
賀
県
病
院

小
児
科
病
棟
に
壁
一
面
の

ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト
が
完
成

　

約
半
年
の
制
作
期
間
を
経
て
、
2

月
20
日
に
小
児
科
病
棟
の
プ
レ
イ
ル

ー
ム
と
処
置
室
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー

ト
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

院
内
保
育
所
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー

ト
に
続
き
、
今
回
も
京
都
芸
術
大
学

の
学
生
た
ち
が
制
作
。
子
ど
も
た
ち

の
診
察
や
処
置
の
緊
張
感
を
和
ら
げ
、

安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
空
間

を
ア
ー
ト
に
よ
っ
て
演
出
す
る
試
み

で
す
。

　

プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
は
、
シ
ル
エ
ッ

ト
や
図
形
を
使
っ
た
「
パ
ズ
ル
ア
ー

ト
」
が
描
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
想

像
力
を
刺
激
し
ま
す
。
処
置
室
に
は
、

滋
賀
県
の
名
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

独
自
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
壁
一
面
に

配
置
。
隠
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
探

す
楽
し
み
に
よ
っ
て
、
治
療
の
緊
張

感
を
和
ら
げ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

小
児
科
の
伊
藤
英
介
医
師
は
「
壁

の
イ
ラ
ス
ト
が
子
ど
も
た
ち
と
の
会

話
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
よ
り
良
い

関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
そ
う
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

（
経
営
企
画
課
　
鵜
飼
健
成
）
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〈
富
山
〉
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
な
で
し
こ
保
育
園

子
ど
も
た
ち
に
バ
ス
ケ
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い

　

三
井
住
友
信
託
銀
行
か
ら
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
1
基
と

A
K
A
T
S
U
K
I 

J
A
P
A
N

ミ
ニ
ボ
ー
ル
5
個
が
寄
贈
さ
れ
、
2

月
21
日
、
当
園
遊
戯
室
で
の
贈
呈
式

に
年
長
児
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

バ
ス
ケ
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
比
べ
、

未
就
学
児
が
体
験
で
き
る
機
会
が
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
多
く

の
子
ど
も
た
ち
に
バ
ス
ケ
に
触
れ
て

そ
の
楽
し
さ
を
知
り
、
興
味
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
、
2
0
2
3
年
か

ら
日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
を

協
賛
し
て
い
る
三
井
住
友
信
託
銀
行

が
、
ミ
ニ
ゴ
ー
ル
と
ボ
ー
ル
を
幼
稚

園
・
保
育
園
に
寄
贈
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

贈
呈
式
の
後
は
、
早
速
い
た
だ
い

た
ゴ
ー
ル
と
ボ
ー
ル
を
使
用
し
、
プ

ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
・
富
山
グ
ラ

ウ
ジ
ー
ズ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
ー
チ
に

よ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室
を
実
施
。
子

ど
も
た
ち
は
運
動
の
楽
し
さ
や
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

（
主
幹
保
育
教
諭
　
堀
田
理
恵
）

〈
東
京
〉
中
央
病
院

特
別
支
援
学
校
か
ら

初
め
て
の
実
習
生
受
け
入
れ

　

2
月
18
日
か
ら
4
日
間
、
都
立
港

特
別
支
援
学
校
の
生
徒
1
人
が
当
院

で
現
場
実
習
を
行
な
い
ま
し
た
。
最

近
の
学
校
教
育
は
社
会
現
場
で
の
実

習
を
大
切
に
し
て
お
り
、
当
院
に
実

習
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
当
院
と

し
て
は
社
会
地
域
貢
献
協
力
の
チ
ャ

ン
ス
と
と
ら
え
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

初
め
て
と
い
う
こ
と
で
受
け
入
れ

先
は
人
事
課
に
決
定
。
作
業
の
内
容

は
、
会
議
室
の
清
掃
と
外
来
病
棟
の

椅
子
の
清
掃
で
す
。
実
習
生
は
社
会

組
織
に
入
る
こ
と
も
初
め
て
。
学
校

で
の
教
育
の
成
果
が
と
て
も
よ
く
発

揮
さ
れ
、
礼
儀
正
し
く
、
一
生
懸
命

で
社
会
人
と
し
て
の
素
養
を
よ
く
身

に
つ
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昼
食
は

職
員
食
堂
を
利
用
し
、
大
変
美お

味い

し

い
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

（
人
事
課
　
磯
崎
恵
午
）

〈
群
馬
〉
前
橋
病
院

D
M
A
T
カ
ー
納
車
式
で

ク
ラ
フ
ァ
ン
が
完
結
！

　

2
月
26
日
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
の
寄
付
金
で
購
入
し
た
新
型

の
救
急
搬
送
車
（
D
M
A
T
カ
ー
）

の
納
車
式
を
行
な
い
ま
し
た
。
当
日

は
群
馬
県
・
前
橋
市
の
関
係
者
や
地

元
自
治
会
長
を
招
き
、
約
1
0
0

人
が
集
ま
る
中
、
新
型
D
M
A
T

カ
ー
の
除
幕
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

な
い
ま
し
た
。

　

新
車
両
は
最
新
装
備
が
搭
載
さ

れ
、
D
M
A
T
隊
長
は
「
今
後
は

長
距
離
で
も
安
全
に
被
災
地
で
患
者

さ
ん
を
搬
送
で
き
る
」
と
コ
メ
ン
ト
。

D
M
A
T
隊
に
よ
る
デ
モ
走
行
も

行
な
わ
れ
、
そ
の
機
能
性
と
使
い
や

す
さ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
も
多
数
来
院
し
、
大
盛

況
の
中
で
式
が
行
な
わ
れ
、
ス
タ
ッ
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フ
一
同
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
貢
献
す
る
医
療
、

社
会
福
祉
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

（
済
生
記
者
　
川
上
佳
代
）

〈
神
奈
川
〉
横
浜
市
東
部
病
院

「
私
た
ち
の
書
道
展
」
開
催

　

1
月
21
日
～
2
月
21
日
、
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
ラ
ポ
ー
ル

上
大
岡
と
当
院
の
共
催
で
「
私
た
ち

の
書
道
展
」
を
3
階
多
目
的
ホ
ー
ル

前
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
な
い
ま
し
た
。

　

ラ
ポ
ー
ル
上
大
岡
と
の
共
催
展
示

は
今
年
で
3
年
目
。
装
飾
は
今
回
も

い
け
ば
な
草
月
流
の
有
志
「F

.M
.U

  
F

low
er M

eet Y
ou

～
あ
な
た

に
寄
り
添
う
花
～
」
の
皆
さ
ん
に
、

展
示
さ
れ
て
い
た
お
正
月
作
品
を
す

て
き
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
障
害
の
あ

る
方
の
書
の
作
品
で
、
詩
は
書
を
指

導
し
た
居
原
田
礼
子
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
の
方
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
っ
た
も

の
。
前
期
と
後
期
で
作
品
を
入
れ
替

え
、
計
10
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

詩
の
内
容
と
書
か
れ
た
文
字
そ
の

も
の
か
ら
伝
わ
る
あ
た
た
か
さ
が
心

に
広
が
り
ま
す
。
近
く
を
通
る
方
々

も
足
を
止
め
、
じ
っ
く
り
と
作
品
を

鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
荒
木
愛
美
）

〈
北
海
道
〉
小
樽
病
院

セ
ミ
ナ
ー
で
認
知
症
解
説

当
日
飛
び
入
り
参
加
も

　

2
月
23
日
、
済
生
会
小
樽
病
院
地

域
共
生
健
康
セ
ミ
ナ
ー
第
2
弾
「
最

近
の
認
知
症
の
診
断
や
治
療
に
つ
い

て
」
を
、
ウ
イ
ン
グ
ベ
イ
小
樽
5
番

街
1
階
（
済
生
会
ビ
レ
ッ
ジ
）
の
済

生
会
ウ
エ
ル
ネ
ス
リ
ハ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
「
ラ
イ
ヴ
リ
ー
」
で
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
は
当
院
脳
神
経
内
科
部
長

の
林
貴
士
医
師
が
務
め
ま
し
た
。

　

林
医
師
は
認
知
症
の
発
症
原
因
や

症
状
、
最
近
の
治
療
法
ま
で
詳
し
く

解
説
。
難
し
い
テ
ー
マ
で
、
そ
の
場

で
は
質
問
す
る
参
加
者
が
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
講
演
会
終
了
後
に
林
医

師
に
こ
っ
そ
り
質
問
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
21
人
。
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
で
の
開
催
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
う
ち
3
人
は
会
場
前

の
案
内
を
見
て
当
日
飛
び
入
り
で
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
3
月
30
日
に

は
緩
和
ケ
ア
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま

す
。　
　
（
広
報
室
長
　
松
尾
覚
志
）
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評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

福
本
誠
人
事
部
長
は
「
平
成
22
年

に
『
多
様
な
働
き
方
実
現
モ
デ
ル
病

院
第
1
号
』
に
選
定
さ
れ
て
か
ら
15

年
間
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て
う

れ
し
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。
こ
の
受
賞

に
よ
り
、
当
院
が
仕
事
と
生
活
の
調

和
を
図
る
職
場
環
境
を
提
供
し
て
い

る
と
い
う
評
価
が
高
ま
り
、
採
用
面

で
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

（
済
生
記
者
　
米
井
　
悠
）

〈
大
阪
〉
中
津
看
護
専
門
学
校

38
人
が
新
た
な
門
出

　

3
月
5
日
、
70
期
生
38
人
が
卒
業

式
を
迎
え
ま
し
た
。
多
く
の
来
賓
の

方
々
が
出
席
し
、
保
護
者
に
温
か
く

見
守
ら
れ
な
が
ら
の
卒
業
式
と
な
り

　

一
昨
年
、
昨
年
に
続
き
「
け
ん
こ

う
と
ぼ
う
さ
い
」
を
テ
ー
マ
に
3
月

8
日
、
済
生
会
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
も
企
業
や
地
域
の
団
体

と
の
連
携
型
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画

し
、
昨
年
を
超
え
る
4
0
0
0
人

以
上
の
市
民
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

市
民
健
康
講
座
で
は
、
当
院
医
師

3
人
が
そ
れ
ぞ
れ
「
働
き
者
の
“
腎

臓
”
に
感
謝
」「
こ
ど
も
の
急
な
体

調
不
良
」「
外
科
手
術
の
変
遷
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

　

看
護
部
に
よ
る
A
C
P
啓
発
の

劇
や
D
r
・
K
の
ス
ト
リ
ー
ト
ピ

ア
ノ
に
は
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
大

盛
況
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
フ

ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
、
大
人
気
の
緊
急

車
両
と
の
記
念
撮
影
、
子
育
て
支
援

団
体
の
マ
ル
シ
ェ
、
そ
の
他
さ
ま
ざ

ま
な
企
業
の
出
展
が
目
白
押
し
。
内

視
鏡
・
腹
腔
鏡
体
験
、
D
M
A
T

や
薬
剤
部
な
ど
の
各
種
体
験
、
今
回

初
出
展
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
、
合

計
29
ブ
ー
ス
を
幅
広
い
年
齢
の
方
々

が
楽
し
み
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
白
須
優
也
）

〈
奈
良
〉
中
和
病
院

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を

推
進
す
る
取
り
組
み
で
表
彰

　

当
院
は
「
社
員
・
シ
ャ
イ
ン
職
場

づ
く
り
推
進
企
業
」
の
「
仕
事
と
家

庭
の
両
立
推
進
部
門
」
で
表
彰
を
受

け
、
2
月
25
日
、
奈
良
県
庁
で
山
下

真
・
奈
良
県
知
事
か
ら
表
彰
状
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
育
て
や
家
族
の
介
護
を
行
な
う

職
員
向
け
に
独
自
の
短
時
間
勤
務
制

度
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
、
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
委
員
会
を
開
設
し

職
場
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
を
続
け
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
職

員
全
員
が
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
達

成
す
る
た
め
の
制
度
を
理
解
し
、
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
が

済
生
会
フ
ェ
ア
3
年
連
続
開
催
4
0
0
0
人
超

京
都
済
生
会
病
院
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ま
し
た
。
優
良
表
彰
と
し
て
、
大
阪

府
知
事
賞
、
大
阪
府
看
護
協
会
長
賞
、

学
校
長
賞
を
3
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

戸
田
常
紀
学
校
長
は
式
辞
の
中
で

「
看
護
師
と
し
て
、
人
と
し
て
成
長

し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
期
待
を

寄
せ
た
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
来
賓

の
大
阪
府
済
生
会
・
讃
岐
富
男
常
務

理
事
か
ら
は
力
強
い
激
励
の
祝
辞
を
、

済
生
会
の
炭
谷
茂
理
事
長
か
ら
は
心

温
ま
る
ね
ぎ
ら
い
と
応
援
の
言
葉
を

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

最
後
に
卒
業
生
代
表
が
答
辞
を
述

べ
、
38
人
は
目
を
潤
ま
せ
な
が
ら
も

笑
顔
で
退
場
し
、
式
は
終
了
。
今
後

は
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
自

分
が
目
指
す
看
護
の
道
を
一
歩
づ
つ

進
ん
で
い
く
こ
と
を
教
職
員
一
同
、

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

（
専
任
教
員
　
森
谷
幸
子
）

　

筆
者
は
公
益
社

団
法
人
コ
ス
モ
ス

成
年
後
見
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
依

頼
を
受
け
、
2
月

25
日
に
富
山
県
民

会
館
で
講
演
を
行

な
い
ま
し
た
。
当

初
は
社
会
保
障
制

度
全
般
に
つ
い
て
講
演
す
る
予
定
で

し
た
が
、
生
活
保
護
、
無
料
低
額
診

療
事
業
、
そ
し
て
身
寄
り
な
し
問
題

に
焦
点
を
当
て
、
済
生
会
の
使
命
や

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
活

動
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
行
政
書
士
の
方
々
か
ら

は
「
近
く
に
済
生
会
が
あ
れ
ば
い
い

の
に
」「
病
院
診
療
以
外
の
『
な
で

し
こ
プ
ラ
ン
』
で
の
活
躍
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
あ

り
、
済
生
会
の
理
念
を
深
く
理
解
し

て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ

し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

（
医
療
社
会
事
業
課
　

M
S
W
　
若
山
優
子
）

〈
埼
玉
〉
川
口
総
合
病
院

〇
×
形
式
で
フ
ッ
ト
ケ
ア

　

2
月
10
日
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
日
に

ち
な
ん
で
皮
膚
科
主
任
部
長
・
高
山

か
お
る
先
生
に
よ
る
「
フ
ッ
ト
ケ
ア

Q
&
A
動
画
」
を
当
院
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
に
投
稿
し
ま
し
た
。

 

「
巻
き
爪
は
深
爪
す
れ
ば
治
る
？
」

「
足
の
指
を
広
げ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
で

姿
勢
は
良
く
な
る
？
」
と
い
っ
た
疑

問
に
、
高
山
先

生
が
〇
×
形
式

で
分
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い

ま
す
。

　

足
は
「
第
2

の
心
臓
」
と
も

呼
ば
れ
、
健
康

維
持
に
欠
か
せ

な
い
大
切
な
部

位
で
す
。
し
か

し
、
初
期
症
状

に
気
づ
き
に
く

く
、
診
断
や
治
療
が
遅
れ
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
動
画
が
、
日
頃
か
ら
自
身
の

足
を
ケ
ア
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。
今
後
も
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
健
康
維
持
や
疾
患
予
防
に
役

立
つ
情
報
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ぜ
ひ
動
画
も
ご
覧

く
だ
さ
い
！

（
済
生
記
者
　
原
　
衣
里
奈
）

済生会の理念を広く
知っていただくために

〈富山〉高岡病院
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滋
賀
県
病
院

日
本
脳
ド
ッ
ク
学
会
認
定
医
・

認
定
指
導
士
を
取
得

　

2
月
1
日
、
脳
神
経
外
科
の
岡
英

輝
医
師
と
横
矢
重
臣
医
師
、
画
像
診

断
科
の
鰐
部
亜
砂
子
診
療
放
射
線
技

師
の
3
人
が
「
日
本
脳
ド
ッ
ク
学
会

認
定
医
・
認
定
指
導
士
」
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
資
格
は
、
脳
疾
患
の
早
期
発

見
と
予
防
を
目
的
に
、
脳
ド
ッ
ク
に

関
す
る
専
門
知
識
と
技
能
を
有
す
る

医
師
・
医
療
従
事
者
を
認
定
す
る
も

の
で
す
。
当
院
は
日
本
脳
ド
ッ
ク
学

会
の
認
定
施
設
と
し
て
、
専
門
的
な

知
識
と
充
実
し
た
設
備
を
備
え
、
質

の
高
い
脳
ド
ッ
ク
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

岡
医
師
は
「
脳
ド
ッ
ク
を
受
け
る

こ
と
で
、
ま
だ
症
状
が
出
て
い
な
い

脳
の
異
常
や
リ
ス
ク
を
早
期
に
発
見

で
き
ま
す
。
予
防
医
療
の
重
要
性
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
、
脳
疾
患
の

予
防
に
は
適
切
な
検
査
を
定
期
的
に

受
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
強
調
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
予
防
医
療
の
さ
ら
な
る
充

実
を
目
指
し
、
地
域
の
健
康
維
持
に

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
経
営
企
画
課
　
鵜
飼
健
成
）

〈
神
奈
川
〉
横
浜
市
南
部
病
院

こ
れ
っ
て
認
知
症
で
す
か
？

　

2
月
14
日
、
日
野
南
地
域
ケ
ア
プ

ラ
ザ
で
糖
尿
病
看
護
認
定
看
護
師
の

菊
地
友
紀
入
退
院
支
援
セ
ン
タ
ー
師

長
と
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
の
大

畑
愛
さ
ん
が
「
生
活
習
慣
病
と
認
知

症
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、
地
域
住

民
34
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
菊
地
師
長
は
生
活
習

慣
を
変
え
、
そ
れ
を
継
続
す
る
難
し

さ
を
挙
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
生
活
習

慣
病
が
認
知
症
に
大
き
く
関
わ
る
こ

と
、
で
き
る
こ
と
か
ら
無
理
な
く
や

っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
伝
え
ま

し
た
。

　

大
畑
さ
ん
は
年
齢
相
応
の
も
の
忘

れ
と
認
知
症
の
違
い
に
つ
い
て
説

明
。
参
加
者
か
ら
の
「
し
ま
っ
た
場

所
を
忘
れ
る
の
は
認
知
症
の
症
状
で

す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
、「
し
ま

っ
た
こ
と
自
体
を
覚
え
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
年
齢
相
応
の
も
の
忘
れ
で

す
」
と
回
答
す
る
な
ど
、
自
身
の
経

験
に
交
え
た
質
問
を
す
る
方
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
南
川
茉
悠
）

〈
三
重
〉
松
阪
総
合
病
院

再
入
院
を
防
ぐ
！

心
不
全
看
護
外
来
立
ち
上
げ

　

当
院
で
は
1
月
6
日
に
心
不
全
看

護
外
来
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

心
不
全
患
者
数
は
2
0
3
5
年

に
は
1
3
0
万
人
と
な
り
、
心
不

全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
代
が
到
来
す
る
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と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
年

間
2
0
0
例
程
度
の
心
不
全
で
の

入
院
が
あ
り
、
再
入
院
を
繰
り
返
す

患
者
さ
ん
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

再
入
院
は
非
医
学
的
な
誘
因
が
多

く
を
占
め
、
生
活
習
慣
の
改
善
と
と

も
に
、
セ
ル
フ
ケ
ア
に
よ
る
増
悪
予

防
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
患
者
教
育
の
継
続
に
よ

る
セ
ル
フ
ケ
ア
の
維
持
・
向
上
を
目

指
し
、
心
不
全
看
護
外
来
を
開
設
。

月
1
回
を
基
本
と
し
、
30
分
程
度
の

面
談
を
行
な
い
ま
す
。

　

退
院
後
は
疾
患
管
理
が
不
十
分
に

な
る
場
合
も
。
ま
ず
は
心
不
全
を
持

ち
な
が
ら
の
療
養
生
活
を
ね
ぎ
ら
う

こ
と
か
ら
始
め
、
継
続
で
き
て
い
る

こ
と
は
賞
賛
し
、
改
善
点
が
あ
る
場

合
は
患
者
さ
ん
と
一
緒
に
対
応
方
法

を
考
え
て
い
ま
す
。

（
看
護
部
主
任
　
土
面
　
直
）

岡
山
済
生
会
外
来
セ
ン
タ
ー

病
院

四
重
奏
で
癒
や
し
の
時
間

　

1
月
25
日
、
当
院
で
院
内
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
内
科
の
角

南
良
太
医
長
（
バ
イ
オ
リ
ン
）、
心

療
科
・
神
経
科
の
北
村
直
也
診
療
部

長
（
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
）、
検
査
科
の
池

田
智
子
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
）、
外
部

ゲ
ス
ト
の
松
本
さ
ん
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
）
の
4
人
に
よ
る
素す

敵て
き

な
演
奏
を

聴
き
、
心
温
ま
る
癒
や
し
の
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
・
は
な
み
ず
き
病
棟
の
入

院
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
、
外
来
患
者

さ
ん
、
職
員
と
そ
の
家
族
、
計
55
人

が
参
加
。「
愛
燦さ

ん

燦さ
ん

」や「
ふ
る
さ
と
」

の
演
奏
に
涙
ぐ
む
人
も
い
て
、
心
に

響
く
音
色
に
皆
が
聴
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
最
後
は
「
ふ
る
さ
と
」
を
全

員
で
合
唱
し
、
温
か
な
余
韻
の
中
で

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

後
日
「
コ
ン
サ
ー
ト
を
鑑
賞
し
た

入
院
患
者
さ
ん
の
様
子
が
と
て
も
穏

や
か
だ
っ
た
」
と
聞
き
、
改
め
て
音

楽
の
癒
や
し
の
力
を
実
感
し
ま
し
た
。

（
看
護
師
長
　
権
代
好
美
）

〈
静
岡
〉
特
養
小
鹿
な
で
し
こ
苑

廊
下
に
ち
ぎ
り
絵
と
水
彩
画

画
廊
の
よ
う
な
空
間
に

　

昨
年
12
月
11
日
か
ら
、
水
彩
画
教

室
「
土
筆
の
会
」
の
水
彩
画
作
品
を

当
苑
の
廊
下
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

以
前
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

「
ち
ぎ
り
絵
の
会
」
の
7
作
品
の
展

示
に
「
土
筆
の
会
」
の
9
作
品
が
加

わ
り
、
華
や
か
さ
が
増
し
ま
し
た
。

 

「
土
筆
の
会
」
は
、

当
苑
が
月
に
1
回

お
手
伝
い
を
し
て

い
る
子
ど
も
食
堂

の
開
催
場
所「
来
・

て
・
こ
（
静
岡
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
）」
の
職
員
か

ら
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

入
居
者
さ
ん
が

絵
を
楽
し
ん
で
い
る
姿
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
面
会
の
ご
家
族
が
足
を
止

め
、
一
つ
ひ
と
つ
の
作
品
に
目
を
向

け
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

展
示
作
品
は
半
年
ご
と
に
入
れ
替

え
る
予
定
で
、他
に
も
「
来
・
て
・
こ
」

で
活
動
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
作
品
を

展
示
し
、
地
域
の
方
々
が
気
軽
に
見

に
来
ら
れ
る
小
さ
な
画
廊
の
よ
う
な

空
間
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
済
生
記
者
　
石
田
遼
祐
）
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済
生
会
図
書
室
連
絡
会

司
書
が
県
立
図
書
館
で
講
演

　

済
生
会
図
書
室
連
絡
会
は
、
済
生

会
施
設
内
図
書
室
の
充
実
と
向
上
に

努
め
、
学
術
支
援
を
通
じ
て
済
生
会

事
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

滋
賀
県
立
図
書
館
か
ら
連
絡
会
に

専
門
研
修
会
講
師
派
遣
の
依
頼
が
あ

り
、
12
月
12
日
に
筆
者
が
講
演
を
行

な
い
ま
し
た
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
県
内
の
公
共
・
学
校
・
専
門
学
校

の
司
書
ら
50
人
以
上
が
参
加
。
図
書

館
に
お
け
る
「
選
書
」
を
テ
ー
マ
に
、

医
療
制
度
の
状
況
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
源
の
階
層
、
信
頼
で
き
る
医
療
・

健
康
情
報
の
見
極
め
方
に
つ
い
て
解

説
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
不
確
か
な

情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
る
現
在
、
地
域

の
図
書
館
同
士
が
交
流
し
、
連
携
し

て
市
民
へ
の
情
報
提
供
に
あ
た
る
重

要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

本
会
の
活
動
の

詳
細
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
千
葉
・
習
志
野
病
院
　

図
書
室
司
書
　
佐
藤
正
惠
）

〈
福
岡
〉
大
牟
田
病
院

指
示
漏
れ
防
止
ポ
ー
チ
導
入

部
署
別
発
表
会
で
最
優
秀
賞

　

昨
年
11
月
25
日
か
ら
の
1
週
間
、

医
療
安
全
対
策
の
部
署
別
発
表
会
が

ポ
ス
タ
ー
掲
示
形
式
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
14
部
署

が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
ポ
ス
タ

ー
に
ま
と
め
、
活
動
・
実
績
を
報
告
。

令
和
6
年
度
は
筆
者
が
所
属
す
る
4

階
病
棟
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
1

月
14
日
に
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
し
た
取
り
組
み
は
、
手
術
前

の
内
服
や
指
示
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
に

ポ
ー
チ
を
利
用
し
た
伝
達
方
法
の
導

入
で
す
。
昨
年
3
月
の
病
棟
再
編
で

新
た
な
診
療
科
が
加
わ
り
、
手
術
前

指
示
が
多
様
化
。
漏
れ
な
く
対
応
す

る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
想
定

し
、
ポ
ー
チ
の
大
き
さ
、
札
の
種
類
、

色
分
け
な
ど
、
業
務
効
率
を
落
と
さ

ず
か
つ
経
験
年
数
に
か
か
わ
ら
ず
標

準
化
で
き
る
方
法
を
考
案
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
意
見
交
換
、
仮
運
用
で
の

見
直
し
を
重
ね
た
結
果
、
ス
ム
ー
ズ

に
業
務
内
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

（
4
階
病
棟
看
護
師
　
重
松
祥
弘
）

〈
神
奈
川
〉
横
浜
市
六
浦
地
域

ケ
ア
プ
ラ
ザ

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
へ

地
域
活
動
拠
点
同
士
の
交
流

　

11
月
26
日
、
武
蔵
野
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
研
究
連
絡
会
の
皆
さ
ん
が
「
ソ

ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
考

え
る
W
e
b
メ
デ
ィ
ア
（
シ
ン
ク

!
）」
で
多
世
代
交
流
カ
フ
ェ
「
む
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う
た
ん
カ
フ
ェ
」

の
記
事
を
見
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が

縁
で
、
当
施
設
へ

視
察
の
た
め
に
来
訪
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
55
人
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
52

人
、
武
蔵
野
市
職
員
3
人
）
が
参
加
。

施
設
を
見
学
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
ケ
ア
プ
ラ
ザ
の
概
要
、
地
域
活

動
交
流
事
業
、
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

　

武
蔵
野
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
通
称
コ
ミ
セ
ン
）
と
当
施
設
は

形
態
が
違
い
ま
す
が
、
地
域
活
動
拠

点
と
し
て
の
役
割
は
共
通
し
て
い
ま

す
。
担
い
手
不
足
な
ど
同
じ
よ
う
な

課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
地
域
を

つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

（
済
生
記
者
　
山
田
和
恵
）

〈
神
奈
川
〉
横
浜
市
六
浦
地
域

ケ
ア
プ
ラ
ザ

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
研
修
医
が

地
域
で
の
取
り
組
み
を
見
学

　

昨
年
12
月
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ナ
ン

が
ん
病
院
の
チ
ャ
ン
・
ホ
ン
・
フ
ッ

ク
医
師
と
チ
ュ
オ
ン
・
ゴ
ッ
ク
・
タ

ン
医
師
が
研
修
の
一
環
と
し
て
、
当

施
設
で
介
護
予
防
や
地
域
で
の
取
り

組
み
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

12
月
2
日
に
は
施
設
見
学
と
と
も

に
事
業
説
明
を
受
け
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
さ
ん
・
地
元
小
学
生
と
交

流
し
、
書
道
体
験
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
に
は
認
定
N
P
O
法

人
横
浜
こ
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
運
営
す
る
「
横
浜
こ
ど
も
ホ

ス
ピ
ス
～
う
み
と
そ
ら
の
お
う
ち
」

を
見
学
。
田
川
尚
登
代
表
理
事
と
飯

山
さ
ち
え
事
務
局
長
が
、
同
施
設
が

生
命
に
関
わ
る
病
気
を
患
っ
た
子
ど

も
と
ご
家
族
が
「
家
族
と
し
て
の
豊

か
な
時
間
」
を
過
ご
せ
る
場
所
、
地

域
と
共
に
歩
む
場
所
で
あ
る
と
説
明

し
ま
し
た
。

　

2
人
の
医
師
は
「
い
つ
か
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
や
施
設
が
ベ
ト
ナ
ム

に
も
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
済
生
記
者
　
山
田
和
恵
）

〈
茨
城
〉
水
戸
済
生
会
総
合
病
院

心
不
全
の
国
際
共
同
試
験
で

世
界
ラ
ン
ク
入
り

　

昨
年
9
月
、
循
環
器
内
科
部
長
の

樋
口
基
明
医
師
が
A
社
の
ミ
ネ
ラ

ル
コ
ル
チ
コ
イ
ド
受
容
体
拮
抗
薬
／ 

S
G
L
T
2
阻
害
薬
配
合
剤
と
B

社
の
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
合
成
酵
素
阻

害
薬
／
S
G
L
T
2
阻
害
薬
配
合

剤
の
心
不

全
の
国
際

共
同
試
験

に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ

れ
「
リ
ク

ル
ー
ト
ラ

ン
ク
世
界

5
位
（
国

内
1
位
）」

「
無
作
為

化
済
み
被

験
者
数
ラ

ン
キ
ン
グ

に
お
い
て

後列左が樋口医師



大
雑
報
身
の
回
り
で
起
き
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
楽
し
く
報
告
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

職
場
の
話
で
も
、
家
庭
の
話
で
も
、
休
日
の
話
で
も
。
ご
報
告
く
だ
さ
い
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て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
埼
玉
・
鴻
巣
病
院
　

済
生
記
者
　
田
島
利
恵
子
）

★
す
て
き
な
取
り
組
み
で
す
ね
！　

音
楽

の
力
が
、
患
者
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の
心
を

優
し
く
包
み
ま
す
よ
う
に
。

（
本
部
広
報
課
　
杉
山
菜
央
）

　

学
び
と
交
流
の
済
生
会
学
会

　

2
月
15
・
16
日
に
愛
媛
県
で
行
な
わ
れ

た
済
生
会
学
会
に
参
加
し
、「
L
G
B
T
Q

が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
～
全
国
初
！

埼
玉
県
の
取
り
組
み
へ
の
参
加
～
」
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。
聴
講
者
か
ら
は「
参

考
に
し
た
い
」
と
の
声
を
い
た
だ
き
、
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
の
質
問
も
寄
せ
ら

れ
、
多
く
の
「
気
づ
き
」
を
得
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

学
会
後
の
懇
親
会
や
2
次
会
で
は
、
他

部
署
の
職
員
と
郷
土
料
理
を
味
わ
い
な
が

ら
楽
し
く
交
流
で
き
ま
し
た
。
空
き
時
間

に
は
、
臨
床
検
査
科
の
関
谷
晃
一
副
部
長
、

人
事
・
総
務
課
の
鈴
木
翔
真
さ
ん
と
松
山

城
を
訪
れ
、
壮
大
な
石
垣
や
天
守
の
美
し

さ
に
感
動
。
さ
ら
に
「
姫
っ
子
地
鶏
」
の

料
理
を
堪
能
し
、
歴
史
あ
る
道
後
温
泉
で

心
身
を
癒
や
し
ま
し
た
。

　

職
員
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
へ
の

決
意
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
学
会
担

当
病
院
の
松
山
病
院
皆
さ
ん
の
温
か
な
お

も
て
な
し
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

（
埼
玉
・
川
口
総
合
病
院
　

人
事
・
総
務
課
　
本
橋
和
宏
）

★
ま
さ
に
「
済
生
に 

叡
智
集
い
し 

伊
予

の
春
」
で
す
ね
。
こ
の
句
は
28
ペ
ー
ジ
写

真
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

（
本
部
広
報
課
　
河
内
淳
史
）

　

眠
っ
て
い
た
ピ
ア
ノ
が
…
…

　
〈
埼
玉
〉
鴻
巣
病
院
の
病
棟
に
は
平
成
7

年
に
寄
贈
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
が
あ
り
、
こ
こ

7
～
8
年
間
使
用
さ
れ
ず
未
調
律
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
状
態
に
気
付
い
た
門

野
淳
子
副
院
長
の
提
案
で
、
昨
年
11
月
と

12
月
に
調
律
を
行
な
い
ま
し
た
。
1
回
の

調
律
作
業
に
3
時
間
近
く
か
か
る
の
で
す

が
、
き
れ
い
に
整
え
ら
れ
て
い
く
ピ
ア
ノ

は
ま
る
で
生
ま
れ
変
わ
る
よ
う
で
し
た
。

　

12
月
3
日
に
無
事
調
律
が
完
了
。
1
月

21
日
に
は
門
野
副
院
長
の
演
奏
で
4
曲
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
が
分
解
さ
れ

た
状
態
か
ら
興
味
深
そ
う
に
見
て
い
た
患

者
さ
ん
た
ち
は
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
る
と

大
変
喜
び
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
感
動
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

　

病
棟
内
は
長
期
入
院
の
方
も
多
く
、
ピ

ア
ノ
の
調
律
と
演
奏
は
患
者
さ
ん
に
楽
し

み
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
今
後
は
定
期
的
に
演
奏
会
を
開
催
し

世
界
3
位
（
国
内
1
位
）」
に
な
っ

た
こ
と
が
治
験
責
任
医
師
向
け
の

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

A
社
の
治
験
責
任
医
師
会
議
で

は
、
被
験
者
の
患
者
さ
ん
に
真
摯
に

寄
り
添
い
、
承
認
間
近
の
最
新
治
療

の
有
用
性
と
安
全
性
の
正
確
な
デ
ー

タ
を
集
積
す
る
際
の
心
構
え
に
つ
い

て
講
演
し
ま
し
た
。

　

樋
口
医
師
は
「
こ
れ
か
ら
も
本
治

験
の
リ
ク
ル
ー
ト
を
含
め
て
ま
い
進

し
て
い
き
ま
す
」
と
意
欲
を
語
り
ま

し
た
。（

治
験
管
理
室
　
栗
原
茂
仁
）
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は
な
い
か
と
考
え
、
摂
食
嚥
下
障
害
看
護

認
定
看
護
師
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

研
修
中
は
新
し
い
知
識
や
体
験
で
、
驚

き
と
学
び
の
連
続
。
研
修
生
同
士
で
口
腔

ケ
ア
を
し
た
り
、
胃
管
挿
入
を
し
た
り
、

経
鼻
内
視
鏡
を
挿
入
し
た
ま
ま
食
事
を
し

た
り
も
し
ま
し
た
（
思
っ
た
よ
り
食
べ
や

す
か
っ
た
で
す
）。
羞
恥
心
や
苦
痛
も
味
わ

い
な
が
ら
、
初
心
に
戻
っ
た
よ
う
な
良
い

体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昨
年
11
月
27
日
、
認
定
審
査

に
無
事
合
格
で
き
ま
し
た
！　

今
後
は
当

院
の
多
職
種
協
働
チ
ー
ム
の
一
員
と
な

り
、
患
者
さ
ん
の
個
別
性
に
合
わ
せ
て
評

価
・
検
討
を
繰
り
返
し
、
口
か
ら
食
べ
る

に
は
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
考
え
、

支
え
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
東
京
・
向
島
病
院
　
摂
食
嚥
下
障
害

看
護
認
定
看
護
師
　
鈴
木
め
ぐ
み
）

★
認
定
看
護
師
の
大
変
さ
が
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。
す
で
に
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に

寄
り
添
え
る
看
護
師
さ
ん
で
す
ね
。

（
本
部
広
報
課
　
河
内
淳
史
）

　

次
こ
そ
は
！　

大
入
り
袋
獲
得
だ

　

1
月
29
日
、
入
所
定
員
80
人
の
〈
広
島
〉

老
健
は
ま
な
荘
が
満
床
に
な
り
、
小
林
博

文
施
設
長
か
ら
の
粋
な
計
ら
い
で
、
大
入

り
袋
な
ら
ぬ
小
入
り
袋
が
職
員
全
員
に
配

ら
れ
ま
し
た
。
大
入
り
袋
は
次
回
に
取
っ

て
お
き
、
今
回
は
節
分
が
近
い
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
豆
ま
き
用
の
小
入
り
袋
を
選

ん
だ
そ
う
で
す
。

　

過
去
5
年
間
の
入
所
利
用
者
数
の
最
高

値
は
79
人
で
、
80
人
に
な
っ
た
こ
と
は
一

度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
も
昨
年

7
月
の
〈
佐
賀
〉
老
健
ま
つ
ら
荘
の
視
察

が
職
員
の
刺
激
に
な
り
、
学
ん
で
き
た
こ

と
を
参
考
に
創
意
工
夫
し
た
結
果
だ
と
思

　

ウ
ッ
チ
ャ
ン
か
ら
の
贈
り
物

　

本
誌
昨
年
11
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
〈
広

島
〉老
健
は
ま
な
荘
の「
昭
和
レ
ト
ロ
コ
ー

ナ
ー
」
の
記
事
を
読
ん
で
く
れ
た
済
生
会

本
部
総
務
部
厚
生
課
の
ウ
ッ
チ
ャ
ン
こ
と

杉
浦
智
子
さ
ん
か
ら
、
買
い
物
か
ご
の
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
か
ご
は
昭
和
の
着
物
の
端
切
れ
や

和
紙
な
ど
を
使
っ
て
杉
浦
さ
ん
本
人
が
制

作
し
た
一
閑
張
り
の
も
の
。
昭
和
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
イ
ラ
ス
ト
、
広
島
の
厳
島
神

社
や
鯉
（
カ
ー
プ
）
の
図
柄
も
入
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
多
趣
味
な
杉
浦
さ
ん
は
三
つ
の

バ
ン
ド
を
掛
け
持
ち
し
て
い
ま
す
。
本
部

で
見
る
彼
女
は
大
人
し
い
（
？
）
女
性
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
ア
フ
ロ
三
味

線
バ
ン
ド
の
ボ
ー
カ
ル
を
務
め
プ
ロ
級

の
歌
唱
力
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
歌
声

を
聴
い
て
み
た
い
方
は
、Y

ouT
ube

で

「W
ouassi &

 R
oots B

and

」
と
検
索

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
本
部
の
皆
さ
ん
、

杉
浦
さ
ん
の
こ
ん
な
一
面
知
っ
て
い
ま
し

た
？

（
広
島
・
老
健
は
ま
な
荘
　

済
生
記
者
　
佐
藤
　
聡
）

★
ど
～
も
～
。
声
が
大
き
く
派
手
好
き
な

ウ
ッ
チ
ャ
ン
で
す
。
趣
味
を
広
く
浅
く
楽

し
ん
で
ま
す
。（

本
部
厚
生
課
　
杉
浦
智
子
）

　

力
不
足
を
実
感
し
…
…

　

認
定
看
護
師
を
目
指
す

　
〈
東
京
〉
向
島
病
院
の
患
者
さ
ん
は
高

齢
の
方
が
多
く
、
入
退
院
を
繰
り
返
し

A
D
L
が
低
下
、
食
事
摂
取
の
困
難
さ
か

ら
リ
ハ
ビ
リ
も
進
ま
な
い
…
…
と
い
う
現

状
が
あ
り
、
日
々
悩
み
、
力
不
足
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。
も
っ
と
私
に
で
き
る
こ
と



92SAISEI  |  2025 APRIL

　

15
年
続
く
庭
手
入
れ
の

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
〈
兵
庫
〉
小
規
模
特
養
な
で
し
こ
神
戸
は

2
0
0
9
年
6
月
に
開
設
。
田
渕
一
郎
さ

ん
は
同
年
12
月
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
庭
の
手
入
れ
を
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　

雨
の
日
も
、
夏
の
炎
天
下
で
も
週
4
日
、

自
転
車
で
通
い
な
が
ら
草
を
引
き
、
土
を

耕
し
、球
根
を
植
え
、季
節
の
花
々
や
木
々

を
整
備
。
果
物
や
野
菜
作
り
も
お
手
の
も

の
で
す
。

　

さ
さ
や
か
な
お
返
し
と
し
て
、
お
昼
の

休
憩
時
に
は
当
施
設
で
手
作
り
し
て
い
る

昼
食
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
田
渕
さ
ん
は
「
15
年
続
け
て

き
て
私
も
年
を
と
り
ま
し
た
が
、
体
が
動

く
う
ち
は
続
け
て
い
き
た
い
」
と
言
い
ま

す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
共
に
15
年
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
方
々
と
共
に
成
長
し
て

い
け
る
よ
う
職
員
一
同
頑
張
り
ま
す
。

（
兵
庫
・
小
規
模
特
養
な
で
し
こ
神
戸
　

看
護
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
な
で
し
こ

神
戸
　
計
画
作
成
責
任
者
　
藤
内
貞
子
）

★
15
年
も
続
け
ら
れ
る
の
は
本
当
に
す
ご

い
こ
と
で
す
。
田
渕
さ
ん
だ
け
が
知
る
楽

し
み
が
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

（
メ
デ
ィ
カ
ル
・
リ
ー
フ
　
岩
谷
純
一
）

　

今
年
こ
そ
鬼
退
治
！

　

節
分
の
日
か
ら
少
し
遅
れ
て
2
月
13

日
、
託
児
所
「
な
で
し
こ
」
で
8
人
の
子

ど
も
た
ち
が
豆
ま
き
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
鬼
に
向
け
て
豆
に
見
立
て
た

ボ
ー
ル
を
投
げ
る
は
ず
が
、
怖
が
っ
て

ボ
ー
ル
を
手
に
取
る
こ
と
も
で
き
ず
、
泣

い
ま
す
。
入
所
稼
働
率
は
安
定
し
て
き
た

の
で
、
次
は
デ
イ
ケ
ア
の
稼
働
率
向
上
を

目
指
し
て
他
の
デ
イ
ケ
ア
の
視
察
も
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
は
職
員
皆
で
大
入
り
袋
を
狙
い
に
い

く
ぞ
ー
！　

小
林
施
設
長
、
大
入
り
袋
に

入
れ
る
資
金
の
準
備
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
（
笑
）。

（
広
島
・
老
健
は
ま
な
荘
　

済
生
記
者
　
佐
藤
　
聡
）

★
小
さ
く
て
も
ご
褒
美
は
う
れ
し
い
も
の

で
す
よ
ね
。
次
な
る
目
標
を
引
き
出
し
、

士
気
を
高
め
る
施
設
長
、
す
ば
ら
し
い
！

（
大
空
出
版
　
後
藤
藍
子
）

　

永
年
勤
続
者
表
彰
式
を
終
え
て

　
〈
福
岡
〉
大
牟
田
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
職

員
の
永
年
勤
続
者
表
彰
式
が
3
月
6
日
に

執
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
支
部
表
彰
と
し

て
功
労
賞
、
15
年
勤
続
表
彰
が
あ
り
、
本

部
表
彰
と
し
て
30
年
、
20
年
、
10
年
勤
続

者
の
合
計
27
人
が
永
年
の
功
績
を
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
私
は
功
労
賞
を
賜
り
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

済
生
会
に
憧
れ
て
入
職
し
た
の
が
36
年

前
。
改
め
て
今
日
ま
で
の
長
い
年
月
を
振

り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
病
院
看
護

師
と
し
て
の
業
務
を
は
じ
め
、
訪
問
看
護

や
介
護
保
険
関
連
の
業
務
に
携
わ
り
、
事

業
の
立
ち
上
げ
や
閉
鎖
な
ど
、
経
営
管
理

の
難
し
さ
も
経
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
研
修
へ
の
参
加
に
あ
た
っ
て

は
、
病
院
や
家
族
の
理
解
に
も
改
め
て
感

謝
の
気
持
ち
を
抱
き
ま
し
た
。

　

気
持
ち
を
新
た
に
、
今
後
も
大
牟
田
病

院
の
一
員
と
し
て
精
い
っ
ぱ
い
努
力
し
ま

す
。

（
福
岡
・
大
牟
田
病
院
　
患
者
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
課
長
　
徳
永
は
る
み
）

★
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

積

み
重
ね
た
歩
み
が
、
こ
れ
か
ら
も
輝
き
続

け
ま
す
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
。

（
本
部
広
報
課
　
杉
山
菜
央
）



93 SAISEI  |  2025 APRIL

気
を
は
ら
い
、
利
用
者
さ
ん
と
職
員
皆
の

無
病
息
災
を
祈
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
滋
賀
・
老
健
ケ
ア
ポ
ー
ト
栗
東
　

介
護
福
祉
士
　
向
井
　
翼
）

★
皆
で
鬼
を
や
っ
つ
け
た
の
で
、
病
気
や

災
害
も
追
い
払
わ
れ
た
は
ず
！　

き
っ
と

健
や
か
で
素す

敵て
き

な
年
に
な
り
ま
す
ね

（
大
空
出
版
　
髙
橋
美
憂
）

　

伐
採
木
を
資
源
に
し
て
S
D
G
s
！

　
〈
福
岡
〉
飯
塚
嘉
穂
病
院
の
敷
地
は
多
く

の
樹
木
に
囲
ま
れ
て
自
然
が
豊
か
な
の
で

す
が
、
環
境
整
備
の
た
め
の
毎
年
の
手
入

れ
が
大
変
で
す
。
特
に
木
々
の
剪せ

ん

定て
い

、
伐

採
で
発
生
し
た
丸
太
や
太
い
枝
の
処
分
に

手
間
が
か
か
る
こ
と
が
悩
み
で
し
た
。

　

2
月
下
旬
に
職
員
が
伐
採
作
業
を
行

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
見
て
い
た

患
者
さ
ん
の
ご
家
族
が
「
ス
ト
ー
ブ
の
燃

料
に
し
た
い
の
で
不
要
な
材
木
を
引
き
取

り
た
い
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
別
の
入
院
患
者
さ
ん
か
ら
も

同
様
の
申
し
出
が
あ
り
、
材
木
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
活
用
例
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

い
て
し
ま
う
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
は
鬼
の
紙
芝
居

を
読
ん
だ
り
、
先
生
が
簡
易
的
な
鬼
の
お

面
を
か
ぶ
っ
て
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
練
習
を

し
た
り
と
少
し
ず
つ
鬼
へ
の
恐
怖
心
を
克

服
。

　

そ
う
し
て
迎
え
た
本
番
。
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
誰
一
人
泣
く
こ
と
な
く
勇
敢

に
鬼
へ
と
立
ち
向
か
い
、
ボ
ー
ル
を
投
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！　

最
後
に
は
鬼

と
仲
直
り
を
し
て
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
す
る
姿

も
。
元
気
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
の
節
分
と
な

り
ま
し
た

（
大
分
・
日
田
病
院
主
事
　
南
谷
　
華
）

★
み
ん
な
で
鬼
退
治
頑
張
っ
た
ね
！
先
生

た
ち
の
工
夫
で
、
鬼
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
す
る

ほ
ど
仲
良
く
な
れ
る
と
は
…
。

（
本
部
広
報
課
　
大
嶋
　
薫
）

　

大
き
な
口
の
鬼
を
や
っ
つ
け
ろ
！

　

2
月
2
日
の
節
分
の
日
に
ち
な
ん
だ
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
認
知
専
門
棟
45
人
の

利
用
者
さ
ん
と
行
な
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
小
さ
な
ボ
ー
ル
を
豆
に
見
立

て
、
職
員
手
作
り
の
鬼
を
目
掛
け
て
投
げ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
鬼
は
口
が
大
き

く
、
そ
の
口
い
っ
ぱ
い
に
ボ
ー
ル
が
た
ま

る
と
鬼
が
退
治
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
口
に
ボ
ー
ル
が
入
る
と
ニ
ッ
コ
リ

笑
顔
に
な
る
人
、
手
を
た
た
い
て
喜
ぶ
人
。

鬼
の
口
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
真
剣
な

表
情
で
投
げ
る
人
、
夢
中
に
な
り
立
ち
上

が
っ
て
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
人
も
。
ま
た
、

利
用
者
同
士
が
応
援
し
合
う
場
面
も
見
ら

れ
、
に
ぎ
や
か
な
鬼
退
治
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
利
用
者
さ
ん
は
「
楽
し
か
っ

た
」「
お
も
し
ろ
か
っ
た
」「
こ
れ
で
良
い

一
年
が
過
ご
せ
る
わ
」
と
満
足
そ
う
。
邪
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こ
れ
か
ら
は
廃
棄
す
る
材
木
は
処
分
す

る
の
で
は
な
く
、
資
源
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
福
岡
・
飯
塚
嘉
穂
病
院
　

参
事
　
久
良
知
範
幸
）

★
伐
採
木
で
椅
子
を
作
っ
た
り
、
キ
ャ
ン

プ
の
焚
き
火
に
し
た
り
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る

よ
う
な
活
用
方
法
が
あ
り
そ
う
で
す
！

（
メ
デ
ィ
カ
ル
・
リ
ー
フ
　
岩
谷
純
一
）

　

フ
ァ
ン
ラ
ン
完
走
で
達
成
感
！

　

3
月
9
日
に
静
岡
市
で
開
催
さ
れ
た

「
静
岡
マ
ラ
ソ
ン
」
に
〈
静
岡
〉
特
養
小

鹿
な
で
し
こ
苑
の
職
員
も
参
加
。
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
と
フ
ァ
ン
ラ
ン
合
わ
せ
て
約

1
万
4
0
0
0
人
が
駿
府
路
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。

　

私
は
数
年
前
に
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
も
の
の
、
途
中
で
バ
ス
に
乗

せ
ら
れ
た
苦
い
記
憶
が
…
…
。
今
年
は

フ
ァ
ン
ラ
ン
（
11
・
6
キ
ロ
）
を
頑
張
っ

て
走
り
ま
し
た
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
ス

タ
ー
ト
か
ら
20
分
後
、
静
岡
県
庁
前
に
て

フ
ァ
ン
ラ
ン
が
ス
タ
ー
ト
！

　

初
め
か
ら
自
分
の
ペ
ー
ス
で
走
れ
て
い

た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
終
給
水
所

を
少
し
走
っ
た
と
こ
ろ
で
他
ラ
ン
ナ
ー
と

接
触
し
転
倒
…
…
。
そ
れ
で
も
何
と
か
最

後
ま
で
走
り
切
る
こ
と
が
で
き
、
何
と
も

言
え
な
い
達
成
感
を
感
じ
ま
し
た
！　

も

う
数
年
は
フ
ァ
ン
ラ
ン
で
走
り
、
い
ず
れ

は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
完
走
し
た
い
で
す
。

（
静
岡
・
特
養
小
鹿
な
で
し
こ
苑
　

済
生
記
者
　
石
田
遼
祐
）

★
子
ど
も
の
こ
ろ
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
い

つ
の
か
に
か
ビ
リ
走
者
に
な
っ
て
い
て

焦
っ
た
思
い
出
が
。
リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
！

（
メ
デ
ィ
カ
ル
・
リ
ー
フ
　
坂
本
陽
子
）
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